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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「はいもしもし、山やま鹿しか法ほう律りつ事じ務む所しよですが」

『私だ』

「〝わたしだ〟さんか、記き憶おくにない名前だな」

『……馬ば鹿かか貴き様さまは』

「ええ、馬鹿ですとも。馬鹿ですからあんたのことも覚えてません。ではごきげんよう」

『君が属ぞくしている弁べん護ご士し会の副会長で、不ふ真ま面じ目めな弁護士の資し格かくをいつでも剝はく奪だつできる男だ……と言えばすぐに思い出してくれると思うんだがね』

「どんなご用よう件けんでしょうか」

『話が早くて助かるな。単たん刀とう直ちよく入にゆうに言おう、そろそろ弁護修しゆう習しゆうの時期だ。そこで今回は君にも一人司法修習生を受け持ってもらおうと思ってな』

「やなこった……と言いたいところだが、どうせ拒きよ否ひ権けんなんてないんだろうな」

『話が早くて助かるよ。弁護修習先はある程てい度ど希望できることは君も知っているだろう？　なぜか分からんが、今年はその修習先に貴様を選んだとんでもない変わり者がいてな。周りの人間は必死になって止めようとしたのだが、耳を貸かそうともしない。どうやら貴様のことを変に誤ご解かいしているらしい』

「人を見る目のある将しよう来らい有望な修習生じゃないか」

『今のは聞かなかったことにしよう。そこでまあ、我われ々われとしては不本意極きわまりないのだが、貴様にその修習生を預あずけることにした』

「それはそれは。喜んで……とは言わんが、まあお引き受けしましょう」

『……貴様に前向きな返事をされると、よくないことが起きる前まえ触ぶれとしか思えんな。私としては、貴様が初うい々ういしい修習生と触れ合うことで初心に返って更こう生せいしてくれればと祈いのっているのだが……。ま、期待するだけムダだろうな。とにかく普ふ通つうにやれ、いいな』

「へいへい、せいぜい教育してやりましょう。弁護士の現げん実じつってやつをね──」




　　　　◆




　お母さん。私はとうとうここまで来ました。




　季節は夏。連日気温は三〇度を超こえ、今日も例外ではなく、とても暑い日だった。

　雑ざつ居きよビルが立ち並ならぶ、街の中心地からは幾いく分ぶん外れたところにある商業地。

　その一画にある四階建てのビル。超ちよう一流の弁護士が法律事務所を営いとなんでいるにしては少々古ふる臭くさく見えるけど、別に弁護士の能のう力りよくは住んでいる場所で決まるわけでもない。

「ついに……ついにここまで来たんだわ……！」

　そのビルを見上げながら、すっかり汗あせだくになっていた私は感かん涙るいにむせんだ。

　司法試験に合格し、弁護士になるために上京してはや三か月。

　都会へ出てきてからというもの、電車に乗ろうとすれば自動改札機に引っかかり、エスカレーターに乗れば後ろの人にどけと罵ののしられ、バスに乗っては料金前まえ払ばらい制を知らずに運転手さんに怒おこられた。街を歩けば必ずキャッチセールスに捕つかまり、私のタイプからは程ほど遠とおい男のナンパに悩なやまされ、慣なれないビルのジャングルでは簡かん単たんに道に迷まよった。

　そんな苦労が、ついに報むくわれようとしているのだ。弁護士になるため、そして──憧あこがれの山鹿先生に会うために、私はここまでやってきた。その願いがついに叶かなおうとしているのだ、感動するなという方が無理だろう。握にぎったこぶしはふるふると震ふるえ、目からは汗混まじりの熱いものが流れ落ちる。

　時折そこら辺の道を行く人々が変なものでも見るような視し線せんを向けてくるが、都会へ来てからというもの、そういった視線で見られることにもすっかり慣れた。気にしない気にしない。

「よーし、がんばるぞー！」

　期待に胸むねを膨ふくらませ、私はドアをくぐった。




　私の名前はかまつかしのぎと言う。身長は一六二センチ、体重は……い、言えないけど、肥Ｂ満Ｍ度Ｉ指数でいえばやせている部類に入る。ちょっと視力が悪いのでメガネはかけているけど、友だちは結けつ構こう似に合あってると言ってくれるし、弟が勝手に応おう募ぼしたミスおらが村コンテストで二位に入賞したことは密ひそかな自じ慢まんだ。……参加者は四人しかいなかったけど。

　弱じやつ冠かん二は十た歳ちにして司法試験に合格し、弁護士への道を歩みだした才女──と言えば、我ながら聞こえはいい。

　超ちよう難なん関かんと言われる司法試験。受験資格に制せい限げんこそないが、二十歳の人間がおいそれと突とつ破ぱできるものでもない。私も落ちて当然、来年の予行演えん習しゆうで、というつもりで受けた。

　それがなぜ合格してしまったのかは今でも疑ぎ問もんだ。試験には、論ろん文ぶん式や口こう述じゆつといった、私が大の苦手としているものもあった。何を書いて何を言ったのかも全然覚えていない。それでも合格してしまったのは多分、私の前に試験を受けた人がとても優ゆう秀しゆうで、試験官が採さい点てんの順番を間ま違ちがえたためだろうと、最近ではほぼ確かく信しんしている。もう一度試験を受けろと言われれば、断だん言げんしよう、一〇〇％合格は有り得ないだろう。

　だけど、試験なんて大事なのは結果であって過か程ていではないらしい。かくして私は長年住み親しんだ九州を飛び出し、こうして上京してきたのだ。

　弁護士になる資格を得るには、まず超難関の司法試験に合格し、さらに一年半にわたる司法修習を受けなければならない。その司法修習は、次の五つの課程によって構成される。

　法律実務の基き礎そを学ぶ前期修習。

　弁護士としての実務を経けい験けんする弁護修習。

　同様に、検けん察さつ官かんの指し導どうの下もと、被ひ疑ぎ者しやの取り調べや刑けい事じ裁さい判ばんの実じつ務むを経験する検察修しゆう習しゆう。

　裁判の過程を実務修習する裁判修習。

　最後に、さらに高度な法ほう律りつ実務を習うための後期修習だ。

　期間は、裁判修習が六か月なのを除のぞき、各三か月ずつ。これらの修習を経へて、ようやく弁べん護ご士しになる資し格かくを得ることができる。あとは日本弁護士連合会が備そなえた弁護士名めい簿ぼに登録すれば、晴れて弁護士を名乗れるようになるのだ。

　つい先日、私は前期修習を終えた。今日からはいよいよ現げん役えきの弁護士の下もとで実務を経験する弁護修習が始まる。

　そして私はその弁護修習先に、山鹿先生が営む山鹿法律事務所を選んだのだ。

　弁護士・山鹿善ぜん行こう。私が初めてその名を知ったのは、大学の法学部にいた時だった。

　教きよう授じゆは言った。

「いいかね諸しよ君くん。我わが国の刑事裁判において、被告人が有ゆう罪ざいになる確かく率りつは九九・九％をゆうに超こえている。これはもちろん日本の警けい察さつが優秀だという点もあるだろうが、なにより検察官は有罪が確実視できる事じ件けんしか裁判に持ち込こまないという点が大きい。

　もう少し分かりやすく言おう。つまり、刑事事件における被告人のほとんどは、最初から自分の罪つみを認みとめているのだ。被告人が無罪を主しゆ張ちようする裁判なんて滅めつ多たにない。その結果、有罪率九九・九％超ちようなどという数字が出てくるわけだな。

　君きみたちが将しよう来らい弁護士になり、罪を犯おかした誰だれかを弁護することになったとしても、そのほとんどはすでに有罪を認めている裁判になるだろう。ここは誤ご解かいして欲ほしくないのだが、法ほう廷ていを題材にしたドラマや映えい画がによくあるような、奇き跡せきの逆ぎやく転てんが起こって被告人が無罪になる裁判などまず有り得ないのだ。

　いいかね諸君、弁護士に期待されることとは、決して逆転無罪を勝ち取ることではない。いかに被告人の権けん利りを守ることができるかにあるのだ──」

　それは法学部に入ってから、耳にタコができるほどくり返し聞かされていた話だった。

　不利な状じよう況きよう下かにあって、奇跡の逆転を起こし、依い頼らい人にんの無罪を勝ち取る──。弁護士を目指す身として、そんなシチュエーションに憧れがないと言えばウソになる。私は教授に現実を突きつけられる度たび、落らく胆たんを隠かくせないでいた。

　だけどある時、珍めずらしく教授がこう付け加えたときがあった。

「……ま、受け持つ刑事裁判すべてで逆転無罪を勝ち取るという、冗じよう談だんのカタマリみたいな弁護士がいるのも確たしかなようだが」

　それはまさに、私が理想とした弁護士そのものだった。

　講こう義ぎが終わった後、私は教授にその弁護士の名を尋たずねた。教授はめちゃくちゃ嫌いやそうな顔をしながらも教えてくれた。そして私は知ったのだ。不敗の弁護士、山鹿善行の名を──。

　私の大学にはほとんど資料がなかったが、それでも驚きよう異い的てきな彼の経歴の一部を知ることはできた。弱じやつ冠かん二十二歳さいにして法律事務所を開業。どんなに不利な状況下にあっても、ただひたすらに依頼人の無実を信じ、奇跡としか思えない大逆転を起こして無罪を勝ち取ってきた孤こ高こうの弁護士。別名〝机壊しデスクブレイカー〟。……これはちょっと意味不明。なんでも、裁判でよく机を叩くことからきてるそうだ。

　そんなわけで、前期修習を終えた私が、弁護修習先に山鹿法律事務所を希望したのはまさに当然の成り行きだったと言えよう。……なぜか周囲の人には必死で止められたけど。




　　　　◆




　深しん呼こ吸きゆうしてビルの中へ入る。中には受付などなく、代わりにビルの案内板と電でん卓たくのようなスイッチが並ならんだインターフォンがあるだけだった。そして奥おくへの道は自動ドアに閉とざされている。

　以前はあの手のドアの開け方が分からなくて三十分ばかし右う往おう左さ往おうした挙あげ句く、挙動不ふ審しん者しやだと警察に通つう報ほうされたこともあったが、経けい験けんを積んだ今なら分かる。これは〝おーとろっく〟とか言うシステムで、ビルの中にいる人を呼よび出してドアを開けてもらわなければ入れないのだ。

　案内板から山鹿法律事務所の名前を探さがし出し、書かれている部屋番号を入力する。間もなく、電話と同じようなプルルルルという呼び出し音が鳴った。

　いよいよだ。私はドキドキしながら相手が出るのを待った。ひょっとすると、出るのは山鹿先生かもしれないのだ。粗そ相そうのないよう、試ためしに発声練習してみる。

「んー、あー、えへんえへん。うん、よしっ」

　あの、今日そちらに伺うかがうことになっている司法修習生のかまつかしのぎと申しますが。……よし、いつも通り。私は舌しただけは饒じよう舌ぜつな方なのだ。昔、学芸会で〝桃太郎〟ならぬ〝かぼす太郎〟のナレーターを務つとめた時はよく褒ほめられたものだ。

　ついに、スピーカーからガチャリと誰かが出る音がした。私は高鳴る胸むねを必死に落ち着かせながら、言葉を紡つむぎ出した。

「あの、今日そちらに伺うことになって──」

『新聞は要いらん』

　ガチャン。ツー、ツー……。

　…………。あれ？

　私は慌あわててもう一度山鹿法律事務所を呼び出した。

「あ、あの、私は新聞の勧かん誘ゆうに来たんじゃ──」

『宗しゆう教きようも間に合ってる』

　ガチャン。ツー、ツー……。

　…………。え？

　三み度たび呼び出す。

『……どこの会社だか知らないがしつこい野や郎ろうだな。不ふ退たい去きよ罪ざいで訴うつたえっぞコラ』

　私はちょっと腹はらが立った。こっちの用よう件けんすら聞こうとしなかったくせに、なんてひどい言い草だろう。少なくともこんな人が山鹿先生なわけはない。なんであの先生の法ほう律りつ事じ務む所しよにこんなひどい人がいるのだろう。

　だけど、とにかくドアを開けてもらわなければどうにもならない。私は相手が口を挟はさめないよう、早口でまくし立てた。

「すいません私は勧誘に来たんじゃありません今日そちらに伺うことになっている司法修しゆう習しゆう生せいです！」

　相手は押おし黙だまった。そしてわずかな沈ちん黙もくの後、

『…………今日、水曜じゃなかったか？』

「木曜日です！」

『…………』

　やがてドアが開き、スピーカーからは何も聞こえなくなった。

　謝しや罪ざいの言葉一つない。まったく、こんな人が依い頼らい人にんを信じ続けて無罪を勝ち取ってきた山鹿先生と同じ職しよく場ばにいるなんて信じられない。いや、それだけ山鹿先生のふところが広いということなのかもしれないけど。




　階かい段だんを使って二階に上がる。やがて薄うす暗ぐらい廊ろう下かの中で、とってつけたような〝山鹿法律事務所〟と書かれた看かん板ばんを見つけた。

　ドアをノックしてみる。

「開いてるぞ。勝手に入ってくれ」

　さっきの失礼な男の声がした。その声はまさに尊そん大だいそのものといった感じで、丁てい寧ねいさの欠片かけらもない。確たしかに私は一銭せんも払はらわない単なる司法修習生で、事務所側から見ればお荷物以外の何物でもないだろう。でも、いくらなんでもこの態たい度どはあんまりだと思う。まったく、この男が誰だか知らないが、少しは山鹿先生の誠せい実じつさを見習って欲ほしいものだ。

　ドアを開けて中に入る。

　事務所はかなり狭せまかった。二十平米足らずの部屋には、法律事務所らしくたくさんの本が詰つまった本ほん棚だながある。他に接せつ客きやく用とおぼしきソファ二つとテーブルが一つ、テレビが一台。

　……そこに、不思議な光景が展てん開かいされていた。ソファの一つで、見た目は中学生ぐらいの制せい服ふくを着た女の子が分ぶ厚あつい本を読んでいる。そして、もう片かた方ほうのソファには……長ちよう髪はつでやたらと背せの高い男の人が、横になってぐうぐう寝ねていたのだ。

　まあこの人も山鹿先生ではないだろう。山鹿先生が昼間からぐうぐう昼寝なんかするわけないだろうし、そもそも弁べん護ご士しの証あかしたる黄金のバッジもつけていない。

　読書していた少女が、「誰この人？」と言いたげに私を見た。ふと気付く。彼女が読んでいるやたらと分厚い本には、なぜか〝レーニン思想〟というタイトルが。さらに、部屋の端はしに置かれている本棚。そこにびっしりと詰められた本は──最さい高こう裁さい判はん例れい集しゆうや六法全書などに混まじって、なぜか〝毛沢東語録〟だの〝共産主しゆ義ぎへの旅路〟だの〝我わが闘とう争そう〟だの……。まさか山鹿先生ってそっちの思想の持ち主なのだろうか……？

　そして、部屋の奥おくには仕事用らしいデスクと椅い子すが置かれ、一人の男が新聞を読んでいた。

　全体的には整った顔立ちだが、見るものすべてを威い圧あつするかのような鋭するどい目つき。そして、だらしなく着こなした背広の襟えり元もとには、彼が弁護士であることを証しよう明めいする黄金の弁護士バッジ。大きくて頑がん丈じようそうな手は、まるで〝机壊し〟の異い名みようを象しよう徴ちようするかのよう……。

　……その時、私は猛もう烈れつにイヤな予感を覚えた。

「よお、来たか。すまんな、最近曜日の概がい念ねんを失いかけてるもんでな」

　さっきから散さん々ざん耳にしている声だった。そして、事務所には他に人がいる気配もない。

　めまいがした。

　すべての証しよう拠こが、あることを示しめしていた。すなわち、この見るからにグータラで偉えらそうな人物こそが──あの山鹿弁護士であると。この人こそが、あの無ぶ粋すいで失礼な物の言い方しかできないこの人こそが、私が夢ゆめにまで見、憧あこがれた山鹿先生であると！

　思い描えがいていた理想の弁護士像ぞうが、ガラガラと音を立てて崩ほう壊かいしていった。

「ん、どうした、顔色が悪いぞ？　吐はくなら外でやってくれ、事務所汚よごされちゃ後が面めん倒どうだからな」

「い、いえ、大だい丈じよう夫ぶです、気にしないで下さい……」

　が、がんばろう私。こんなことでくじけてどうするの。

　そうだ、私は昔から頭の切り替かえだけは早いのが自じ慢まんだったじゃないか。

　そうだ、考え直そう。多少礼れい儀ぎ知らずで傍ぼう若じやく無ぶ人じんであったとしても、それは弁護士としての能のう力りよくには何の関係もない。私はこの人に礼儀作法を習いに来たの？　そんなことはない、私がこの人から教えてもらいたいこととは、裁判で無む罪ざいを勝ち取る方法、その一点に尽つきるのだ。いきなりちょっと失礼な仕打ちを喰くらわされたことなど水に流そう。

　気を取り直して山鹿先生のデスクに近づく。とにかくまずは挨あい拶さつだ。これから三か月もお世話になるのだし、第一印象をびしっと決めなくては。

　私は深々と頭を下げた。

「は、初めまして、山鹿先生。司法修習生の〝かまつかしのぎ〟と申します」

「……ん？」

　途と端たんに山鹿先生は首を傾かしげた。

「かまつか……しのぎ？　変だな」

「えっ……。な、何がでしょう？」

「今日俺おれのところへ来るのは一いつ尺しやく八はつ寸すん東ひがし鬼おにとかいうヤツのはずだが」

「ぶっ！　あはははははっ！」

　突とつ然ぜん、さっきの女の子が笑い出した。それも、腹はらを抱かかえて思いっきり。

「何よそれ、人の名前!?　一尺八寸だなんて、すっごい名前もあったもんねー」

　……私はいたたまれなくなって、名付け親である祖そ父ふを恨うらんだ。

「あ、あの。それ、一尺八寸って書いて〝かまつか〟って読むんですけど」

「…………」

　山鹿先生は、私の名前の読み方を初めて知った人がよくやるように、手元の書類と私の顔との間で視し線せんを何度も往おう復ふくさせた。

「……また随ずい分ぶん珍めずらしい名前だな。じゃあ東鬼って書いて〝しのぎ〟か？」

「はい、そうです」

　私の村ではこんな名前、当たり前だった。だから私も自分の名前に疑ぎ問もんを持つことなく、受け入れてきたのだ。私には二人の親友がいるが、彼女たちとも『また明日ね、十二月三十一日ちゃん！』とか『おはよう、一二三ちゃん！』などと普ふ通つうに会話してきたものだ。ちなみに、十二月三十一日は〝ひづめ〟、一二三は〝ひふみ〟と読む。文字にすればともかく、声にすればそれほど変な名でもない。ひふみちゃんは可愛かわいい女の子だった。

　しかし、こういった名前は村の外では怪かい奇き極きわまりないものらしい。これまでにも幾いく度ど名前のことでバカにされたか知れない。

　そしてこの山鹿先生も、いきなり私を門前払ばらいにしようとしたぐらいなのだ。さぞかしバカにするに違ちがいない……。

　だけど、それは私の思い違いだった。

「そうか。ま、弁べん護ご士しなんて名前で優ゆう劣れつが決まるわけじゃないからな」

「……え？　え、ええ、そうですよね！」

　私はちょっと感動した。

　最初の印象が悪かったこともあり、私は山鹿先生を少し誤ご解かいしていたのかもしれない。こんなにあっさりと私の名を受け入れてくれるなんて、やっぱり私が理想とした弁護士だ。

「うんうん、そうよねー」とそのとき、先ほどの少女が言った。「あんたの名前なんて山鹿善ぜん行こーだもんね。変な名前同士、なんか分かり合えるとこがあるんだわ。どうせなら山やま鹿しかじゃなくて馬うま鹿しかだったらもっとお互たがい分かり合えたでしょーに」

「う、うるせえ！　お前は余よ計けいなことを言うな、黙だまってろ！」

　山鹿先生は感情をあらわに怒ど鳴なった。

　……う、馬うま鹿しか……。それはさすがに私の村にもちょっといない。

　しかし、この反はん応のうから察するに、山鹿先生もあまり自分の名前が好きではないのだろうか？　こんなことで先生と同じ気持ちを共有することになるのはちょっとイヤだ。とはいえ、こんなときは山鹿先生をフォローするようなことを言って、第一印象をよくしておくべきだろう。

「私は〝山鹿善行〟って、素す晴ばらしいお名前だと思います！　〝善よい行い〟だなんて、まさに弁護士にぴったりじゃないですか！　私の村にいたお医者さんと匹ひつ敵てきするぐらい素晴らしい名前ですよ！」

「へー。ちなみに、その医者の名前ってなんてゆーの？」

「え？　今いま奈な良らな治おる先生ですけど」

　私は山鹿先生をフォローしたつもりだった。だけど、なぜか山鹿先生はがっくりとうなだれ、少女は腹を抱えて大笑いした。……なぜだろう。お母さん、都会の人の気持ちは分かりづらいです……。

「……うるせーな、ったく……。相変わらず人の昼ひる寝ねの邪じや魔まばかりしやがって……」

　とその時。ソファで寝転んでいた長ちよう髪はつの男の人がそんなことを言った。事じ務む所しよに入ったときから気にはなっていたのだが、さっきの少女といいこの男といい、一体何者なのだろう。弁護士には見えないし、昼間からぐうぐう寝てるような人が事務所員というわけでもないだろうし。

　その男はむっくりと身を起こし、そして──不ふ機き嫌げんそうな目で私を見た。

「……あんた誰だれだ？」

　怖こわい。山鹿先生もかなり目つきが怖いけど、それと同じぐらい怖い。しかも不機嫌そうだったから尚なお更さら怖く感じた。私は慌あわてて頭を下げた。

「は、初めまして！　今日からこちらで弁護修しゆう習しゆうを受ける司法修習生の一か尺ま八つ寸か東鬼しのぎと申します！」

　漢字さえ知られなければ、私の名前はそれほど変じゃない。

　しかし──なぜだろう。その人は、まるで私の村の天然記念物であるオオサンショウウオを初めて見た子こ供どものように、とても怪け訝げんそうな顔をした。

「……あんた、今なんつった？」

「ええ？　で、ですからかまつかしのぎと……」

「いや、その前だ。確たしか、弁護修習とかなんとか……」

「は、はい！　私、弁護士のタマゴなんです！　今日から三か月、ご高名な弁護士である山鹿先生の教えを乞こうことになってまして──」

　その瞬しゆん間かんだった。私は〝場が凍こおりつく〟というものを初めて体験した。

　その男は顔を青ざめさせ、金かな縛しばりにでもあったかのように全身を硬こう直ちよくさせた。同じく、少女の方も読んでいた本を取り落とし、ソファの端はじっこまでズザザザっと後ずさる。

「あ、あんた、気は確かなの!?」

「はやまるな。人生捨すてるには早すぎるぞ」

「えっ、えっ？」

「そいつから物事を教えてもらうってことがどれだけ恐おそろしいことか分かってるの!?」















「平気で人を殴なぐるわ騙だますわペテンにかけるわ……。その男はそんなヤツなんだぞ。俺はなんでそいつが弁べん護ご士しなんてやってられるのか不思議でしょうがないぐらいだ」

「自じ暴ぼう自じ棄きになるほど何かイヤなことでもあったの？　だいじょーぶよ、今は不幸でもきっと将しよう来らいいいことがあるわ！　だから考え直しなさい、今ならまだ間に合うわ！　家族が二度と外を出歩けなくなってもいーの!?」

「うるせえぞお前ら!!」山鹿先生が叫さけんだ。「いいか、こいつは俺の偉い大だいな戦せん績せきを知って自分の意思でここへきたんだ、お前らがどうこう言うんじゃねえ！」

　すると長髪の男は私の方を向き、

「……いいのか？」

「え、ええっと……。はい、多分……」

　ちょっと自信がなくなってきた。

　それで一いち応おう納なつ得とくしたのか、二人はもう何も言わなくなったが、代わりに一つの変化が生じた。胡う散さん臭くさそうな目で私を見ていた二人は、なぜかこれ以後同どう情じよう的てきな目で私を見るようになったのだ……。

　思えば、私が弁護修習先としてこの事務所を志し望ぼうした時も、周囲の人々は必死になって私を止めた。そして、今またこの二人からも強い制せい止しを受けた。




　なぜ、みんながここまで必死になって私を止めようとするのか。私がその意味を悟さとるのに、大して時間はかからなかった……。




　　　　◆




　お父さん。やっぱり弁護士になるって大変です……。




　翌よく日じつ。弁護士への道を歩み出して三か月と少し。昨日は顔見せだけで終わったが、今日からはいよいよ本ほん格かく的てきな勉強が始まるのだ。

「おい、一いつ尺しやく」

「……あの。できれば一か尺ま八つ寸かと呼よんで頂いただけないでしょうか」

「ああ、そうだったな、つい忘わすれちまうんだ。それより研修を始めるぞ」

「あ、はい！」

　人間としてはともかく、弁護士としては憧あこがれの山鹿先生の指し導どうが始まるのだ！　私の期待は否いやが応にも高まった。

「いいか、弁護士ってヤツは大たい抵ていどっかの法ほう律りつ事じ務む所しよに所しよ属ぞくすることになる。だが、そのためには当然事務所を維い持じしていかなきゃならん。事務所を維持するってのは大変だぞ、家や賃ちんだってタダじゃないし、光熱費もかかる。人を雇やとえば人じん件けん費ひもな。分かるな？」

「ええ、分かります」

「そこでまずお前にもっとも基き本ほん的てきな事務所維持の仕事を一つ任まかせようと思う」

「はい、喜んで！」

　どうせ教えてもらえるなら、裁さい判ばんでの尋じん問もんのやり方なんかを教えてもらいたいという気持ちはあった。でも、山鹿先生の言うことは正しい。私もゆくゆくは弁護士としてどこかの法律事務所に所属することになるのだから、事務所を維持するための仕事は大事だ。修しゆう習しゆうはあと三か月も続くのだし、知りたいことを訊きく機会はまだあるだろう。

　しかし──。

「よし、いい返事だ」

　山鹿先生は私に手て渡わたした。……ホウキと雑ぞう巾きんとハタキを。

「……あの。先生、これは？　その、掃そう除じ道具……に見えるんですけど」

「見りゃ分かるだろ。それが六法全書に見えたら病院に行った方がいい」

「そ、それはそうですけど」

「じゃあ事務所を維持するための基本仕事だ。本棚にハタキ掛がけしてからホウキと雑巾で床ゆか掃除だ」

「えええええええっ!?」

　……私は誤ご解かいしていた。山鹿先生は、やはりこういう人だったのだ。

　そして、私はすでに直感していた。この場に来てしまった私に、もはや拒きよ否ひ権けんなどないのだということを。




　弁護修習でいきなり掃除を命じられたのは多分私ぐらいのものだと思う。

　それでも私は必死に働いた。せっかく新調したスーツをホコリまみれにして。これさえ終われば、きっと私の知りたいことを訊けるはずだと信じて。

　ソファに座すわっている女の子と長髪の男──皐さ月つき伊い予よちゃんと影かげ野の英えい治じさんと言うらしい──の二人が、時折同情的な視し線せんを送ってくる。もっとも、手伝おうという気はまったくないようだったけど……。

「せ、先生、終わりましたー！」

「ほう、結けつ構こう早かったな。じゃあ休んでていいぞ」

　山鹿先生は私の方を見ようともせず、新聞を読みながら言った。相変わらず指導してくれそうな様子は微み塵じんもない……。

　どう見ても良くない傾けい向こうだ。他ほかに変な雑ざつ用ようを押おし付けられなかったのはまあよしとしよう。だけど、このままだときっと事務所を閉しめる時間になるまでずっと休きゆう憩けいするハメになるに違ちがいない。

「あのぉ、山鹿せんせぇ……」

　ヘタに不ふ興きようを買うわけにはいかない。私は我われながら情なさけない声で話しかけた。

「んー、なんだ？　用事があるならもう帰っていいぞ？」

「い、いえいえいえっ！　あのですね、私もいちおー弁べん護ご士しの実じつ務むを勉強するためにこちらへ来てるわけですから、その、ちょっと山鹿先生の弁護士としてのお話なんかを聞かせて頂いただいちゃったりすると、ちょこっと嬉うれしかったりするんですが……」

「んー、できれば後にしてくれないか。今はちょっと忙いそがしいんだ」

　新聞を読むことのどこが忙しいんですか！　少しはマジメにやって下さい!!

　……と、一度でいいから大声で問い詰つめてみたい。

「お願いします！　お時間は取らせません、せめて十分だけでも！」

　深ふか々ぶかと頭を下げる。するとようやく私の熱意が通じたのか、山鹿先生は新聞を置いてくれた。

「……ちっ、仕方ねーな。十分だぞ」

「はい、ありがとうございます！

　あの、私は山鹿先生のご活かつ躍やくは色々と耳にしてきました。受け持った裁判すべてで被ひ告こく人にんの無む罪ざいを勝ち取り、向かうところ敵てきなしの弁護士だとか。私もそんな弁護士になりたいと思ってるんです！　いきなりこういうことを訊くのはどうかとは思うんですけど……あの、どうやったら山鹿先生のような弁護士になれるんでしょうか!?」

　どかばきぐしゃっ、と何かが落ちる音がした。

　ふと振ふり向くと、影野さんがソファから転げ落ちていた。

「あの、どうかしたんですか？」

　影野さんはソファによじ登りながら、

「い、いや。まあ、あんたがどんな人生を送ろうと自由だしな」

　しみじみと言う。

　山鹿先生の性せい格かくを知った今なら、その言葉の意味も分からないではない。それでも、この山鹿先生が法ほう廷ていでは無敗を誇ほこる最高の弁護士であることは間違いないのだ。そんな山鹿先生の貴き重ちようなお話が聞けるのであれば、どんなことでも耐たえてみせよう。性格の悪さも目をつぶろう、掃除だってしよう。

　だけど──山鹿先生が語った言葉は、私にとって衝しよう撃げき的てきなものだった。

「一つ確かく認にんをしておこう。お前の言うところによると、俺おれは受け持った裁判で必ず無罪を勝ち取ってきた。だから尊そん敬けいしてる、とそういうことだな？」

「え。ええ、そうですけど」

「つまり、あんたの理り論ろんで言うと、実は人を殺してるのに〝自分は無実です〟と主しゆ張ちようする輩やからを無罪にしてやる弁護士がいたとしたら、そいつは尊敬できる弁護士ってわけか？」

　思わず言葉に詰まった。

「え。そ、それは……」

「お前は一つ勘かん違ちがいしてるな。いいか、よく聞け。無罪と無実は違う。無実とは犯はん罪ざいを行った事実がないのに罪つみがあるとされることで、無罪とは裁さい判ばんで犯罪の証しよう明めいがされなかったってことを意味する。早い話が、無実の人間でも裁判の経けい過か次し第だいでは有罪になることもあるし、逆ぎやくに無罪になった人間が実は罪を犯おかしてたってこともありうるわけだ。

　確たしかに俺はすべての依い頼らい人にんを無罪にしてきた。だが、それが人の尊敬を買えるような行こう為いだと思うか？　無罪になった連中が、本当に無実だったと誰が言い切れる？」

　私は啞あ然ぜんとなった。確かに山鹿先生の言う通りだ。だけど、そんな言葉を山鹿先生本人の口から聞くことになるなんて。

「そ、それは……。そうかもしれませんけど、だけど、山鹿先生は何人もの依頼人の無実を証明してきてるじゃないですか！　それはやっぱり先生が依頼人の無実を信じてるからこそできることじゃないんですか？」

　山鹿先生は途と端たんに笑い出した。

「はっはっは！　そんなわけねーだろ？　依頼人だろうがなんだろうが、ウソをつかない人間なんていやしない。依頼人の言うことを鵜う吞のみにして弁護なんてしてみろ、次から次へと不利な証しよう拠こが出てきてあっというまに有罪確定がオチだぜ？

　一つ覚えておけ。俺は依頼人の無実を信じて弁護するわけじゃない。〝自分は無罪だ〟と主張してるから弁護するんだ。結果的にその全員が無罪になりはしたがな、その全員が本当に無実なのかどうかは俺も知らん。つまり、俺が無罪にしてやった連中の中には、人を殺しておきながらのうのうとシャバで暮くらしてるヤツもいるかもしれないってことだ。

　だがはっきり言うがな、そんなことは俺の知ったこっちゃない。俺にとって肝かん心じんなことは、依頼人が無罪を主張してるかどうかってことだけだ。なんでか分かるか？」

「い……いいえ」

　山鹿先生はニヤリと人の悪い笑えみを浮うかべ、

「無罪さえ主張すりゃ、法廷で好き勝手できるからさ。検けん察さつ側とは真っ向から対立することになるし、そうなりゃ血で血を洗あらう口ゲンカの始まりだ。あんたの夢ゆめを壊こわすようで悪いが、俺はそれが楽しみで弁護士をやってんだからな。だから俺は罪を認みとめてる依頼人の弁護はまず引き受けない」

　山鹿先生は〝机壊しデスクブレイカー〟の異い名みようを象しよう徴ちようする大きな手で握にぎりこぶしを作って見せた。

「俺は元々こいつを使ったケンカが大好きだったのさ。だが人を殴なぐるのは犯罪だ、それでブタ箱行きになっちまったらワリが合わん。とは言ってもボクシングなんかは性しように合わん。それで合法的にケンカができる職しよく種しゆを探さがしたら……たまたま弁護士ってもんが見つかったってわけさ。ま、こっちのケンカはこぶしを使わん口ゲンカだがね、こいつはこいつで面おも白しろい」

「じゃ、じゃあ先生。自分のことを無罪だと主張しておきながら、途と中ちゆうで罪を認めたりした場合はどうするんですか？」

「自首を勧すすめるだけさ。もっとも、弁べん護ご士しってヤツは依頼人の権けん利りを守るために、そいつの意向を無む視ししてでも行動しなきゃならんときもあるからその限かぎりじゃないがな」

「つ、つまり、お話をまとめると……依頼人が無実を主しゆ張ちようしさえすれば、本当に罪を犯したかどうかについては二の次で、とにかく無む罪ざいになるよう弁護するってことですか……？」

　山鹿先生はためらうことなく答えた。

「ああそうだ。それが弁護士の仕事だろ？　弁護士に検察官に裁判官、この三者の顔ぶれが誰だれであろうと、下される判はん決けつは必ず同じになる……なんて建前はあるらしいがな、そんなもん寝ね言ごとでしかねーさ。俺が何度も無罪を勝ち取れたのは、必ずしも依頼人が無実だったからってわけじゃない、俺にそれだけの実力があったからってだけの話だ」

「そ、そんな……」

　あまりに衝しよう撃げき的てきな話に、私は口を開けないでいた。

　法ほう廷ていで幾いく度ども逆転劇げきを演えんじてきた山鹿先生。それは、最後まで先生が依頼人を信じた末の結果だと思っていた。

　しかし、そうではないという。山鹿先生にとって裁判とは単なるストレス解かい消しようの場であり、依頼人が無罪になったのは、あくまで先生が好き勝手に暴あばれた末の結果、副産物でしかないというのだ──。




　　　　◆




　私は日々の暮くらしに絶ぜつ望ぼうしかけていた。

　夢にまで見た憧あこがれの弁護士が、実はサディストで面めん倒どうくさがり屋でその上傍ぼう若じやく無ぶ人じんで我が田でん引いん水すいなダメ人間ということが判明。現げん実じつの弁護士像ぞうをイヤというほど思い知らされ、憧れを打ち砕くだかれた私を待っていたものは、弁護修しゆう習しゆうと言う名の事じ務む所しよの掃そう除じと近所への買い出し。別名、パシリとも言う。

　それでもせめて山鹿弁護士の仕事ぶりの一つも見ることができれば、弁護修習に来た意味もあっただろう。しかし、この人ときたらまったく仕事をしようとしない。時々は法ほう律りつ相談の電話も来てるようだが、そのことごとくを「うちは刑けい事じ事じ件けん専せん門もんなんで」と突つっ撥ぱね、いざ窃せつ盗とう罪なんかの刑事事件で依頼が来た時には、「今ちょっと手が込こんでおりまして」と新聞を読みながら返事する始末。挙あげ句くの果てに、「たまにはややこしい殺人事件でも起きねえかな」などと不ふ謹きん慎しん極きわまりないセリフを口にするのだ。……まあ、殺人事件の弁護というものには私も興きよう味みはあるけど。

　私が落らく胆たんのため息を吐つく回数は、日に日に増ふえていった。もう数日この生活が続いていれば、私は現実に幻げん滅めつして故こ郷きようの村に帰っていたかもしれない──。




　とんでもない出来事が待ち構かまえていたのは、ある暑い土曜日の昼過すぎだった。

　私は土曜日だというのに出しゆつ勤きんしての事務所維い持じ作業──掃除を命じられ、さらに昼飯の買い出しを仰おおせ付けられ、自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいりつつもそれらの雑ざつ務むを終え、山鹿先生はいつもと同じように暇ひまそうに新聞を読んでいた、そのとき。

「たいへんたいへんー！　善ぜん行こー、ちょっと手伝ってよ！」

　事務所のドアがばーんと開かれ、学校帰りらしい皐月ちゃんが入ってきたのだ。

　突とつ然ぜんの騒さわがしい来らい訪ほう者しやに、山鹿先生は顔をしかめながら、

「ったく、人の事務所に押おしかける度たびにぎゃあぎゃあわめきやがって。今日は何だ、アメリカが共産主しゆ義ぎにでも転向したか？」

「それはそれで面おも白しろそうだけど。って、そんなこと言ってる場合じゃないのよ！　ねえ、あたしの学校じゃ揉もめ事があったら学級裁さい判ばんを開いて解かい決けつするってことは教えたでしょ!?　それが今日また開かれることになったのよ！」

　へえ、学級裁判かあ。なかなか奇き妙みような──もとい、面白い試みをする学校もあったものである。

「あっそ。じゃあせいぜい頑がん張ばってくれ」

「なに他ひ人と事ごとみたいに言ってんのよ、とにかく最後まで話を聞きなさい！　それでね、今回はいつもとちょっと違ちがってて、教きよう師し対あたしたち生徒って構こう図ずになってるの！　そりゃー確たしかにあたしは明日からでも弁護士が勤つとまるぐらい優ゆう秀しゆうかもしんないけど、さすがに歳としだけは余よ計けいに食ってる大の大人を相手にするのはちょっと厄やつ介かいだわ。それに、いつもみたいにコテンパンにのしちゃうと内ない申しん点てんに響ひびきそうだし。不本意だけどあんたの助すけ太だ刀ちが必要なのよ、ちょっと学校まで来て！」

　す、すごい。傍そばで聞いているだけで思わず圧あつ倒とうされてしまう。

　山鹿先生も確かに破は天てん荒こうなキャラクターだけど、類は友を呼よぶというか、あの子も負けていない。山鹿先生は確かにあーんな性せい格かくの持ち主だけど、それなりに名の知れた弁護士であることは確かなのだ。その先生を、あそこまで勝手な理り屈くつをこねて、たかが中学校の教師と生徒の揉めごとの場に連れ出そうなんて。

　とはいえ──山鹿先生がどんな返答をするのかは、知り合って数日の私にさえ容よう易いに予よ測そくがついた。

「なあ。俺がそんな一文の得にもならねーことに付き合ってやると思ってんのか？」

「むー。いーじゃない、どうせ暇なんでしょ!?　大人に一方的に苛いじめられるあたしたちのことを可哀かわい想そうだとか思わないの!?」

「ああ思わんね。子供が大人に虐しいたげられるのは当然だ」

　せ、先生……。それは弁護士としてあまりにも不ふ適てき当とうな発言では……？

「むー。ならいいわよ、あんたが来るって言うまでここでずっと喚わめいてやるわ!!　うーうー、わーわーきゃーきゃー！」

「あー、うるせぇうるせぇ。猿さるかお前は」

　やはり山鹿先生に付き合うつもりはまったくないようだった。それでもなかなか根気があるというのか、皐月ちゃんは「うー」とか「むきー」とかずっと喚き続けている。さすがに中学生が相手となれば不ふ退たい去きよ罪ざいで警けい察さつに通つう報ほうするわけにもいかないのだろう、山鹿先生はその騒そう音おんにやれやれと頭を振ふる──。

　それは、まったくの偶ぐう然ぜんの出来事だった。

　山鹿先生が頭を振ったその瞬しゆん間かん──たまたま私と視し線せんが合った。

　そして、同時に私はなぜかとてつもなく嫌いやな予感を覚えた。

「なあ、一か尺ま八つ寸か」

「は、はい!?　な、なんでしょうか」

「お前、弁護士の実務を体験してみたいって言ってたよな？」

「え、ええ、まあ」

　山鹿先生はニヤリと笑った。

　この時の先生の顔を、私は生しよう涯がい忘わすれることができないだろう。もし悪あく魔まというものが存そん在ざいするとすれば、間違いなくこんな顔をしながら人を不幸に突つき落とすに違いないのだ。

「よし、一か尺ま八つ寸か。お前がどんなヘマをしでかそうが俺がケツを拭ふいてやる。お前、このガキと一いつ緒しよに行ってこい」

「ええええええええええええええっ!?」

　……嫌な予感は見事に的中してしまったのだ。

「ちょ、ちょっと待ってよ善ぜん行こー！」

　私より先に非ひ難なんの声を上げたのは、皐月ちゃんだった。

「こんなヒヨッコが何の役に立つってゆーのよ!?　あたしの足を引っ張ぱるのが関の山だわ、こんな余よ計けいな荷物押し付けないでよ！」

　うううう。なんで中学生にここまで言われなければならないのだろう……。

「一つだけ言っとくが、俺は絶ぜつ対たい行かないからな。たかが中学校のいざこざに、俺みたいな弁べん護ご士しが顔出せるわけねーだろ。それにな、こいつは確かにヒヨッコだが、それでも超ちよう難なん関かんの司法試験には合格してる身だ。いないよりはマシだろうよ」

「ちょ、ちょっと待って下さい先生！　私なんかがいきなりそんな助太刀だなんて！　そもそも、その学級裁さい判ばんだってどんなことをするのかも分からないのに！　山鹿先生からだってまだ何も教わってないんですよ!?」

　最後のところには少し皮肉を込こめて言う。

　しかし、そんな理り屈くつがこの人に通じるわけもなかった。

「なーに、学級裁判なんて争いの規き模ぼが多少みみっちいだけで、あとは普ふ通つうの裁判と一緒さ。司法試験に合格して弁護士を目指してるってぐらいだ、裁判のやり方ぐらい大体分かるだろ。いいか、お前が行くのは正式な裁判じゃないんだ、どんなヘマをしでかそうが責せき任にんなんて取らされねえし、経けい歴れきに傷きずがつくこともない。それで弁護士としての経験が積めるんだ、これほど便利な機会はないだろうが？」

　うううう。おばあちゃん。都会の人たちって冷たいです……。

　なんとなく気付いてはいた。

　私には拒きよ否ひ権けんなどないのだと。学級裁判だかなんだか知らないけど、もはや行く以外にないのだと……。




　　　　◆




　おじいちゃん。都会はとっても理り不ふ尽じんです……。




　なぜだろう。なぜ私はこんなところにいるんだろう。中学なんてもう何年も前に卒業したはずなのに。

　公立明あけ野の南みなみ中学校二年Ｂ組。今その教室の机つくえは、裁判所をマネたように並ならべ替かえられている。教室の後ろには、傍ぼう聴ちよう人にんとおぼしき生徒たち。さらに中央には証しよう言げん台だいとおぼしき机と椅い子すが置かれ、それを挟はさむようにして原告席と被ひ告こく席せきが作られている。原告席にはまだ誰もいなかったが、その被告席になぜか私はいた。

　さらに被告側の席には、私と皐月ちゃんの他に、もう一人女子生徒がいた。

「ねえ皐月さん。その人が助すけっ人となのかしら？」

　中学生だというのにやたらと大人びたしゃべり方。そして、中学生だというのにやたらと抜ばつ群ぐんのプロポーション。……うう、大人の私もちょっと立つ瀬せがない。

「は、初めまして。私、司法修しゆう習しゆう生せいの一か尺ま八つ寸か東鬼しのぎと言います」

「へえ、変わった名前だこと。わたくしの名は……う、瓜うり畑ばたけ良よし子こと言いますわ。べ、別に覚えてもらう必要もありませんけど」

　名乗るとき、心なしか恥はずかしそうだった。

　瓜畑良子。うーん、ちょっと親近感。山鹿善行先生といい、自分の名前で悩なやんでる人は意外と多いのだろうか。

「それよりも皐月さん、司法修習生ってどういうことかしら？　助っ人として本ほん職しよくの弁護士を連れてくるって話はどうなったのよ？」

「しょーがないでしょ、忙いそがしいって断ことわられたのよ！　ま、こんなのでもそれなりに勉強はしてるらしいし、何かの役には立つわ」

「ふん、どうかしらねえ……。所しよ詮せん見習いなんでしょう？　こんなことだったらわたくしのお兄様でも連れてくれば良かったですわ。いいこと一か尺ま八つ寸かさん、くれぐれもわたくしの足を引っ張ぱるようなマネだけはしないで下さいませんこと？」

「は、はい。謹つつしんで努力いたします……」

　中学生相手にぺこぺこ頭を下げる二十歳の私。傍聴席に座すわってる生徒たちの視し線せんがとっても痛いたい。お母さん。最近の中学生って怖こわいです……。

　そのとき、教室のドアが開き、白髪のやや歳としを取った女性と、やたらと筋きん肉にく質しつな中年の男、それにメガネをかけた三十ぐらいの男が入ってきた。恐おそらく三人とも教きよう師しなのだろう。

「いい、一いち応おう解かい説せつしてあげるからよく聞きなさいよ」

　と、皐月ちゃんが小声で言ってくれた。

「一番年上のお婆ばあちゃん、って感じのがいるでしょ？　あれが校こう長ちようの小こ内うち洋よう子こ先生。裁判長を務つとめることになってるわ。あとの二人が原告、つまり敵てきよ。若わかい男の方が国語教師の本ほん尾お代よ芽め先生、それからでっかいガタイしてるのが体育教師の雲うん堂どう士し郎ろう先生。今回の事じ件けんを起こした張ちよう本ほん人にんよ」

　……す、すごい。名は体を表すというけど、まさに読んで字の如ごとくだ。あの三人、ひょっとして私と同じ村の出身なのだろうか。

　やがて、教きよう壇だん──もとい裁判長席に小内校長先生が座った。















「皆さん、静かに。では、これより学級裁判を始めたいところ……なのだけど」

　校長──もとい裁判長は、怪け訝げんそうに私の方を見た。……まあ気になるだろうなあ。

「失礼ですが、あなたは……？」

「あ、ええと、一か尺ま八つ寸か東鬼しのぎと申します。ええとあの、一応司法修習生で弁べん護ご士しを目指しておりまして、今回皐月ちゃんに助力を求められたものですから……」

　皐月ちゃんはとってもイヤそうに私を見たが、口に出しては何も言わなかった。

「皐月さん、つまりあなたが連れてきた助っ人、というわけですか？」

「ええ。いちおーそーゆーことですけど」

　裁さい判ばん長ちようはやれやれとため息を吐ついた。

「皐月さん、先生の許きよ可かなく外部の人を校内に入れてはいけませんよ？」

「はぁい、すいませーん」

　絶ぜつ対たいに反省してない口ぶりだった。

「でもまあ……確たしかに中学生が教師を相手に裁判をするとなれば、普ふ通つうでしたら代理人を立てるところでしょうしねえ……。一か尺ま八つ寸かさん、よろしいのですか？　はっきり言ってこれは、あなたのような将しよう来らいの弁護士さんの手を煩わずらわせるような深しん刻こくな事件ではありません。ただ、先生と生徒たちの間に少々納なつ得とくできない事じ態たいが生じたようですので、それをみんなに納得のいく形で解決できるよう、こうして裁判を開くことになったという次し第だいなんですが」

「お気き遣づかいありがとうございます。ええ、私は構かまいません」

「そうですか、それはありがとう。きっと生徒たちにもいい経験になるわ」

　裁判長は人の好よさそうな顔で笑いかけてくれた。

　思わず感動して泣きそうになるのをぐっとこらえる。うう、ここ数日、これほどまともな扱いをしてもらった記き憶おくがない……。

「先生方も、構いませんよね？」

「もちろん構いません、校長……いえ、裁判長でしたな」そう言ったのは、国語教師の本尾先生だった。「むしろ一か尺ま八つ寸かさんのような方が生徒の側に付いてくれたほうが、後でみんな納得してくれやすくなるでしょうし」

　むう。今のはちょっと聞き捨ずてならない。

　確かに私は弁護士のタマゴで、おまけに二は十た歳ちの青あお二に才さいで人生経けい験けんも少ない。だけど、今の本尾先生の言い様は、まるで私が負けると最初から決めつけているかのようだった。

「では始めましょう。ええと、じゃあ最初に……実は私も詳くわしい事じ情じようは聞いてませんし、一か尺ま八つ寸かさんもおられますので、本尾先生、事情の説明……いえ、冒ぼう頭とう陳ちん述じゆつをお願いできますか？」

「はい裁判長」

　本尾先生は元気よく立ち上がった。

　いきなり原告側の冒頭陳ちん述じゆつときた。先生方もやる気みたいだし、生徒たちも真しん剣けんな眼まな差ざしで静観している。どうやら私が思っている以上に、この学校では学級裁判なるものが当たり前のモノになっているらしい……。

「事件が起こったのは、先日の双ふた山やま峠とうげでのオリエンテーリングのときでした」

　オリエンテーリング……。地図を渡わたされて指定されたポイントを回ってゴールまで行くというあれだろう。双山峠というのも、この町に来る時に観光案内で見た記憶がある。ここから車で一時間ほどいったところにある、大きなハイキング場みたいなところだったはず。

「オリエンテーリングは午前九時半ごろから始まり、予定通り午後四時前にはすべての班はんがゴールに到とう達たつしたのですが……。その時にある違い反はんが発覚したのです」

「なるほど。それは一体なんですか？」

　雲堂先生はニヤッと裁判長に笑いかけた。

「それをこれから裁判を通して立りつ証しようすることになっているのです。よろしければ最初の証人を呼よびたいと思いますが」

「いいでしょう、では最初の証人を呼んで下さい」

「はい。ではまず……皐月さん。あなたに証言台に立ってもらいましょうか」

「あ、あたしっ!?」

　素すっ頓とん狂きような声を上げる。ここは弁護側の助っ人として、少し異い議ぎを申し立ててみるべきだろう。

「あの、裁判長」

「なんでしょうか、一か尺ま八つ寸かさん？」

「その、いきなり弁べん護ご側の人間を証言台に立たせるというのは、裁判としてはどうかと思うんですけど」

　すると雲堂先生は、

「裁判長。私は公正を期したいだけですよ。この裁判を開こうと誰だれよりも強く主しゆ張ちようしていた生徒は皐月さんでしたし、間ま違ちがいなく彼女なら正せい確かくな事情を知っているでしょうから」

「ははあ、なるほど……」

　もっともである。私は納なつ得とくして席に座すわり──そして、生徒たちから飛んでくる視し線せんの痛いたさに気付いたのだった。

　うう、確たしかにちょっとあっさり丸め込こまれ過すぎたかもしれない……。

「ほんっと頼たよりないわね！　いーわよ、あたし行ってくるから！」

「はい、ごめんなさい……」

　ひたすら恐きよう縮しゆくして謝あやまる。うう、ひょっとして今日はずっとこんな調子なの……？

　やがて皐月ちゃんが教室中央の証言台に立った。すると本尾先生は何かの小しよう冊さつ子しを取り上げ、

「皐月さん、質しつ問もんに答えて下さい。あなたは一週間前にこのしおりをもらいましたよね？」

「うん」

「そしてオリエンテーリングの三日前に、二年の生徒全員が集まってその読み合わせをしましたよね？」

「ええ」

「その時に、しおりにも記き載さいされている約束事についても全員で確かく認にんしましたね？」

「う、うん」

「その約束事の中に、〝オリエンテーリング中は一いつ切さい食べ物や飲み物を買って食べてはいけません〟というものがありましたよね？」

「……た、確かにそうだったと思うけど」

「我われ々われ教きよう師しも、『暑いからと言ってジュースなんかを買ってはいけませんよ』と何度も注意しましたよね？」

「え、ええ」

「また、しおり内には、〝当日は暑いので水すい筒とうは忘わすれずに持って行きましょう〟とも書いてありますよね？」

「うん、そうだけど……」

　ははあ、なるほど、そういうことか。ちょっと事じ件けんの片へん鱗りんが見えてきた。そういえば最近はかなり暑い日が続いてたし。

「裁判長。原告側は証しよう拠ことしてこのしおりを提てい出しゆつしたいと思います」

「よろしい、受じゆ理りしましょう」

　ぷっ。ちょっと噴ふき出しそうになった。

　中学校の教室で、先生と生徒が学級裁さい判ばんをやっている。それだけでも結けつ構こうおかしな事じ態たいだというのに、大の大人である先生の方も、すっかり検けん察さつ官かんになりきっているというのはちょっと笑える光景だと思う。

　しかし──

　ふと見回しても、誰も笑っていない。おかしいと思ってるのは私だけ……？

「一か尺ま八つ寸かさん、あなたは見てないでしょうから一部お渡わたししましょう」

「え？　あ、わざわざすいません」

　恐縮して本尾先生からしおりを受け取る。

　しおりは、わら半紙をホッチキスでとめて本っぽくしたものだ。タイトルには〝遠足のしおり〟とある。私も小中学生のとき、こんなのをもらった覚えがある。ちょっと懐なつかしい気がした。二ページ目に約束事という項こう目もくがあり、確かに〝オリエンテーリング中は一切食べ物や飲み物を買って食べてはいけません〟と書かれている。水筒に関する記き述じゆつも同様だ。

「ありがとう、皐月さん。質問は以上です」

「被ひ告こく側、何か反対尋じん問もんしたいことはありますか？」

　裁判長が言った。

　すると瓜畑ちゃんが私の顔をチラリと窺うかがったので、私は首を横に振ふって見せた。

「いいえ、特にありませんわ」

　今のは単なる事実の確認に過すぎないし、反対尋問をする余よ地ちがないことぐらいはさすがに私にも分かる。

「よろしい。では検察側は次の証人を」

　すると、今度は本尾先生の代わりに雲堂先生が立ち上がった。

「じゃあ次の証人として──」傍ぼう聴ちよう席せきを見回す。「先生としては誰でもいいんだが……そうだな、吉よし野の。お前、ちょっと来てくれないか」

　うーん、体育教師らしい口調である。

「雲堂先生。ちょっとよろしいですか」と、裁判長。

「はあ、なんでしょう？」

「確かに我々は先生と生徒という間あいだ柄がらですけど、今は一いち応おう裁判という形式をとってますし、雲堂先生もそのつもりで生徒と対応して頂いただけませんか？」

「は、はあ」

　ようは敬けい語ごを使えということだろう。雲堂先生はやや拍ひよう子し抜ぬけしつつも了りよう承しようした。

　証言台に立ったのは、一見普ふ通つうの男子学生だった。結けつ構こう真ま面じ目めそうな子で、実はちょっと私のタイプだったりする。私は年上より年下の方が……って、今は裁判に集中しよう……。

「えー、では早さつ速そく。吉野……君。あなたはオリエンテーリングがあった日、ある約束に違い反はんしている場面を私に見られましたよね？」

「は、はい」

「あなたが違反した約束事というのは何でしたか？」

「……あまりにも暑くて水すい筒とうの中身も全部飲み干ほしてしまったので、自動販はん売ばい機きでジュースを買ってしまったんです。そうしたら……飲んでるところを先生に見つかりました」

「そのとき、ジュースを買って飲んでいたのはあなただけではありませんでしたよね？」

「……はい」

「あなたの周りにいた生徒たちもみんな買って飲んでましたね？」

「はい、そうでした」

「裁判長。質しつ問もんは以上です」

「よろしい。被告側、反対尋問をどうぞ」

　すると皐月ちゃんが私に顔を寄よせ、小声で言った。

「あの日は暑くて暑くてしょうがなかったのよ！　それなのに雲堂ったら違反違反ってうっさいうっさい……。ねえ一か尺ま八つ寸か、どうすればいいと思う？」

　なんだかんだ言っても、ちゃんと私を頼たよってる。ちょっと嬉うれしい。

「そうですね。じゃあ〝やむを得ない理由があった〟と主しゆ張ちようするべきだと思います。ただ、どうせ後で私たちも証しよう人にんを呼よべるんですよね？　でしたら、今しばらくは向こうのやり方を静観する方がいいと思います」

「ふうん。どうやらあなたにも少しは知ち識しきがあるようですわね」

　瓜畑ちゃんが言った。私はちょっと得意になる。でも、ここで子こ供ども相手に「えへへ、それほどでも」などと言ってしまったらきっと私の負けだろう。人として。

　方ほう針しんはまとまり、皐月ちゃんが立ち上がって言った。

「裁判長、反対尋問は特にないわ！」

「結構です。では次の証人を」

「では、我われ々われの最後の証人として、瓜畑さんを」

　うーん、今度は瓜畑ちゃんか。あの体育の先生もやる気は充じゆう分ぶんのようだ。

　拒きよ否ひする理由もなく、不ふ承しよう不ぶ承しよう瓜畑ちゃんが証言台に立った。

「瓜畑さん。全員がゴールした後、私はあなたたちの中に約束を破やぶって買い食いをした生徒がいたことを告げ、さらにみんなに持ち物検けん査さをすると言いましたね？」

「え、ええ。そ、そんなこともありましたわね」

「その結果、ほとんどの生徒の持ち物から、清せい涼りよう飲料水の空き缶かんが出てきましたよね？」

「え、ええ。でも、全員ではありませんでしたわ。わたくしだってありませんでしたし」

「ところで瓜畑さん。しおりにはこういう約束事もありましたよね？　〝オリエンテーリング先で出したゴミは、すべて持ち帰ること。ゴミ捨すて場があっても、ゴミを捨ててはいけない〟と」

「え、ええ」

　その質問に、瓜畑ちゃんはなぜか思いっきり動どう揺ようしていた。

　雲堂先生は教きよう壇だんに向き直った。

「裁さい判ばん長ちよう。我々は双山峠にあったゴミ箱から拾ってきた空き缶を証しよう拠ことして提てい出しゆつしたいと思います。理科の教きよう師しである里り香か山やま先生に鑑かん定ていを依い頼らいしたところ、ある生徒の指し紋もんが付着していたことが確かく認にんされました」

　私は思わず机つくえにつんのめりそうになった。ゴミ箱から空き缶を拾ってきて、しかも理科の先生がその指紋を鑑定する学校っていったい……？

　しかし、相変わらず先生たちも含ふくめて、誰一人笑い出そうとする人はいない。ひょっとして都会の学校ってみんなこうなのだろうか？　むしろ私の通っていた中学が特とく殊しゆだったのかしら……？

「ほう。それはどなたの指紋だったんですか？」

「瓜畑さんのものですよ」

　教室内がざわめいた。

　当の瓜畑ちゃんは、顔を真っ赤にして怒いかり心頭。だけど、どうやら空き缶をゴミ箱に捨てたのは真実らしく、反はん論ろんしようとはしなかった。

　そういう物証の証言は鑑定した里香山先生がするべきだとか、そもそもどうやって瓜畑ちゃんの指紋を取ったのかとか、その時ちゃんと本人から承しよう諾だくを得てないと人じん権けん侵しん害がいですよ、等々、本来の裁判ならばそういったことを追つい及きゆうする場面だろう。

　しかし。山鹿法ほう律りつ事じ務む所しよに来てからというもの、私は段だん々だん自分の常じよう識しきが正しいのか分からなくなってきていた。瓜畑ちゃんに否ひ定ていする様子もないみたいだし、ここは黙だまっておこう……。

「では次に。瓜畑さん、オリエンテーリングが終わった翌よく日じつ、臨りん時じの学年集会が開かれましたね？」

「え、ええ」

「そのとき私がみんなに言ったことについて話して下さい」

「……約束を破って買い食いをした生徒は、罰ばつとして校庭を五周するように、とのことでしたわ」

「しかし、一部の生徒たちがそれに強く反発し、その結果、今回の裁判が開かれることになったわけですよね？」

「ええ、そうですわ」

「ありがとう、質問は以上です」

「反対尋じん問もんはありますか？」

　助言を求めるように皐月ちゃんが私を見る。私は首を横に振ふった。

「いーえ、特にないです」

「原告側の主しゆ張ちようは以上です裁判長」雲堂先生に代わって、本尾先生が立ち上がった。「我われ々われの主張は極きわめて明白です。つまり、ルール違い反はんを犯おかした生徒に、その代だい償しようとして校庭を走ってもらおうとしただけの話なのです」

　裁判長は「なるほど」と頷うなずき、

「あなた方の主張はよく分かりました。確たしかに明めい瞭りような出来事だとは思いますが……こんな裁判を開くまでになったところをみると、生徒の方には納なつ得とくできないことがあったわけですね？」

　私たちを見る。皐月ちゃんが立ち上がり、「ええ、そーです」と言った。

「よろしい。では次はあなたたちにそのことを私に説明してもらいましょう。一か尺ま八つ寸かさん、ご助力の方、よろしくお願いしますね」

「は、はい、任まかせて下さい！」

　期待されるって素す晴ばらしいことだと思う。たとえ中学校の学級裁判だとしても。

　皐月ちゃんと瓜畑ちゃんが、作戦会議をするかのように私に顔を近づけた。

「ねえ一か尺ま八つ寸か、事じ情じようは分かったでしょ？　どうしたらいいか教えてよ！」

「一つの提てい案あんとして聞いてあげますわ。もちろん、それを採さい用ようするかどうかはわたくしたちが決めることですけど」

　……もういいです。この子たちの性せい格かくにも段々慣なれてきました。

「つまり、あの日はとっても暑かったんですよね？　それでみんな水すい筒とうもあっというまに飲み干ほして、仕方なくジュースを買っちゃったんですね？」

「ええそーよ。絶ぜつ対たいあの日は三十五度ぐらいいってたわ！　あんな炎えん天てん下かの中、六時間も歩かされたら水筒なんてすぐ空になるわよ！」

「そうね。さっきも言ったけど、ジュースぐらい買うのは当然のことですわ。熱ねつ中ちゆう症しようにでもなったらどうするっていうのよ」

「じゃあやっぱりその点を主張すべきです。生徒の中に、体の弱い人とかいませんか？　そういった人を証言台に呼よんで、〝ジュースを買わなければ身体に悪影えい響きようを及およぼすところだった〟ということを裁判長に分かってもらいましょう」

　二人は呆あつ気けに取られたように私を見た。

「ま、まー、そんなとこかしらね。あたしもそー考えてたところよ」

「え、ええ、そうですわね。八十点ってとこかしら」

　一いつ旦たん慣れてしまうと、この二人の性格も個こ性せい的てきで面おも白しろいとさえ思えてしまう。

「よし、じゃあやってやるわ」

　皐月ちゃんはすっくと立ち上がった。

「被ひ告こく側の証しよう人にんとして……ええっと……萩はぎ森もり鈴すずちゃんを呼びます」

「ええっ。わ、私……？」

　傍ぼう聴ちよう席せきにいた一人の女子生徒が戸と惑まどいながら自分の顔を指差す。……こんなにいきあたりばったりな証人喚かん問もんというのもすごい。

　証言台に立った萩森鈴ちゃんは、まさに儚はかなげという言葉がよく似に合あいそうな子だった。色白で、小こ柄がらで、抱だきしめたら折れてしまいそう。

「鈴ちゃ……いえ、萩森さん。あなたはあの日、オリエンテーリングに参加しましたよね？」

「ええ、はい」

「でも、あなたもルールを破やぶってジュースを買ってしまった？」

「う、うん……」

「気にしないで、鈴ちゃん。あの日はとっても暑かったわ。あれだけ暑かったら、水筒の中身なんかすぐ飲み干しちゃうのは当然よ！」

「異い議ぎあり裁さい判ばん長ちよう」

　本尾先生が立ち上がった。

「皐月さんは質しつ問もんではなく主張をしてます」

「確かに。皐月さん、私もあまり厳きびしいことを言うつもりはありませんが、一いち応おう形式は守って下さいね」

「はいはい、分かりましたぁ！

　じゃあ鈴ちゃん。あなたもすぐに水筒は空にしちゃったのよね？」

「うん。お昼ご飯の時には飲み干しちゃったわ……」

「午後になったらもっと暑くなって三十五度ぐらいあったもんね。あたしも汗あせダラダラだったし、水筒の水は尽つきちゃうし……。鈴ちゃんは大だい丈じよう夫ぶだった？」

「う、ううん……。私あんまり丈夫な方じゃないし……。すぐふらふらになっちゃったわ。班はんのみんなもそうだったし」

「それで、仕方なくジュースを買っちゃったのよね？」

「うん、そう……。ゴールまでまだ半分近く残ってたし、とてもじゃなかったけど何か飲まないと倒たおれそうだったの」

　充じゆう分ぶんな証言である。裁判長もどこか同情するように証言台を見ている。

　皐月ちゃんが「もういいよね？」と確かく認にんするように私を見た。返事の代わりに頷いてみせる。

「質問は以上ですっ！」

　皐月ちゃんが座すわり、入れ替かわる形で私は立ち上がった。

　ここがこの裁判のポイントとなるのだ。そろそろ司法修しゆう習しゆう生せいらしいところを見せなければ。

「裁判長、私たちの主張は極めて明白です。

　今年の夏は特に暑いそうです。オリエンテーリングがあった日も同様で、生徒たちはすぐに持参した水筒を飲み干してしまいました。もし、約束を守ってジュースを買っていなければ、暑い日のことです、生徒たちは熱中症になっていたかもしれません。

　そんなやむを得ない事じ情じようがあったにもかかわらず、ただ決まりごとに違い反はんしたという理由だけで罰ばつを与あたえるというのであれば……生徒のみんなにしてみれば、納なつ得とくできないのも当然だと思うのですが」

　その途と端たん──「お～」という歓かん声せいとともに、拍はく手しゆが湧わき起こった。「そうだそうだ！」とか「先生は横おう暴ぼうだー」などの声も聞こえてくる。

　みんなが私の主しゆ張ちように同意してくれているのだ。ちょっと感動。

　騒さわぎはなかなか収おさまらず、やがて裁判長が机つくえをバンと叩たたいた。

「みんな、静かにして下さい。これはあくまで裁判なのです。裁判としての形式を取る以上、ここは好き勝手に野や次じを飛ばしていい場ではなくなったのです。それでもまだ騒ぐ生徒は、裁判長としてこの部屋から出て行くよう命令しますよ」

　うーん、さすが校長先生。生徒たちはあっという間に静かになった。

　私には礼れい儀ぎ正しく接せつしてくれるし、叱しかるときはきちんと叱る。いい校長先生だ。ああ、こんな人が私の憧あこがれの弁べん護ご士しだったらよかったのに。

「すいませんが、一つよろしいでしょうか」

　すると、異い議ぎを申し立てるつもりなのか、本尾先生が立ち上がった。

「何でしょうか、本尾先生？」

「裁判長、我々はまだこの証人への反対尋じん問もんを行っておりません。一つやらせてもらって構かまいませんか？」

「ああ、そういえばそうでしたね。ええ、どうぞ」

「ありがとうございます。では……」

　本尾先生は、なぜか証言台ではなく傍聴席の方に向き直った。

「まず言っておきます。我われ々われ教きよう師しは、誰だれ一人として、みんなが熱ねつ中ちゆう症しようになることなど望んではいません。みんなが自分の体調を考えた末に、ジュースを買ってしまった……。その点は先生にも充分理り解かいできます。

　ただし、一つだけはっきりしておきたいことがあります」

　今度は証言台に向き直り、

「萩森さん。決められた約束事を破るのは、いけないことだと思いますよね？」

「え……。は、はい。それはそうかもしれませんけど……」

「萩森さん。今回、あなたやみんなは、やむを得ぬ理由があったとはいえ、決められた約束事を破ってしまった。その点については異議はありませんよね？」

「は、はい……」

「ですよね？　先生たちはみんなに自分の取った行動についてきちんと責せき任にんを取ってもらいたいだけなんです。みんなは自分たちで考えた末に、ジュースを買ってしまった。それが約束に違反することだと分かっていながら。

　自分で考え、行動する──。それは先生たちみたいな大人であっても難むずかしいことです。みんなはそれをしました。ですが、自分でした行動については責任を取らねばなりません、それが大人というものです。そして今回、みんなは自分たちで考え、行動した結果、明めい瞭りような決まりごとを破やぶってしまったんです。その点についてはきちんとペナルティを負うべきだとは思いませんか？」

「…………」

　萩森ちゃんは何も言えずに黙だまり込こんでしまった。

　彼女だけではない。さっき私の言葉に拍手してくれたみんなも、皐月ちゃんや瓜畑ちゃんでさえ、何も言えずに黙っている……。

　うううううう。やばい、どうしよう。こんなときこそ、生徒たちの助すけっ人とである私が何か言わなければならないというのに！

　でも、私が聞いても向こうの主張は正しいように見える。生徒たちが約束に違反したことは間ま違ちがいないのだ。反はん論ろんの余よ地ちがない……。

「我々が述のべたいことは、以上です」

　本尾先生はやんわりと言い終えた。

　教室はしーんとなってしまった。皐月ちゃんがすがるような視し線せんで私を見たけど……私にもこの事じ態たいを打開する方法なんて思い浮うかばない。

「……どうやら、結論は出たようですね」

　裁さい判ばん長ちようが言った。

　確たしかに、反論の余よ地ちはない。でも、それで本当にいいんだろうか。

　先生たちは、あくまでルールを破やぶったことについてペナルティを負わせようとしている。その点は正しいとは思う。だからこそ、みんな黙り込んでいるのだ。

　だけど、みんなの顔にはまだありありと不満の色が出ていた。みんなこう思っているんだろう、やむを得ない理由があったから仕方ないじゃないか、と。でも、ルールに違反したということは動かせない事実なわけで、先生方はその点について責せめているわけで、でもルールを破らざるを得ない理由があったわけで……。

　ああ、もう堂々巡めぐりだ。こんな状じよう況きよう、どうやったって解かい決けつするわけがない……。

　と、私が絶ぜつ望ぼうしかけたその時だった。

　教室の扉とびらが開かれ、中年の女じよ性せいが入ってきた。

「あら、小こ林ばやし先生？　どうかしましたか？」

「校長先生、大変です……」

　小林と呼よばれたその先生は、裁判長の耳元で何事か囁ささやいた。

「なっ……なんですって!?」

　裁判長……いや、校長先生の顔色が変わった。そして教きよう壇だんから立ち上がると、窓まどからグラウンドを見下ろす。

　釣つられてみんなも窓に近ちか寄よろうとしたが、校長先生はそれを制せいした。

「みんな、落ち着いてよく聞いて下さい。たった今、校庭に不ふ審しんな人物が侵しん入にゆうしてきました」

　ええええええっ!?

　教室は一気にどよめきだした。

　私も驚おどろきを隠かくせないでいた。確かに、学校に不審人物が侵入してくるということが最近増ふえてるって話は聞いたことがあるけど、よりにもよってこんな時に来るなんて……。

「安心してください、今他の先生方が足止めしてますから、ここは絶ぜつ対たいに安全です。でも、安全のためにもしばらくは絶対にこの教室から出ないようにして下さい、いいですね？　雲堂先生、ちょっと私と来て頂いただけますか？　本尾先生はみんなを落ち着かせて下さい。あと、一か尺ま八つ寸かさんも申し訳わけありませんが……」

「わ、分かりました。本尾先生のお手伝いをさせて頂きます」

　校長先生と雲堂先生は慌あわただしく教室を出て行った。

　教室はたちまちざわめきに包まれた。

「みんな、静かにしなさい。大だい丈じよう夫ぶ、他の先生方もたくさんいるんだ。ここまで入ってくることは絶対にないから」

　本尾先生がなんとかみんなを落ち着かせようとする。慌あわてて逃にげ出そうとする生徒こそいなかったが、誰もが不安そうにしていた。

　ただ、そんな中にあっても、まったく動どう揺ようしない生徒が二人いた。

「こんな学校に侵入してくるなんて、いったいどんなヤツなのかしら？」

「そうね。わたくしもちょっと気になりますわ」

　そして二人して窓から下を覗のぞこうとしている。私でさえちょっと動揺してるのに、この度胸だけはさすがだと思った。

　とはいえ、私もその不審人物がどんな人なのかにはちょっと興きよう味みがあったので、少しばかり外を見てみることにした。

　門のところで、一人の男が数人の教きよう師しと何か言い争っているのが見えた。

　一体どんな怖こわい人なのだろうかと、よく目をこらした瞬しゆん間かん──

「あああああ!?　あ、ああ……」

　ひ、膝ひざから力が抜ぬけていった……。

　へなへなと座すわり込み、窓によりかかってしまう。

　門のところで言い争っていた男──




　山鹿先生だった。




　　　　◆




　その後は──とにかく凄すごいことになってしまった。

　あの校長先生は即そく断だん即決の人だったらしく、なんとパトカーまでやってきたのだ。

　私は彼が怪あやしい人物ではないことを証しよう明めいすべく、慌てて現げん場ばに駆かけつけたのだが、すでに遅おそかった。議ぎ論ろんは白熱していたのだ。

「だから俺おれはそんな怪しいヤツじゃねえっつってんだろ！　弁べん護ご士しだ、俺は！」

「うるさい！　お前みたいな見るからに怪しい目つきの弁護士がいるか！」

「目つきで人を判はん断だんするんじゃねえ！　この弁護士バッジが見えねえのか！」

「ふん、そんなバッジならウチの息むす子こだって付けてるわ！　もっと立りつ派ぱなのをな！」

「弁護士バッジをお菓か子しのオマケと一いつ緒しよにするんじゃねえ！」

「とにかく！　ちょっと署しよまで来てもらおうか！」

「うるせえっ！　任にん意い同行なら拒きよ否ひだ拒否、俺を連れて行くなら逮たい捕ほ状じよう持っておとといきやがれ！」

　や、山鹿せんせぇ……。

　私は膝ひざから力が抜けそうになるのを懸けん命めいにこらえ、現場に駆けつけると必死になって山鹿先生の潔けつ白ぱくを訴うつたえたのだった。

　はからずも、濡ぬれ衣ぎぬを着せられた容よう疑ぎ者しやを弁護するという経けい験けんが積めたような気がした。







　なんとか事じ態たいを沈ちん静せい化かさせることに成功し、私は山鹿先生を含ふくむ先生方と一緒に、教室へ戻もどることとなった。

　山鹿先生は私にしか聞こえないように言った。

「ったく、せっかく俺の教え子の様子を見に来てやったっつーのに、なんで俺がこんな目に遭あわなきゃならねえんだか……」

「す、すいません、先生……」

　別に私が悪いわけじゃないと思うけど、とりあえず謝あやまっておく。

　まあなんだかんだ言っても、結局山鹿先生は私を見に来てくれたのだ。その点は感かん謝しやすべきだと思う。

「それでどうなんだ？　もう解かい決けつしたんだろうな？」

「い、いえ、それが……」

　先生の知恵を拝はい借しやくできるチャンスかもしれない。山鹿先生にこれまでの経けい過かを話す。

　先生たちはあくまで生徒たちが約束を破やぶったことについてペナルティを科そうとしている。だけど、生徒側には約束を破ったやむを得ない理由があり、到底納なつ得とくできないでいる──。

「……というわけで山鹿先生。みんな熱心に裁さい判ばんしてるのはいいんですけど、このままだと……その、どうやっても先生と生徒の間で禍か根こんが残るような気がするんですけど……」

　しかし、山鹿先生は私の意見なんかまったく聞いていない様子だった。

「そういうときは相手側にも過か失しつがあるようにみせかけて、全部うやむやにしちまえばいいんだよ」

「……は？　あ、あの、どういうことでしょうか」

「ま、初めての裁判でそこまでできればよしとしてやろう。ケツは拭ふいてやるっつったしな、あとは俺がやることをよーく見てるんだな」

　ニヤリと笑う。そう、あの悪あく魔まのような笑えみで。

　でも、どういうことだろう。この期ごに及およんで、まだ何か解決方法あるのだろうか？







「皆さん、大変お騒さわがせしました。不ふ審しん者しやの方は解決しましたので安心して下さい」

　教きよう壇だんに戻った校長先生が言った。生徒たちから安あん堵どの声が漏もれる。

「あの、校長先生、そちらの方は……？」

　本尾先生が私と一緒に被ひ告こく席せきに着いた山鹿先生を手で示す。

「彼は一か尺ま八つ寸かさんが指し導どうを受けている現げん職しよくの弁護士さんだそうです」

「そういうこった。ウチのヒヨコがちゃんとやってるか心配になってね」

　うう……。どうせ私はヒヨコです……。

　いや、これはタマゴからヒヨコになったと、つまり成長したのだと褒ほめてくれてるのだろうか？

　……いや、どちらにしろ程てい度どの低いことで満足するのはよそう……。

「さて、ではすっかり中断してしまいましたが再開しましょう。被告側、次の証人を呼よんで下さい」

　次の証人。いるわけない。私たちの主しゆ張ちようはすでに終わっているのだから。

　必然的に、私たち被告側の視し線せんは山鹿先生に向けられることとなった。当の先生は、なぜかあのしおりを読んでいる。

「なあ皐月」

「な、何よ？」

「お前が持っていった水すい筒とうって、どれぐらいのサイズだった？」

「え？　ええと、三五〇ミリリットルぐらい入る魔ま法ほう瓶びんだけど」

「他のガキも似たようなもんだったか？」

「うん。せいぜい五〇〇ミリのペットボトルぐらいかな？」

　山鹿先生は納得したように頷うなずくと、裁判長に向き直った。

「裁判長、俺も大体事じ情じようは訊きかせてもらいました。ここからは俺が引き継つがせてもらって構かまいませんかね？　あと一人証しよう人にんを喚かん問もんしたいと思いますが」

「はあ、もちろん構いませんが。証人はどなたを……？」

　山鹿先生は原告席に座すわってる二人の先生を指差した。

「そちらに座っておられるお二方の……どちらでも構いませんのでお願いします」

　突然の要求に雲堂先生と本尾先生は顔を見合わせ、

「では私が」

　と、本尾先生が証言台に立った。

「では尋じん問もんさせて頂いただきましょう。失礼ですが、お名前は？」

「……本尾と申しますが」

「分かりました。では本尾さん──」

　私は全神しん経けいを集中して山鹿先生の言葉に耳を傾かたむけた。いきさつはどうあれ、初めて山鹿先生の尋問をこの目で見ることが出来るのだから。

　山鹿先生はさっきまで読んでいたしおりを取り上げ、

「このしおりを作ったのは、あなた方ですよね？」

「ええ、そうですけど」

「なるほどなるほど。

　ところで、オリエンテーリングに参加した生徒のほとんどが、五〇〇ミリリットルも入らない水筒しか持ってこなかったことはご存ぞん知じですか？」

「い、いいえ」

「では、あなたは気温が三十二度を超こえるような炎えん天てん下かで、六時間行動するのにどれだけの水が必要かご存知ですか？」

　本尾先生は目を白黒させた。

「え、ええと……。五〇〇ミリリットルぐらいでしょうか？」

「曖あい昧まいな答えをなさる必要はありません。質しつ問もんを繰くり返します。私は炎天下の中、六時間行動するのに必要な水の量を知っているか、と訊きいたのです。知っているならイエス、知らないのでしたらノーとお答え下さい」

「ノ、ノーです」

「結けつ構こう。では、気温が三十二度を超える場合、一時間につきおよそ一五〇ミリリットルの水分補ほ給きゆうが必要だということも、ご存知ない？　つまり、六時間でしたら最低でも八〇〇ミリは必要になるわけですが」

「え、ええ」

「さて、そこでこのしおりですが、これには水筒を持ってくるようにとは書いてあるものの、八〇〇ミリリットル以上入る水筒を持ってこいとは書いてない。そうですね？」















「そ、それはそうですが……」

「では本尾さん、こうは考えられませんか？　あなた方は炎天下の中で六時間行動するのに必要な水分量を知らず、しおりにもそのことを記き載さいしなかった。その結果、生徒たちは皆みな必要な量に到とう底てい足りない水すい筒とうしか用意せず、水不足になってしまい、仕方なくジュースを買ったのだと」

　す、すごい……。さっきまであれほど自信満々だった本尾先生だったが、今はもうすっかり尻しりすぼみになってしまっている。

「い、一いち概がいにそう考えるのもどうかと……」

「でも、あなたは炎天下の中で六時間行動するのに必要な水分量を知らなかったんですよね？」

「え、ええ」

「当然、そのことはしおりにも書かず、生徒にも説明できなかったわけですよね？」

「はあ、まあそういうことに……」

「となると、生徒たちが五〇〇ミリ程てい度どの水筒しか持ってこなかったのも当然でしょう。しかし、それでは到底足りない。ジュースを買って喉のどを潤おすのも仕方のないことだった。そう思いませんか？」

　本尾先生はがっくりとうなだれた。

「……確たしかに、そう考えられるかもしれません」

「そうでしょう。つまりあなた方教きよう師しは、どの程度の水筒を持ってくるべきかを生徒たちに喚かん起きすべき責せき任にんがあったはずです。にもかかわらず、その過か失しつを無む視しし、ただ生徒たちが約束に違い反はんしたことを責せめた。それでは誰だれも納なつ得とくできないと思いますけどねえ？」

　原告の二人の先生は、何も言い返すことができずに黙だまりこくった。法ほう廷ていにいた誰もが、呆あつ気けに取られたように山鹿先生を見つめている。

　山鹿先生は裁さい判ばん長ちように向き直った。

「裁判長。私は弁べん護ご士しとして提てい案あんしましょう。生徒たちが決められた約束事を破やぶったことは確かです、その点を責められるのは仕方ないでしょう。しかし、先生方が作ったしおりには明めい瞭りような過失があり、その過失によって今回の事じ件けんが起きたこともまた明らかです。

　そこで弁護側は次のように提案します。約束を破った生徒たちがグラウンド五周の罰ばつを受けるのは仕方ないでしょう。しかし、どうしてもその罰を執しつ行こうするのであれば、同様に過失があった先生方も一いつ緒しよにグラウンドを五周すべきでしょう」

「……もっともなお話ですね」

　裁判長は重々しく頷うなずいた。

　こうして山鹿先生は、私が思いもしなかったような点を突ついて、こうもあっさりと先生たちに責任があることを認みとめさせてしまったのだ。

　しかも、この和わ解かい案あん。ケンカ両成敗……というわけでもないだろうが、これなら教師も生徒たちも納得できるだろう。〝相手側にも過失があるようにみせかけてことをうやむやにしてしまう〟というのはこういうことだったのか。

「被ひ告こく側、異い存ぞんはないかしら？」

　皐月ちゃんと瓜畑ちゃんは互たがいに顔を見合わせ、満足そうに頷いた。

「そーね。ま、そんなとこでしょ」

「ええ。妥だ当とうな線ですわ」

「原告側もよろしいですか？」

　雲堂先生は、本尾先生があきらめたように頷くのを確かく認にんすると、一度ため息を吐ついてから、

「仕方ありませんな。確かに弁護士さんの言った通りです。我われ々われも一緒に走るとしましょう」

「よろしい。どうやら双そう方ほうとも納得したようですね。ではこれにて閉廷としましょう」

　次の瞬しゆん間かん、教室内にいたすべての生徒の顔に、満足げな笑え顔がおが浮うかんだ──。




　こうして、私が初めて経けい験けんすることとなった小さな小さな裁判は終わりを告げた。

　本当に些さ細さいな事件だった。だけど、私にはたくさんの経験を与あたえてくれた。

　私たちが教室を出るとき、誰もが嬉うれしそうに見送ってくれた。きっと、自分たちの主しゆ張ちようが認められたことが嬉しかったのだろう。

　結局私には大したことはできなかった。すべての功こう績せきは山鹿先生のものだ。だけど、私が今歩いている道の先に、山鹿先生がいる。私も頑がん張ばればいつかは、今日山鹿先生がやったように、弱い立場にいる人々の権けん利りを守って感かん謝しやを得ることができるようになるかもしれない。

　そう、すべてはこの道の先にある。そして、今の私にはその道を歩むための足があるのだ。




　お母さん。私は弁護士への道を選んだことを誇ほこりに思います──。




　　　　◆




　……でも。

　翌よく週しゆうの月曜日。

「おい、一いつ尺しやく八はつ寸すん。新聞と昼飯買ってきてくれ」

「ああ、俺の分も頼たのむな。手持ちがないからツケにしといてくれ」

「うう……」

　この受じゆ難なんは、このあと二か月半続くのだった──。
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「周しゆう堂どう健けん太た裁さい判ばん長ちようの入にゆう廷ていです、全員起立！」

　廷てい吏りの号令で、私たちを含ふくめた法廷内にいるすべての人々が一いつ斉せいに立ち上がる。

　間もなく法廷に入ってきたのは初老の男だん性せい。パッと見たところでは人の良さそうなおじいさん。だけど、この人こそが今回の審しん理りの裁判長を務つとめることになるれっきとした判はん事じさんなのだ。

　裁判長が席に着くと、廷吏が「着席！」と再さい度ど号令をかけ、私たちも席に座すわった。

「ではこれより被ひ告こく人にん・山やま下した正まさ和かずの窃せつ盗とう罪ざいに関する予よ備び審問を始めます」

　自分の名を呼よばれ、私の左ひだり隣どなりに座っている被告人──山下さんの体が文字通りびくりと動どう揺ようした。

「山下さん、大だい丈じよう夫ぶですよ。あなたの無実はここで証しよう明めいされるんですからね」

　私が力づけるように言うと、

「え、ええ、お願いします」

　山下さんは少し訛なまりの入った口調で頷うなずいた。

　山下正和。年ねん齢れいはもうすぐ二十一歳さいになるという。年齢相そう応おうの平へい均きん的てきな身長、少し瘦やせ気味の体たい格かく。その見た目を表ひよう現げんするには〝素そ朴ぼく〟という一言で事足りるだろう。

　最近、職しよくを求めて地方から出てきたばかりだという。しかしなんの因いん果がか、窃盗の犯はん人にんにされてしまった不ふ遇ぐうの人でもある。

「成なる瀬せ検けん事じ、準じゆん備びは整っていますか？」

　裁判長が検察側の席を見た。

「はい、問題ありません」

　成瀬と呼ばれた検事が腰こしを浮うかせて答える。まだ若わかい検事だ。背せ広びろにネクタイという格かつ好こうだが、検事というよりむしろ若手のサラリーマンと言った方がしっくりとくる。

「弁べん護ご側も問題ありませんか？」

　裁判長がこっちの方を見たので、私は慌あわてて立ち上がった。

「ええ、あの、はい、大丈夫です」

　私はかなり緊きん張ちようしていたけど、山下さんを不安がらせないためにもできる限かぎりの虚きよ勢せいを張はって答えた。……ちょっと失敗したような気もするけど。

「よろしい。では検察側は最初の証しよう人にんを喚かん問もんして下さい」




　　　　◆




　私の名前は一か尺ま八つ寸か東鬼しのぎ。身分は司法修しゆう習しゆう生せい──ようするに弁護士のタマゴである。

　今、私は現げん役えきの弁護士の下もとでその実じつ務むを経けい験けんするという弁護修習の真っ最中である。そしてつい先日、私はかねてより憧あこがれていた山やま鹿しか善ぜん行こう先生の経営する山鹿法ほう律りつ事務所の門もん戸こを叩たたき、先生の教えを請こうことができる立場となったのだ。そして最近は、やり手の弁護士と名高い山鹿先生から、ビシバシと弁護士のなんたるかを教え込こまれる毎日を送っている──。

　……はずだった。

　しかしあいにく、この山鹿先生という人は、私の想そう像ぞうとはまるっきりベクトルが違ちがう弁護士だったのだ。その性格は強ごう引いんにして傲ごう慢まん。不幸な人々の弁護を引き受けるのは自分の享楽のためであると公言して憚はばからないような人で、ややこしそうな殺人事じ件けんが持ち込まれようなものなら、むしろ喜ぶという人でなしである。

　なにしろそんな人だから、私にも弁護士としての実務なんてこれっぽっちも経験させてくれないし、それどころか「事務所維い持じのために必要な仕事だ」などと言って掃そう除じを押おし付けられるという有様である。

「なーに、俺おれの弁護修習の時だって毎日無む駄だ話をしてただけさ。気楽にやれ気楽に」

　とは先生の弁だが、だからといって悪い先例には倣ならわないで欲ほしい。

　一いち応おう言っておくと、こんな山鹿先生でも裁判に出れば腐ふ敗はいの……いや、不敗の弁護士としてその名を知らぬ者はいないほど有名なのだ。だからこそ私はこの先生に師し事じしたのであり、是ぜ非ひそのあたりの手しゆ腕わんを見せて欲しかった。だけど……。

　不本意ながら、私の日にち常じようはいくら日が経たとうとその変化の兆きざしを見せることなく、掃除とおつかい──パシリともいう──で消費されていくだけだった。

　このままでは貴き重ちような弁護修習が本当に掃除だけで終わってしまう。私がそう危き惧ぐしたのはつい数日前だ。そして私は、ついにダメ元で先生にお願いしてみるという賭かけに出たのだ。「どうか先生の法廷に立つ姿すがたを見せて下さい」と。

　さっきも少し言ったけど、この山鹿善行という人は、相当性格が捻ねじ曲がっている。その上面めん倒どうくさいことは一いつ切さい自分でやりたがらず、他人に押し付けようとする。そんな先生が私の言うことなんかに耳を貸かしてくれるとは思ってなかったのだけど……言ってみるものである、ちょうど地元の弁護士会から「たまには国選弁護もやれ」と脅おどされていたとかで、今回の窃盗罪の裁判を引き受けることとなったのだ。

　ちなみに国選弁護士というのは、国が無料でつけてくれる弁護士のことである。この国では刑事裁判を開くとき、被ひ告こく人にんの権利を守るため、必ず弁護人を付けなければならないという決まりがある。しかし、経済的な事情などから弁護士を雇やとえない人だっている。そこで国がタダで付けてくれるというわけだ。山鹿先生のような若い弁護士を中心に時々この国選弁護が回ってくることになっているのだが、先生はサボりの常じよう習しゆう犯はんらしいのだ。

　まあとにかく事じ情じようはどうあれ、これで有名な山鹿先生の法廷手腕をこの目で見ることができるようになったわけである。私の胸むねは高鳴った。

　ところがである。

　いざ今回の弁護を引き受けることになってから、山鹿先生は私に言い放ったのだ。

「この裁判、俺は何もやらん。これも実務経験だ、全部お前がやってみろ」

「ええええええええええええええっ!?」

　これである。ズブの素人しろうとであるこの私に、いきなり裁さい判ばんを一つ任まかせる……もとい、やらせるというのだ。

　もちろん私は反対した。被ひ告こく人にんの正当な権けん利りを守るには、私なんかじゃまだまだ力不足です、と。

　……しかし。

「なーに、いざとなったら俺がフォローしてやる。だから適てき当とうにやってみろ」

　山鹿先生はそう答えた。私と目を合わそうともせず、暇ひまそうに新聞を読みながら、明らかにやる気ゼロの口調で……。

　うすうす感じていたことだけど、私に拒きよ否ひ権けんなどなかった。




　　　　◆




　そういった経けい緯いを経へて、今私は弁べん護ご側の席に座すわっている。被告人を守る弁護人として。

　ここでちょっと説明。弁護士と弁護人というのはちょっと違う。簡かん単たんに言うと、弁護士というのは弁護士法で定められた資し格かくを持ち、弁護士名めい簿ぼに登録されている人のことを言い、弁護人とは文字通り誰だれかの弁護を務める人のことを言う。ようするに、弁護士になるには資格が必要だが、弁護人というのは誰でもなれるということだ。

　けれど、被告人の人生を左右し得うる刑けい事じ裁判において、その権利を守る弁護人になるには、先ほど述のべた弁護士としての資格を持っていなければならないという条じよう件けんがある。まあそれは当然だろう、法律を知らない素人しろうとがいきなり弁護人になったって被告人の権利を守れるわけもない。そしてこれも当然のことだが、まだ司法修しゆう習しゆう生せいである私はこの条件を満たしていない。

　ただし、これには例外がある。刑事訴そ訟しよう法第三一条第二項こう、審しん理りの場が地方裁判所の場合は、裁判所の許きよ可かがあり、かつ他ほかに正当な資格を持つ弁護士──今回の場合だと山鹿先生──がいれば、前ぜん述じゆつの条件を満たしていない私でも特別弁護人として認みとめられてしまうのだ。

　そして私にとって最後の頼たのみの綱つなであった裁判所も、意外なほどあっさりと私が弁護人を務めることを許可してしまったのだ。この辺は腐くさっても鯛たい、不敗の弁護士である山鹿先生の後ろ盾だてがあるからだとは思うけど。

　まあそんなわけで、不ふ肖しようこの私が今回の事件の弁護を引き受けることになってしまったのだ。もっとも、裁判と言っても今から始まるのは予よ備び審問と呼よばれる数年前に採さい用ようされた新しい審理である。

　通常の公こう判はんと違い、冒ぼう頭とう陳ちん述じゆつや罪ざい状じよう認にん否ぴなどといったややこしいものは一切なく、検けん察さつ側は五人の陪ばい審しん員いんが〝被告人が罪つみを犯おかしたと疑うたがうに足る証しよう拠こ〟さえ提てい出しゆつできればいいというものだ。……まあぶっちゃけて説明すると、ようは通常の裁判を簡かん略りやく化かしたもので、結局のところ陪審員に被告人が無罪であると納なつ得とくさせることができれば私たちの勝ち、ということである。

　その五人の陪審員は裁判長の右みぎ隣どなりに座っている。五人とも一いつ般ぱん市民の中から無む作さく為いに選ばれたごく普ふ通つうの人たちで、それぞれ緊きん張ちようした面おも持もちで裁判に注目している。

「では検察側最初の証人として、現げん場ばに最初に到とう着ちやくした鈴すず木き巡じゆん査さを喚かん問もんいたします」

　成瀬検事が立ち上がってそう宣せん言げんした。

　うーん、なんだか声に張はりがないし、あまりピリッとしない動作である。これから人一人の人生を左右する裁判が始まるというのに、そんな態たい度どはどうかと思うけど。

「先生、なんかあの成瀬って検事、やる気がなさそうに見えません？」

　私の右みぎ隣どなりに座っている山鹿先生にそう尋たずねてみる。

「ま、こんな小さな事件じゃ仕方ないだろうな。あの手の検事は、殺人事件ぐらいの大事件にならないとロクにやる気を出さないのさ」

　山鹿先生は完全に他ひ人と事ごとのように言った。あの、〝人のふり見て我わがふり直せ〟ということわざをご存ぞんじでしょうか。

　成瀬検事もこの人にだけは言われたくないだろう。足を組んでいかにも横おう柄へいな態度で椅い子すに座り、大きなあくびを隠かくそうともしないこの弁護士だけには……。

　そんなことを考えている内に、一人の制せい服ふくを着たお巡まわりさんが証言台に立った。

「証人は名前と職しよく業ぎようを」と裁判長。

「鈴木太た郎ろう、警けい察さつ官かんです」

　す、鈴木太郎……。ある意味すごい名前だ。うーん、名付け親の顔を見てみたい。この人も可哀かわい想そうに、もし私の故郷の村に生まれていれば、もっと個こ性せい的てきな名前を付けてもらえただろうに……。

「あなたは良心に従したがい、真実のみを証言することを誓ちかいますか？」

「はい、誓います」

　裁判長は「よろしい」と頷うなずき、成瀬検事に尋じん問もんの開始を許可した。それを受け、成瀬検事が証人に向き直る。

「さて、鈴木巡査。あなたは先月の七月二は十つ日か海の日、交番に勤きん務むしていましたね？」

「はい」

「そしてその日の午後二時ごろ、あなたは命令を受けて緑みどり丘おか中ちゆう央おう公園へと向かいましたね？」

「はい、向かいました」

「ではまず、緑丘中央公園とはどのようなところですか？」

「市の中央にあるとても大きな公園です。大おお勢ぜいのアマチュア工芸家によって作られた彫ちよう刻こくがたくさん並ならべられてることで有名でして、この辺りのメジャーな観光地の一つです」

「あなたが受けた命令はどのようなものでしたか？」

「はい。その緑丘中央公園で万引き事件が発生し、市民の手によってすでに被ひ疑ぎ者しやが逮たい捕ほされたので、その経緯を詳くわしく聞き、被疑者の身み柄がらを引き受けることでした」

「そしてあなたは公園へ行ったわけですね？」

「ええ」

「あなたが公園に着いたのは何時ごろでしたか？」

「午後二時十五分ごろです。パトカーで向かいました」

「では、その時の公園の様子について証しよう言げんして頂いただけますか？」

「はい。ええと、その日は休日ということもあって、公園ではフリーマーケットが開かれており、たくさんの人がいました。

　その公園の一角に人だかりができており、そこで被ひ告こく人にんが──いえ、被疑者が数人の市民に取り押さえられていたんです」

「あなたは被告人を取り押さえていた人々から事じ情じようを聞きましたね？」

「はい」

「それはどのような話だったんですか？」

「い、異い議ぎがあります！　それは伝聞を求める質しつ問もんです！」

　そう、確たしかこういう人から伝え聞いたことを尋ねる質問はしてはいけないことになっているはずだ。私はほとんど無む意い識しきの内に、生しよう涯がい最初の異議を叫さけんでいた。

　しかし、私にとっては大事な異議申し立てであっても、成瀬検事にしてみればただの煩わずらわしい時間稼ぎにしか感じられなかったようで、

「裁さい判ばん長ちよう」と、やれやれと言わんばかりの口調で言った。「これは審しん理りを迅じん速そくに進めるための予よ備び的てきな質問です。予備審問であるこの審理においては、そこまで細かいことにこだわる必要はないと思いますが」

「ふむ、どうですかな、弁べん護ご人にん？」

「えっ──」

　私は咄とつ嗟さに言葉を返すことができなかった。

　まさかそういう返し方をされるとは思っていなかった。確かにこれは予備審問で、成瀬検事の言ってることも分からないでもないけど……。

　ううう、こうなったら困こまった時の神かみ頼だのみ、「いざとなったらフォローしてやる」と言っていた山鹿先生になんとかしてもらうしかない。

　そう思って私は先生の方を仰あおぎ見た。……そしてすぐに絶ぜつ望ぼうに囚とらわれてしまった。

　先生は頰ほお杖づえをついてぼーっとしてるだけだった。助言する気などさらさらないという雰ふん囲い気きは明白で、それどころかこれまでのやりとりをちゃんと聞いていたかさえ疑うたがわしい状じよう態たい……。

「弁護人、どうなんですか？」

　裁判長が私を促うながす。

　うううう、もうこれ以上間を空けるわけにはいかない。私は机つくえをバンと叩たたき、

「そ、それでもルールはルールのはずです！　その質問は現時点では不ふ適てき切せつです！」

　すると成瀬検事はこれみよがしに大きくため息を吐つきながら、

「結けつ構こうです。ではそのことは別の証人に証言して頂きましょう。尋問は以上です」

　うう、なんだか陪ばい審しん員いんの皆みなさんから〝さっさと家に帰らせてくれ〟という視し線せんが飛んできてるような気がするのは気のせいだろうか。それではなんか私が審理を長引かせている悪者みたいである……。

　と、その時だった。

「いるんだよなぁ、とりあえず異議ありって叫べばいいって思い込こんでるヤツって」

　私の右隣からそんな声が聞こえてくる。声の主は……言うまでもない、かつて私が心の底から尊そん敬けいしていた人である……。

「弁護人、反対尋じん問もんはありますか？」

　裁判長の声に私はハッとした。

「え……あっ、はい、反対尋問ですか!?　えと、ええっと……」

　心の切り替かえをする間もなくそんなことを言われ、思いっきり戸と惑まどってしまう。

「や、山鹿先生、一体どうしたら……？」

「何度も言わせるな。この裁判はお前に任まかせたんだ、好きにしろ」

「ううう……」

　すげないお答えである……。

　これが私に経けい験けんを積ませるためとか、私を信しん頼らいしてくれているからこそこんな突つき放す言い方をしているというのならまだ納なつ得とくできる。だが残念なことに、そんな前向きな考えができるほど、今の私は純じゆん粋すいではなかった。この一か月、山鹿先生の下もとにいた影えい響きようでちょっとばかし私のお腹なかは黒くなっており、人生の機き微びというものもちょっぴり経験していた。山鹿先生が私にすべてをやらせようとしてる理由──ここまでの先生の態たい度どを見ていればそれは明めい快かいだ。間ま違ちがいなく、めんどくさいからだろう……。

　私は裁判長に向き直り、仕方なくこう言った。

「は、反対尋問は特にありません」

「……よろしい」

　本当に先生は私がヘマをやらかした時にはちゃんと助けてくれるのだろうか。もし私がミスをして被告人の権けん利りを守ることができなければ、責せき任にんを問われるのは私ではなく、後見人的な立場でこの裁判に参加している山鹿先生のはず──なんだけど。

　でもなにしろさっきからあくび混まじりのこの先生のことである。〝裁判中は心神喪そう失しつ状じよう態たいでした〟などと言い出して責任回かい避ひに走っても不思議ではない……。




「次の証人は、今回の事じ件けんの被害者、塚つか田だ浩こう平へいさんです」

　証言台に立ったのは、中年のおじさんだった。裁判ということもあって背せ広びろを着ているが、子こ供どもが二人ぐらい居いそうな普ふ通つうのお父さん、という印象を受ける。

　やがてその塚田さんが宣せん誓せいを終えると、成瀬検事は尋問を開始した。

「あなたは七月二十日の午後二時ごろ、緑丘中央公園にいましたね？」

「はい」

「何をしていたんですか？」

「その日、緑丘中央公園ではフリーマーケットが開かれることになってまして、私も参加していたんです。家にある要いらなくなった物なんかを並ならべて売ってたんです。午後二時ごろは、丁度店番をやってたときですね」

「その時、今回の事件が起こったんですね？」

「ええ」

「事件のあらましを証しよう言げんして頂いただけますか？」

「はい。私は品物を見にきてくれたお客さんと少し話し込んでいたんですが、ふと置いてあったはずの商品の一つがなくなっていたことに気付いたんです」

「そのなくなった商品というのはどんなものですか？」

「陶とう器きの灰はい皿ざらです。私の父親がくれたものでして、有名な美び術じゆつ品ひんの精せい巧こうな模も造ぞう品ひんとかで、それなりに値ねの張はるものだったんです」

「その灰皿というのはこれのことですね？」

　成瀬検けん事じはビニール袋ぶくろに包まれた陶器の器うつわを取り出した。

　大きさは直径二十センチぐらいだろうか。見たところ確かに陶器で、青っぽい模様が描かれている。なるほど確たしかに見た目は灰皿っぽいけど、灰皿にしては少々底が深過すぎるような気もする。

「ええ、確かにその灰皿です」

　塚田さんが頷うなずくと、成瀬検事は裁さい判ばん長ちように向き直り、

「裁判長、検察側はこの灰皿を検察側証しよう拠こ物件Ａとして提てい出しゆつしたいと思います」

「弁べん護ご側に異い議ぎはありませんか？」

　あるわけがない。

「いいえ、特にありません」

「よろしい、証拠として受理します」

　成瀬検事は廷てい吏りにその灰皿を手て渡わたすと、あらためて証人に向き直り、

「あなたはこれをいくらで販はん売ばいしていたんですか？」

「二万五千円です。その日私が売っていた品の中では一番高いものでした」

「なるほど、そんな高こう価かな品物がなくなっていたわけですね？　ではそれからどうなりましたか？」

「私は思わず〝泥どろ棒ぼうだ、うちの商品がなくなった〟と大声で叫さけび、怪あやしい人物はいないかと辺りを見回したんです。そうしたら、別のお店を経けい営えいしていた女じよ性せいの方が〝その人よ〟と言ってとある人物を指差したんです」

「そのとある人物とは誰のことですか？」

「彼です」

　塚田さんがビシッと指差した先にいるのは──当然だけど、被ひ告こく人にんこと山下さんである。

　成瀬検事は満足そうに頷き、

「結けつ構こうです。反対尋じん問もんをどうぞ」

　うう、反対尋問……。今の証言もまた、端たん的てきな事実しか入ってないような気がする。そんな証言のどこをどう反対尋問しろと……？　頼たのみの綱つなの山鹿先生は相変わらず頰ほお杖づえついて心神喪失状態だし……。

　私は立ち上がって恐おそる恐る言った。

「は、反対尋問は特にありません……」

「……そうですか。結構です」

　大だい丈じよう夫ぶ、きっとその内チャンスは来る……はず、である……。




「次の証人は、先ほどの塚田さんの証言にあった〝その人だ〟と被告人を指し摘てきしたという吉よし村むら恵けい子こさんです」

　証言台に立ったのは、四十代ぐらいのおばさんだった。ちょっと前にオバタリアンという言葉が流は行やったけど、もしまだそれが死語でなければ、この人にこそ似に合あいそうだ。

　……って私、結構ひどいこと考えてるなあ。山鹿先生の影響だと思いたいけど。

「吉村さん。事じ件けんがあった日、あなたは塚田さんの店先から灰皿を盗ぬすんだ犯はん人にんであるとして、被告人のことを指摘しましたね？」

「ええ、しました」

「なぜあなたにはそれが分かったんですか？」

　すると吉村さんは少し得意げに、

「その日はあたしもフリーマーケットに参加していたんですが、公園にいる客の中にいかにも不ふ審しんな行動を取る人がいたんです」

「それは被告人のことですか？」

「ええ、そうです。あたしはパートで本屋の店番をやってるんです。ご存ぞん知じだと思いますけど、最近本屋では若わかい人の万引きが増ふえてるんです。あたしはそんな人を何人もとっ捕つかまえてきましてね、万引き犯の特とく徴ちようというものをよく知ってるんです」

「なるほど。ではその時、被告人はどのような行動をとっていたのか、詳くわしく述のべて頂いただけますか？」

「はい。それがもうとにかく不審でした。簡かん単たんに物が出し入れできるような手て提さげカバンを持って、一人で目的もなさそうにキョロキョロと公園を徘はい徊かいしては、あっちの店へ行ったりこっちの店へ行ったりしてるんです。時々興きよう味み深そうに品物を手に取ったりはしてたんですけど、それでいて決して何かを買おうとはしないんですよ」

「つまり、何かを物色してるように見えたわけですね？」

「異い議ぎあり！」私は挙手をして立ち上がった。「それは誘ゆう導どう尋じん問もんです！」

「異議を認みとめます」

　や、やった～。

　生まれて初めて普ふ通つうに異議が認められた。かなり咄とつ嗟さに取った行動だったけど、ちょっと嬉うれしかったりする。

「…………？」

　でも、私はすぐ気付いてしまった。ふと法ほう廷てい内を見回しても、こんなことで嬉しがっているのは私ぐらいしかいないことに。山鹿先生はもちろん、成瀬検けん事じだって顔色一つ変えてない。うう、どうせ大した異議じゃありませんよぅ……。

「では質しつ問もんを変えましょう。とにかく被告人は見るからに不審な、落ち着きのない動作であちこち見て回ってたわけですね？」

「ええ、そうです」

「そして被告人のことを疑うたがっていたあなたは、彼の行動をずっと観察していたというわけですか？」

「ええ、その通りです」

「それからどうなったか、詳しくお話し願えますか？」

　すると吉村さんは私の隣となりの被告席に座すわっている山下さんの方を向きながら、

「私はちゃんと見てました、その人は塚田さんのお店にも立ち寄よっていたんです。それで彼がそのお店から立ち去ってすぐに〝泥どろ棒ぼうだ〟って塚田さんが叫さけびましたから、もうこれは間ま違ちがいないと思って、〝そいつよ！〟って大声で指摘してやったんです。そうしたら通行人の一人が彼を取り押おさえてくれたんです」

「ありがとうございました、質問は以上です」

「弁べん護ご人にん、反対尋問を」

　裁さい判ばん長ちようの声に、私は椅い子すから腰こしを浮うかせた。

　うーん、今の証しよう言げんなら私でも突つっ込めそうな気がする。

　話を聞いている限かぎり、あのおばさんは山下さんが品物を盗んだと断だん定ていできる証しよう拠こは何一つ握にぎっていない。にもかかわらず、山下さんの態たい度どだけを見て彼を犯人扱あつかいしたのだ。その点を突いてこの人を右う往おう左さ往おうさせるぐらいなら、私にもできるだろう。















　だけど、問題が一つある。そもそも、もしこの程てい度どの証言しかないなら、検察も山下さんを起き訴そしたりはしなかっただろう。これは山下さんから聞いた話だが、彼が灰はい皿ざらを盗んだと疑うに足る決定的な証言が、もう一つあるらしいのだ。

　恐おそらくその証言はこの後に出てくるのだろう。だとすると、今ここでこの証人を右往左往させて陪ばい審しん員いんにいい印象を与あたえることができたとしても、後であっさり逆ぎやく転てんされてしまう可か能のう性せいの方が高い……。

　うーん、ちょっとシャクだけど、ここは抑おさえよう。大だい丈じよう夫ぶ、尋問なんて後でいくらでもできるんだし。

「反対尋問はありません」

「……そうですか。では検察側は次の証人を」

　これで三人続けて反対尋問をしていない。さすがに裁判長も少し不ふ審しんそうな目で私を見た。いや、裁判長だけではない。陪審員や山下さんまでもが「この弁護人やる気あるの？」と言いたげな目で私を見ている。うううう、後できっとなんとかしますから、今は勘かん弁べんして下さいよぅ……。




「次の証人は、被ひ告こく人にんを取り押さえた桑くわ原ばらさんです」

　証言台に立ったのは、ちょっと太った中年の男性。

「証人は名前と職しよく業ぎようを」

「桑原慶けい介すけ、職業は……自じ営えい業です」

　なるほど。自営業ということは一いち城じようの主あるじ、すなわち社長ということだ。言われてみると確たしかに、少し太くなっているお腹なかの辺りなんかがいかにも〝社長〟っぽい。

　……いやいや、弁護士がこんな偏へん見けんを持ってはいけないんだけど。うう、とにかくみんな山鹿先生が悪いんだ。

「桑原さん。あなたは被告人を取り押さえたんですよね？」

「ええ、そうです」

「ではその経けい緯いについて詳くわしく証言して下さい」

「その日、私も一人の客としてフリーマーケットを見て回っていたんです。ですが、突とつ然ぜん〝泥棒だ〟という声がして、続いて〝そいつよ！〟という声が聞こえてきたんです。慌あわてて声の方を振ふり返ると、先ほど証言をなさっていた女性が、私のすぐ傍そばにいた人物を指差してたんです」

「あなたのすぐ傍にいた人物というのは、誰だれのことですか？」

「彼のことです」

　また被告人こと山下さんを指差す。

「それからどうなりましたか？」

「自分のことを指し摘てきされてか、彼はひどくうろたえましてね。挙あげ句く、突然逃にげ出そうとしたので、私は慌てて飛び掛かかって取り押さえたんです」

　……恰かつ幅ぷくのいいこんなおじさんに飛び掛かられては、細めの山下さんでは到とう底てい逃げられないだろうなあ。

「なるほど。ではそれからどうなりましたか？」

「彼は、〝自分は何もやってない〟と否ひ定ていしたんですが、先ほど証言なさった吉村さん……でしたっけ、彼女が彼の手て提さげカバンを調べると、鉢はちが出てきたんです。それで品物を盗ぬすまれたという塚田さんがその鉢……いえ、灰皿を調べると、やはり盗まれたものと同じものだと断だん言げんされましたので、私たちは警けい察さつを呼よび、彼を引き渡わたすことにしたんです」

　ついに出てしまった。これが最大の問題点なのである。

　これは山下さんも身に覚えがないと否定していたことではあるのだが、現げん実じつにたくさんの人々が見ている目の前で、彼のカバンから盗とう品ひんが出てきてしまったという事実。これこそが、山下さんへの疑うたがいを揺ゆるがぬものにしてしまった最大の原げん因いんなのだ。そして目下のところ、私にはなぜこんなことが起きてしまったのかを反はん証しようすることができないでいる……。

「結けつ構こうです。本日はわざわざありがとうございました。弁べん護ご人にん、どうぞ反対尋じん問もんして下さい」

　成瀬検けん事じは桑原さんに一礼してから私に言った。

　これで多分、検察側の証人は出で揃そろったはずである。つまり、これが最後の反対尋問の機会である。

　何かやるべきだとは思う。……しかし。今の私の頭の中は、完全に真っ白になっていた。

　さっきの中年の女じよ性せいの証言ならともかく、ただ山下さんを捕つかまえただけのこの人に何を聞けというのか──？

　さっぱり分からない。

　我われながら情なさけない話だけど、やっぱり今の私に裁さい判ばんなんて無理なのだ──そう判はん断だんせざるを得なかった。でも、私には無理だとただ諦あきらめてしまうだけでは、私を信しん頼らいしてくれた山下さんを裏うら切ぎることになってしまう。それだけは何としてでも防ふせがなければならない。

　私は必死に考えた。この状じよう況きようにおいて、何をすれば山下さんのためになるのか？

　答えは最初から明らかだった。私にはこの事態の打開は無理だが、それが可か能のうな人はすでにこの場にいるのだから。そう、ここはやる気ゼロの山鹿先生をなんとか奮ふるい立たせ、私の代わりにちゃんとした弁護をやってもらう──それしかないだろう。

「は、反対尋問は今の時点では特にありません」

　私は腰こしを上げると、とりあえずそう言った。

「そうですか。では検察側、次の証人を」

「いえ、裁判長。ただ今の証人をもちまして、検察側の証人喚かん問もんは終しゆう了りようしました。被告人が窃せつ盗とう罪ざいを犯おかしたと疑うに足るということは、陪ばい審しん員いんの皆さんにも充じゆう分ぶんご理り解かい頂いただけたと考えております」

　成瀬検事の口調は、ごく単純な事件を解決したに過ぎないと言わんばかりに、淡々としたものだった。

「なるほど、結構です。ではこれより弁護側の立証に移うつりたいと思います」裁判長は私の方を向き、「弁護人、よろしいですかな？」

　よろしいわけがない。だけど、もちろんそんなことを口にするわけにはいかない。

「も、もちろん構かまいません。

　ただ、あの、裁判長。審理が始まってそれなりに時間も経たってますし、よろしければこの辺でちょっと休きゆう憩けいを入れて頂けるとありがたいのですけど……」

　少しもじもじしながら言う。

　すると裁判長は法ほう廷ていの隅すみにある壁かべ掛かけ時計を見、そして納なつ得とくしたように頷うなずいた。

「なるほど、それもそうですね。では十分ほど休憩としましょう。それで構いませんか？」

「は、はい結構です」

「よろしい。では本法廷はこれより十分間の休憩に入ります」

　裁判長がそう宣せん言げんし、法廷内はにわかにざわめきだした──。




　休憩が始まると、私はすぐさま動いた。

　まず私の左ひだり隣どなりに座すわっている山下さんに向かい、

「山下さん！　大だい丈じよう夫ぶです、絶ぜつ対たい私たちはあなたの無実を証明してみせますから！　裁判はまだこれからですよ！」

　そう一気にまくしたてる。「はあ……」と少し諦あきらめが入った口調で言う山下さんを不本意ながらそのままにして、次に山鹿先生の腕うでを取る。

「先生！　あのっ、どうしてもこれからの弁護方ほう針しんについて相談したいことがあるんです！　ちょっと控ひかえ室まで来て下さい！」

　まさか山下さんの前で「私にはもうどうにもできないんです！　あとはお願いします！」なんて訴うつたえるわけにもいかない。

　しかし、山鹿先生は相変わらずやる気のなさそうな、眠そうな顔をして、

「ああ？　何度も言わせるなよ、この裁判はお前に任まかせたんだ。弁護方針だかなんだか知らんが、好きにやればいい……」

「そこをなんとか！　お願いします、どうしても必要なんです！」

「ちっ……。おいおい、分かったから引っ張るんじゃねえ」

　私は先生の抗議を無視して腕を引っ張り、法廷の外へと向かった。




　　　　◆




　山鹿先生を連れて弁護側控え室へと戻もどる。ここなら防ぼう音おんが利いてるから、どれだけ大きな声を出しても人に聞かれることはない。

　私は三十度の角度で頭を下げ、ただひたすらに懇こん願がんした。

「お願いします山鹿先生！　やっぱり私なんかには山下さんの弁護は務まりません！　この後の裁判はどうか先生がやって下さい、お願いします！」

　そんな私に対する先生の第一声は、

「……はぁ？」

　これである……。

「おいおい、今いま更さら何言ってるんだ？　これまでの審しん理りだって普ふ通つうにやれてたじゃないか。大丈夫だ、お前ならなんとかなるさ」

　思わず私は絶望しかけた。

　ぜったいやる気ないよこの人……。普通にやれてたもなにも、私は反対尋じん問もんだって一度もしてないんですけど……。

「で、ですけどっ！　私にはもう何をしたらいいのか分からないんです！　もしこのまま有ゆう罪ざいなんてことになってしまったら山下さんには顔向けできませんし、その、私たち弁べん護ご側の責せき任にん者しやは山鹿先生なんですから、これまで法廷で負け知らずだっていう先生のご経歴にまで傷をつけることになっちゃうじゃないですか！」

「なーに、窃せつ盗とう罪ざいの罰ばつ則そくなんてそう大したもんじゃねえさ。前科は一つ付くが、まあ俺おれたちの人生には関係ないしな。裁さい判ばんで一敗の記録が残るのはまあ面おも白しろいことじゃないが、俺だって国選弁護でまで全勝しようなんて思ってねえよ。勝とうが負けようがお前が気にすることなんて何もない。だからまあ、自由にやってみろ」

「そ、そんな……！」

　今のはさすがの私もちょっとカチンときてしまった。

「なんてこと言うんですか！　先生は山下さんの無実を信じてないんですか!?」

「……どうだかなあ。あいつは仕事を求めて都会に出てきたっつってただろ？　ってことは金に困こまってたんだろうし、公園でも怪あやしい行動取ってたっつーし、なにしろ盗とう品ひんがヤツのカバンから出てきたんだろ？　ま、どっちかっつーと無実とは考えづらいよな」

「そ、そんな……」

　山鹿先生は平然とした顔で、今いまごろ陪ばい審しん員いんたちが抱いだいているであろう疑ぎ問もんをすべて言ってのけてしまった。

「そういうお前こそどうなんだ？　ここまで状じよう況きようが揃そろってるんだ、内心じゃ少しぐらいあの山下ってヤツのことを疑うたがってるところがあったりするんじゃないのか？」

「い、いいえ！　私は山下さんの無実を信じてます！」

　そうだ。私は山下さんの無実を信じてる。

　山下さんは仕事を求めて田舎いなかからこの都会へとやってきたのだ。確たしかにお金には困っていたのかもしれないけど、それが直ちに犯はん罪ざいに結びつくとは思えない。田舎には有り得ない、都会の公園の人の多さを目にすれば、田舎いなか育ちの彼が戸と惑まどうのだって仕方のないことだ。それを万引きの前ぜん兆ちようであると解かい釈しやくするなんて、あまりにもひどすぎる。同じく田舎から出てきた私にはよく分かる。そんなときに突とつ然ぜん泥どろ棒ぼう呼よばわりなんてされた日には、どうやったって冷静ではいられない。思わずその場から逃にげ出してしまった心しん情じようもよく分かる。

「……ふん、そうか。意見の相そう違いだな。なら俺から言うことはもう何もない。あとは依い頼らい人にんの無実を信じるお前が適てき当とうにやってみるこったな」

　山鹿先生はあくびをかみ殺しながら言った。

　そうだ。先生にとっては、人が無実かどうかなんて二の次なのだ。先生にとって大事なのは、無罪を勝ち取るということだけなのだから。無実の人であっても有罪にはなるし、罪つみを犯おかした人であっても無罪にはなり得る。そう、すべては弁護人次し第だい──。

　うううう、なんで私はこんな人を尊そん敬けいしていたのだろうか。それを考えると思わず自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいりそうにさえなってしまう。

　だけど。

　だけどそれでも、今のこの状況を打開するには、山下さんを無罪放ほう免めんにするには、この人の知ち識しきと経けい験けんに頼たよる以外に術すべはないのだ。

「で、でも先生！　私にはどうやったら無罪が取れるかなんて、もう想そう像ぞうもつかないんです！　これまでの証しよう言げんは先生だって聞いてたでしょう!?　そりゃあ、いくらか突つっ込こみどころがないこともないですけど、どの証人もウソをつくような人たちには見えませんし──」

　私がそう口にした、その瞬しゆん間かんだった。

「お前、俺の事じ務む所しよに一か月も通っといてまだそんな甘あまっちょろいことを言ってんのか！　だからロクな解かい決けつ策さくが出てこねーんだよ！」

　うううう……。今度は突然、山鹿先生が逆ぎやくギレしてしまった。

「ちっ、お前は少しは出来るヤツだと思ってたんだが、その甘っちょろい性せい格かくだけはどうにもならねーな。そんな性格だから、ロクな弁護ができねーんだよ。

　出来ることならお前みたいなアマちゃんは歌か舞ぶ伎き町ちようの知り合いにでも預あずけてやりたいところだが……今は時間がねえ。仕方ない、こうなりゃ荒あら療りよう治じだ」

「えっ──」

　突然、山鹿先生は正面から私をギロリと睨にらみつけた。

　思わず私は息を飲んだ。なんという冷れい徹てつな、恐おそろしい目だろう。見られているだけで、思わず自分が何かいけないことをして、しかもそれがバレてしまったかのような気にさえなってくる。

　まるでヘビに睨まれたカエルのように、私は全身が動かなくなってしまうのを感じた。

「いいか、当たり前のことをまず思い出せ。もし仮かりにお前の依頼人が無実だとしよう。

　だとすると、どこかにまだ真の犯人がいるはずだろう!?　今までに出てきた証人の誰かがその真犯人じゃないって保ほ証しようはどこにある!?　いいか、証人なんて人種はな、どいつもこいつも噓うそつきで食わせ者で人に罪をなすりつけようとするロクデナシどもだ！　いいか、何度でも言うぞ！　俺たちが相手をする証人どもは、どいつもこいつも噓つきで食わせ者であまのじゃくでつむじ曲がりで強ごう情じようで見み栄えっ張ぱりだ！」

　山鹿先生は私の肩かたを強く摑つかみ、揺ゆさぶった。

「お前も言え！　証人はどいつもこいつも噓つきで食わせ者のロクデナシだ！　さあお前も言え、言うんだ！」

「あ、あううう……」

　ヘビのような目で私を睨みつけ、肩を揺さぶる山鹿先生。私は気け圧おされるように言葉を紡ぎ出していた。

「しょ、証人はどいつもこいつも……」

「そうだ！　噓つきで食わせ者でロクデナシだ！」

「う、噓つきで食わせ者でロクデナシ……」

「そうだ！　自分以外の人間はすべて噓つきだ、信用なんてするなっ、性せい善ぜん説なんてウソっぱちだ！　おら、お前も叫さけべと言ってるだろうがっ、命令だぞこれは！　さあ言え、叫ぶんだ！　自分以外の人間はすべて噓つきだ！　噓つきだ！　噓つきだ!!」

　この時の自分の心しん境きようを言葉にするなら──それは単語一つで事足りた。ヤケである。

　気付いた時には私は叫んでいた。

「うううう、自分以外の人間はすべて噓つきです！　噓つきです！　噓つきです～!!」

　最後の方はちょっと泣きが入ってたようにも思う。

「そうだ、分かったな、俺たちが相手するのはみんな噓つきどもだ！　お前が本当に依頼人のためを思うなら、そんな噓つきどもを人間扱あつかいしてまともに相手にしてやろうなんて思うな！　偽いつわれ、たばかれ、騙だませ、欺あざむけっ！　さあ復ふく唱しようしろ！」

「偽ります、たばかりますっ、騙します、欺きますぅ～！」

　呪じゆ文もんのように響ひびいてくる先生の言葉をただただ繰くり返す。

「いいか、正せい義ぎなんてものはこの世に存そん在ざいしない！　いや、あるとすればそれは裁さい判ばんで勝利した弁べん護ご士しのことを言うんだ！　勝った弁護士こそが正義だ、神だ、真実だ！　負けた弁護士なんざ二に酸さん化か炭たん素そを吐はき出すだけのゴミだ！　光合成するだけアオミドロの方がまだマシだ！　本当に依頼人のためを思うなら、手しゆ段だんなんて選ぶな！　正義を作れ、真実を作れ！　どんなハッタリでもかまして噓八百を並ならべたてろ！　何度でも言うぞ、勝った弁護士こそが正義だ！　そのためならごまかしてたぶらかしてでっち上げろっ!!」

「ご、ごまかします、たぶらかします、でっち上げます～！」

「そうだ、証人は噓つきだ、悪人だ、食わせ者だ!!」

「噓つきです、悪人です、食わせ者です～～～～～！」

「その意気だ！　噓つきの悪人どもに遠えん慮りよする必要なんざこれっぽっちもない！　あらゆる手段を使って徹底的に小こ突づき回せ！　休む間も、考える間も、呼こ吸きゆうする間さえも与あたえずネチネチといたぶってやれ！」

「は、はい～～～～～っ！」




　この時、私は確たしかに聞いた。

　私の頭の中で、何かがパキーンと割われる音を……。




「少しはマシになったか？」

　この部屋に入って何分経たったのだろうか。もはやそんなことすら分からなくなったころ、不意に先生がそんなことを言った。

「は、はい。な、なんとか……」















　肩かたでぜえぜえと息をしながら答える。

　なぜだか自分でもよく分からないけど、私は疲つかれきっていた。

　でも、もはや迷まよいはなかった。今の私の心境を表ひよう現げんするなら、一つの四字熟じゆく語ごでこと足りる。すなわち──明鏡止水。なんのわだかまりもない、澄すみきって静かな心。

　そうだ。私の依い頼らい人にん、山下さんは無実なのにもかかわらず、犯はん人にん扱あつかいされ、人生を左右されかけている。こんなことが許ゆるされるはずがない！　となれば私のやることは一つ、人に罪つみをなすりつけておきながらのうのうとしている犯人の正体を明かすことである。そのために何かを遠慮する必要などまったくないのだ！　どんな手段を使ってでも山下さんの無む罪ざいを証しよう明めいする──それこそが私に課せられた使命なのですっ!!

　不意に──山鹿先生は、決意を秘ひめた私の顔を見てニヤリと笑った。

「どうやらマシな面つら構がまえになったな。なら不ふ肖しようの弟で子しに一つプレゼントでもやるとしよう」

「プレゼント……ですか？」

　山鹿先生は背せ広びろの内ポケットから一枚まいの紙を取り出し、私に手て渡わたした。

「一いち応おう、今回の裁判に出てくるだろう証人を影かげ野のに調ちよう査ささせておいた。もっとも、大した情じよう報ほうは書かれてないし、放ほうっておこうかと思ってたが……」

　紙に目を落とす。これまでに出てきた証人たちの住所や年ねん齢れい、職しよく業ぎよう、家族構こう成せいなどの個こ人じん情報が記されているだけで、確かに事じ件けんに結びつくような記き述じゆつは…………記述は──────!?

　突とつ然ぜん、山鹿先生はニヤリと笑った。

「ま、ようは使い方だな」




　　　　◆




「ではこれより審しん理りを再さい開かいします」

　裁判長が言った。

「弁護人、最初の証人を呼よんで頂いただけますか？」

「はい」

　私はゆっくりと立ち上がった。

「ではまず被ひ告こく人にんの身柄を市民から引き受けた鈴木太郎巡じゆん査さを」

　やがて鈴木巡査が証言台に立つ。

「この証人はすでに宣せん誓せいを終えています。尋じん問もんをどうぞ」

　裁さい判ばん長ちようの言葉に、私は証人を正面から見み据すえ、最初の質問を投げかけた。

「あなたは市民から被告人の身み柄がらを引き渡わたされたわけですね？」

「はい」

「そしてその場で逮たい捕ほした？」

「ええと、正せい確かくに言うと、被告人を逮捕したのは一いつ般ぱん市民の方々です。私はその身柄を引き受けただけですから。あ、現げん行こう犯はんの場合は一般市民の方々にも逮捕ができるんですよ」

「あなたに身柄を引き渡されたときの被告人の様子はどうでしたか？」

「どうでした……と言いますと？」

「態たい度どです。大人しくあなたの要求に従したがいましたか？　身分を証明できるものの提てい示じなんかもすすんでしてましたか？」

「ええ、まあ大人しい方でした。すぐに運転免めん許きよ証しようも提示しましたし」

「ところで、通つう常じようの万引き事件の場合、被疑者は逮たい捕ほされても身元を確認して取り調べを受ければ、すぐ帰き宅たくを許されるのが普通だそうですね？」

「ええ、まあそうですが」

「ところが今回の事件では、被告人は自ら身元を明らかにしたにも拘かかわらず、何日も長期に亘って身み柄がらを拘こう束そくされたそうですね？」

「え、ええ。確かにそう聞いてますが」

「それはなぜですか？」

「彼がまったく自分の罪つみを認めようとしなかったからです。それで被害者の方から厳げん罰ばつを望むとの要よう望ぼうが出ましたし、彼の犯罪を立りつ証しようできるよう、長期間取り調べる必要も出てきたんです」

「それは逆ぎやくに言うと、被告人が罪を認みとめていれば長期に亘る身柄の拘束をされずに済んだということですか？」

「は、はあ、まあ今の制せい度どですと確かにそういうことになりますが……」

　私はバンと机つくえを叩たたいた。……痛いたい。

「なんですかそれは！　いわれのない嫌けん疑ぎをかけられた上、その罪を認めれば釈しやく放ほうで、否定すれば勾こう留りゆうとはどういうことですか！」

「い、いえ、ですから今の日本の制度だとそうなってしまうんですよ……。わ、私に言われても……」

「そうですか。なるほど、よく分かりました。ちなみに、今回の勾留は何日ぐらいでしたか？」

「そ、その、二十日ですが」

「二十日もですか!?」

　法で定められた勾留期間の限げん界かいである。

　さっきからこの巡査が言ってる制度のことは、当然私も知っている。こういう制度になっているために、たとえば痴ち漢かんの冤えん罪ざい事じ件けんなどがあると、容よう疑ぎをかけられた方は罪つみを認めれば社会的信用を、認めなくても長期間勾留され、職しよくを失ってしまうなどの不ふ利り益えきを被こうむることになってしまうのだ。

　私はふつふつと怒いかりが湧わいてくるのを感じていた。

「鈴木巡査。勾留されていたその間、被告人は自分の罪を一いつ切さい認めなかったわけですよね？」

「え、ええ、そうです。だからこそ二十日間勾留せざるを得なかったわけでして……」

「逆に言うと、その勾留中に被告人が自分の罪を認めさえすれば、簡かん単たんに釈しやく放ほうはされるんですよね？　ただし前科は付くことになるんでしょうけど」

「え、ええ。まあそうです」

「つまり、被告人は長期間にわたって拘束されるという肉体的・精せい神しん的な苦く痛つうを受けさせられたにもかかわらず、最後の最後まで自分の潔けつ白ぱくを主しゆ張ちようし続けていたというわけですね？」

　かすかに陪ばい審しん員いんたちが意外そうな顔をし始めたそのとき、

「ちょ、ちょっと待って下さい」成瀬検けん事じが腰こしを浮うかせて言った。「このような尋問のやり方には異い議ぎを申し立て──」

　私は手の痛さも気にせずバンと机を叩き、その戯ざれ言ごとを中ちゆう断だんさせた。

「黙だまってて下さい成瀬検事！　そもそもこの事件の指し揮きを執ったのは検事であるあなたなんでしょう!?　あなたがダラダラと長ったらしく捜査なんてしてるから、被告人は二十日間も身柄を拘束されたんじゃないですか！」

「なっ──!?」

「ま、まあまあ、落ち着いて下さい弁べん護ご人にん」

　裁さい判ばん長ちようが割わって入ってくる。

「あなたのおっしゃりたいことは分からなくもありませんが……。しかしここは個人攻こう撃げきではなく、議ぎ論ろんをする場所です。もう少し言葉を謹つつしんで頂いただけますか？」

「分かりました、尋問は以上です！　成瀬検事、反対尋問をどうぞ！」

　成瀬検事は怒りを押おし殺した顔で立ち上がった。

「……質しつ問もんはありません」




「次の証しよう人にんは吉村恵子さんです！」

　証人は噓うそつきで、悪人で、食わせ者。山鹿先生の言葉が今ならよく分かる。もはや恐おそれるものなど何もない。

　やがて証しよう言げん台だいにたった年配の女じよ性せいに、私は即そく座ざに質問を飛ばした。

「あなたは公園にいた被ひ告こく人にんをずっと監かん視ししていたとおっしゃいましたよね？」

「ええ、そうですけど」

「そして被害者である塚田さんが〝泥どろ棒ぼうだ〟と叫さけんだとき、あなたは被告人のそれまでの行動から、彼こそが犯はん人にんであると指し摘てきしたわけですよね？」

「ええ、そうです」

「さて。ここでどうしても疑ぎ問もんが湧わくのですが、あなたは被告人が灰はい皿ざらを盗ぬすんだところを実じつ際さいに見たのですか？」

「……い、いえ。ですけどね、彼が灰皿の近くに行った直後に、その灰皿がなくなったんです。それを考えれば、誰だれだって彼が犯人だと──」

　私はバンと机つくえを叩たたき、証言を中断させた。……やっぱり手が痛いたい。

「もう一度質問を繰くり返します！　イエスかノーでお答え下さい！　あなたは被告人が灰皿を盗んだ場面を実際にその目で見たのですか？」

　吉村さんはたちまち口ごもった。

「そ、それは……。その、見てませんけど」

「ほーら、やっぱりそうなんですね。

　つまり吉村さん、あなたには被告人が犯人であると断定する根こん拠きよは何一つなく、ただウロウロしていたというだけの理由で、彼を犯人呼よばわりしたわけですね？　老ろう婆ば心しんながらご忠ちゆう告こく申し上げますが、確かく信しんもなく人を犯人呼ばわりしたとなると、もし被告人が無む罪ざいになった場合、今後あなたは彼から民事上の責せき任にんを問われてもおかしくない立場になりますよ。失礼ながら、お宅たくの家計には弁護士を雇やとうだけの余よ裕ゆうはありますか？」

「い、異議あり！」

　慌あわてた様子で成瀬検事が立ち上がる。

「べ、弁護人は明らかに証人を脅きよう迫はくしております！」

　しかし、今の私はその程てい度どの異議で動じることはなかった。

「検察側の異議に従したがい、先ほどの質問は取り消します」

　私は軽く肩かたをすくめてそう言うと、再ふたたび吉村さんの方に向き直り、

「ですが吉村さん、あなたを脅おどすつもりはありませんが、私の言ってることは完全に事実です。今から弁護士のアテぐらい捜さがしておいた方が──」

「さ、裁判長！」

　成瀬検事が悲鳴のような声を上げて私の発言を中断させた。

「……弁護人？　少しやりすぎではありませんかな」と、裁判長は少し口調を険けわしくした。

「ちょ、ちょっと待ってよ！」

　その時、また吉村さんが叫さけびだした。

「で、でも結局その人のカバンから盗とう品ひんがでてきたんでしょ!?　なら疑うたがうも何も、その人が犯人に違ちがいないじゃない！」

「いいえ、彼のカバンから盗品が出てきたのは単なる結果に過すぎませんよ。そしてその結果を導みちびき出す最大の要よう因いんとなったのは、あなたでしょう？」

「ちょ、ちょっと待って頂いただきたい！」

　再さい度ど成瀬検けん事じが発言した。この人もさっきからうるさい。

「裁さい判ばんというものはまず被告人の行動の結果があり、その結果に対する過か程ていを論ろんじるべき場でもあるのです。弁べん護ご人にんの言ってることは支し離り滅めつ裂れつですよ」

「ええ、それはそうかもしれませんね。ですが成瀬検事、その論法はあくまで結果について真実が判はん明めいしている時にのみ使えるものだとは思いませんか？」

「はあ……？　すいませんが弁護人、あなたのおっしゃりたいことがよく分からないのですが」

「では分かるようにご説明いたします。裁判長、弁護側の次の証人として、被告人を取り押さえたという桑原慶介さんを再さい喚かん問もんしたいと思います」

「……ふむ。検察側、何か問題は？」

「……いいえ。特には」

「結けつ構こうです。では桑原さんを再度証言台へ」




　吉村さんが証言台から去り、代わりに桑原さんが立つ。

　その光景を見ながら、私は必死に頭を回転させていた。

　被告人を取り押さえたという桑原さん。その証言の一つに、どうしてもひっかかるところがあった。

　なぜそれがひっかかるのか──。少し前の私には分からなかった。

　だけど、今の私になら分かる。性せい善ぜん説せつなんてウソっぱち、世の中は無実の山下さんに罪つみをなすりつけようとしている腹はら黒ぐろい人たちで満ちているのだ。

「弁護人、尋じん問もんを開始して下さい」

　裁判長の声に、私は桑原さんに向き直った。

「さて、桑原さん」

　自分でもびっくりするぐらい冷たい声が出た。

「な、なんですか？」

　目に見えて桑原さんが動どう揺ようする。

「私はこう考えているんです。

　たとえば、あるＡという人物がいたとしましょう。Ａの職しよく業ぎようは古こ美び術じゆつ商で、掘ほり出し物でもないかととあるフリーマーケットを散さん策さくしていました。

　すると運良くというか、偶ぐう然ぜんにも有名な美術品の皿を見つけました。ところがそれには二万五千円という高い値ね段だんがついていました。けれども、本来の価か値ちはもっと上だから買うことには問題ない。しかし、中ちゆう途と半はん端ぱに高い値ね段だんだったため、Ａはついお金を惜おしんでしまったのです。そして丁度そのとき、それを売っている店主は他の客と話し込こんでいてまったく自分の方を見ていなかったんです」

　陪ばい審しん員いんや裁判長、成瀬検事までもが「何を言い出すんだ？」と私に注目する。ただ一人、桑原さんを除のぞいて。

「これはチャンスだと思ったＡは、ついその品物を盗ぬすんでしまったんです。ところがその直後、品物がなくなったことに気付いた店主が〝泥どろ棒ぼうだ！〟と叫んだ。Ａが驚おどろく間もなく、〝犯はん人にんはその人だ！〟という声が後ろから聞こえてきた。Ａはびっくりして振ふり返ったんでしょうね。ところがどうやら犯人とされているのは自分ではない、自分のすぐ傍そばを歩いている人だったんです。

　Ａは元から万引きなんて行こう為いには慣なれてなかったんでしょうし、さぞかし慌あわてたんでしょう。もし疑いの目が少しでも自分にかかるようなことがあれば、盗品を持っていることが動かぬ証しよう拠こになってすぐにばれてしまう。そしてＡは考えた。その犯人とされた人物を自分の手で捕つかまえることで、スケープゴートにしようと。しかも幸いなことに、その隣となりにいた人物は物の出し入れが簡かん単たんな手て提さげカバンを持っており、簡単に盗んだ品物を放ほうり込むことができたんです！」

「ちょ、ちょっと待って下さいよ！」

　桑原さんが声を大にして叫んだ。

「つ、つまりこういうことですか!?　私が盗んだ犯人だと!?」

「ええ、その通りですよ、桑原さん」

「そ、そんな、酷ひどすぎますよ！　一体何の根こん拠きよがあってそんなことを言うんですか！」

「根拠ならあるんですよ。

　いいですか、前回のあなたの証しよう言げんをよく思い出して下さい。あなたはこう言ったはずです。〝被ひ告こく人にんの手提げカバンを調べると、鉢はちが出てきた〟と。桑原さん、鉢って一体何なんですか？」

「えっ……。い、いえ、何ですかと言われても……鉢は鉢じゃないですか」

「それがおかしいんです。いいですか、あの盗まれた品は、灰はい皿ざらとして売りに出されていました。私にもあれは灰皿に見えますし、まあせいぜいお皿というべきでしょう。あれが植木鉢には見えませんし」

「い、いえ、ですから鉢というのは皿より深くお椀わんより浅い、上部の開いた食器のことを言うんですよ」

「ああそうなんですか。ですが、普ふ通つうの人はあんなお皿のことを鉢とは言いませんよ。ではもう一つ試ためしてみましょう。桑原さん、あなたは現げん在ざい宣せん誓せい下かにあり、意図的にウソをつけばそれはすべて犯はん罪ざいとなります。

　お答え頂いただけますか、あなたは自分の職しよく業ぎようは自じ営えい業だと言っていましたが、実はそれは古こ美び術じゆつ業に関連するものではないのですか？」

「なっ──」

　桑原さんの顔が驚きよう愕がくに歪ゆがむ。言い逃のがれなどできるはずもない。彼の職業も店の名前も、山鹿先生からもらった調ちよう査さ書しよに書いてあるのだから。

「た、確たしかに私は骨こつ董とう品ひんを売る店を経けい営えいしてますが……」

「そうですか。ではここでもう一つだけ、ついでに質しつ問もんさせて下さい。古美術に詳くわしいあなたに是ぜ非ひお伺うかがいしたいのです。検けん察さつ側証拠物ぶつ件けんＡたるあの鉢には、美術的な価値はどれぐらいあるのでしょうか？　繰くり返しますが、あなたは宣誓下にあり、偽ぎ証しようすれば即そく座ざに罪つみに問われる立場にあるんですよ」

　法ほう廷ていは静まり返った。誰もが桑原さんの言動に注目する。

　やがてその視し線せんに耐たえ切れなくなったのか、桑原さんは観念したように言った。

「……あの鉢……いえ、灰皿をもう一度見せて頂けますか？」

　裁さい判ばん長ちようが許可を出し、廷てい吏りからビニール袋ぶくろに入れられた灰皿が手て渡わたされる。

「申し訳わけありませんがその袋からは出さないで下さい。証拠品の一つですから」

　裁判長はあくまで冷静に付け加えた。

　桑原さんは「分かりました」と頷くと、どこぞの鑑かん定てい団だんがやるようにその器うつわをコンコンと叩たたいたりぐるぐる回したりと調べていたが、やがて口を開いた。

「……確かに、これには美術的な価値があります。慶けい安あん時代に作られた有名な古こ伊い万ま里りの一つですよ……」

　法廷がにわかにざわめいた。

「で、ですがちょっと待って下さい！　確かに私は骨董品屋を経営してますし、この品がたまたま値打ち物だったということも認みとめます！　ですが、それで私が犯人であるという証拠にはならないでしょう!?」

　私は肩かたをすくめ、やんわりと言った。

「ええ、その通り。あなたが骨董品を売ってるからといって、あなたが真の犯人である証拠にはなりません。

　あなたが普通の人は使わない〝鉢〟という言葉を使ったからといって、あなたが真の犯人である証拠にはなりません。

　ですが、ここで私は一つだけある検けん査さを要求したいと思います」

「ほう、なんですかな、それは」と、裁判長。

「その灰皿の指し紋もんを調査して欲しいのです。これまでの証言を思い出してください。この証人は、被告人を取り押さえただけだと証言しました。そして、被告人の手提げカバンの中から盗まれた灰皿を取り出したのは、本来の持ち主である塚田さんであることも分かっています。つまり、その灰皿にはこの証人の指紋が付いているわけがないんです。でも逆に、もし指紋があったとしたら、それは一体いつ付ふ着ちやくしたものなんでしょうか？　つまりは、そういうことです。

　私が言い終えたその直後──。

　桑原さんの肩ががっくりと下がり、私は裁判の終わりを確かく信しんした──。




　　　　◆




　後日談。

　あの後、調査のために裁判は延えん期きされ、翌よく日じつになって突とつ然ぜん検察側が起訴の取り下げを提てい案あんした。すなわち、弁べん護ご側勝利が決定し、山下さんは無罪となって晴れて自由の身となったのである。

　うーん……。あの時はただ無罪を勝ち取るため、いろんな事実を考こう慮りよして一番ありそうな推すい測そくをでっち上げてみただけなんだけど……。結果論ろんだけど、まあ言ってみるものである。




　なお、この事件を契けい機きに、私の将しよう来らいの人生設せつ計けい図ずに少々修しゆう正せいが加わったことは、現げん時点では秘ひ密みつにしておこうと思う……。
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　私の名前は一か尺ま八つ寸か東鬼しのぎ。現在の職業は司法修しゆう習しゆう生せい──平たくいうと、弁護士や検けん察さつ官かんなんかのタマゴである。

　その日、私の微び妙みように敬けい愛あいする弁護士・山やま鹿しか先生の法ほう律りつ事じ務む所しよでは、次のような会話が交かわされていた。

「なるほど、お話は分かりました。ですが、やはりあなたのご要望にお応こたえするわけにはいきませんなあ」

　この偉えらそうな声は、当然山鹿先生のものである。

「そうおっしゃらず、なんとかお願いしますよ！」

　そんな先生に一生懸けん命めいお願いしているのは、きちっとスーツを着こなしてこそいるものの、どこか悪あく人にん面づらをした中年のおじさん。

「お気の毒ですが無理なものは無理です。たとえ私のような弁護士といえど、黒を白にするようなお手伝いはできないんですよ」

「そんなこと言わずどうか助けて頂いただけませんか。先生が一番の頼たよりなんです」

「こればっかりは私にはどうにもなりません。助けがいるなら他ほかの人をあたって下さい」

「お金でしたらいくらでもお支し払はらいしますから！」

「どのくらい？」

　……もういいです。私にも最近、人生の機き微びというものがちょっとずつ分かってきましたから。




　　　　◆




　話は二時間ほど前の午前九時ごろ、いつものように私が事務所へと出しゆつ勤きんしてきたときにさかのぼる。

「おはようご……あれ？」

　事務所のドアをくぐったところで、私は思わず挨あい拶さつを中ちゆう断だんしてしまった。見み慣なれない人が二人もいたからだ。

　この時間帯だと、この事務所にはまず山鹿先生しか人がいない。皐さ月つきちゃんは学校だし、影かげ野のさんは……まあ不定期だけど、大体十時ぐらいにならないと顔を出さない。

　だけどこの日は例外だった。いつも開店休業中で、お客さんが来てるところなんて見たことすらないこの山鹿法律事務所。その事務所の、普ふ段だんは昼ひる寝ねにしか使われていない接せつ客きやく用ようのソファに、二人のお客さんが座すわっていたのだ。

　若い男女だ。男だん性せいの方は山鹿先生よりちょっと若わかく、二は十た歳ち過すぎぐらいだろう。女性の方は──服ふく装そうこそ私し服ふくだったけど、二十歳をこえてるようには見えない。高校生ぐらいだろう。

「いいとこへきた一いつ尺しやく。お茶を頼たのむ」

　山鹿先生は私の方を見もせずに言った。

「は、はあ」

　私はお茶くみじゃないし、一いつ尺しやくじゃなくて一か尺ま八つ寸かです──などと抗こう弁べんしたい衝しよう動どうはあったけど、さすがにお客さんの前でそんなことをしては後で山鹿先生に何をさせられるか分かったものではない。私は素す直なおにお茶を用意すべく、隣となりの給湯室兼けん山鹿先生の私室へと向かった。




「どうぞ」

　用意した三つの湯飲みをテーブルに置く。二人の若いお客さんはこういう接待に慣なれてないのか、不慣れな会え釈しやくを返した。

「一尺、お前は下がってていいぞ」

「えっ……。で、でも先生──」

「下がってていいぞ」

　先生は有う無むを言わさぬ強い口調で繰くり返した。

　うう、なんということだろう。私は弁べん護ご士しの実務を経けい験けんするためにこんな事務所へ毎日やってきているのだ。当然、山鹿先生がどんな風に他ひ人との相談にのるのか、その様子も見せてもらえるものとばかり思っていた。

　だけど、先生にその気はまったくないようだった。私はまた抗議したい欲よつ求きゆうに駆かられたけど、この先生に逆さからうと後が怖こわい。ホントに怖い。仕方なくすごすごと隣の部屋へ引き下がることにする。

　でもでも、やっぱり気になる。山鹿先生が他人の相談にのるなんて、私にとっては初めての出来事なのだ。一体どのような相談なのだろうか。そして、あの山鹿先生がどのような受け答えをするのだろうか。興きよう味みは尽つきることがなかった。

　これは──ちょっと司法に携たずさわる人間にはあるまじき行こう為いかもしれないけど、盗ぬすみ聞きしないわけにはいかないだろう。そうだ、山鹿先生は私に下がってろとは言ったけど、盗み聞きをしてはいけないなんて一言も口にしてないではないか。

　私は司法修習生らしからぬ詭き弁べんを考えつくと、ふと思い立って流しからガラスのコップを持ってきた。漫まん画がやテレビなんかでコップを聴ちよう診しん器きにしたててドアに押おし付け、盗み聞きする場面をよく見かける。ちょっとやってみるとしよう。

　ドアにコップを押し付け、さらにそこに右耳を押し付ける。人ひと様さまに見られたらお嫁よめに行けなくなるような格かつ好こうだ。

　だけど、期待に反して隣りん室しつの声はまったくというほど聞こえてこなかった。むう、これまでにテレビや漫画で見たあの構こう図ずはウソだったのだろうか。

　仕方なく、今度はコップを外して直ちよく接せつべたっと耳をドアに押し当ててみる。これまた人様に見られたくない格好だ。

「で、森もり原はらさん……でしたっけ。とりあえず自じ己こ紹しよう介かいでもして頂いただけますか？」

　すると今度は山鹿先生の声がよく聞こえた。むう、コップを介したときよりもよく聞こえる。やっぱりモノに頼たよるのはよくないということだろうか。

「僕ぼくの名前は森原淳じゆん、彼女は本ほん田だ恵けい子こと言います。今日はちょっと彼女のことで相談がありまして」

　若わかい男だん性せいの声が聞こえてきた。この人が森原さんというらしい。

「分かりました。で、突とつ然ぜんのご来らい訪ほうでしたが、どういったご相談で？」

　山鹿先生の偉えらそうな声。どうせ今いま頃ごろは足を組んでふんぞり返っているに違ちがいない。あの人がサービス業を自じ称しようするのは他の接客商売をやってる人々に失礼ではないのかと常つね々づね思う。

「彼女は僕のいとこで、親子三人暮ぐらしだったんですが、半年ほど前にご両親を事じ故こで亡なくしまして……」

「ほう、それはご愁しゆう傷しよう様さまです。で？」

　……先生、せめて同どう情じようするフリぐらいしてあげましょうよ。

「私はまだ高校生なんですけど、両親は決して少なくない遺い産さんを残してくれました」

　今度は若い女性──本田さんの声が聞こえてきた。少し沈しずみがちだけど、ちゃんと芯しんの通った声だ。

「それに祖そ母ぼもいますし、生活に問題はないんですけど、最近ちょっと困ったことが起きたんです……」

「ほう。それは？」

「はい。私の両親は生前、毒ぶす島じま厄やく男おという人に借金をしていたことがあったんです。もちろんその借金はもう全ぜん額がく返へん済さいしてるんですけど、昔は無利息で返済を猶ゆう予よしてもらったりとか、色々とお世せ話わになってたんです」

「ぶ、ぶすじまやくお……？」

　山鹿先生の声は若じやつ干かん引きつっていた。

　ぶすじまやくお。確たしかに名前を訊くだけでいかにも悪人っぽいイメージが湧わいてくる。世の中には本当にいろんな名前があるものだ。

「毒島さんには本当にいろいろとご恩おんがあるんです」と、本田さんは続けた。「私が小さいころは遊んでもらったりした記き憶おくもありますし、両親が亡くなったときも何もできない私に代わって葬そう儀ぎの手配をしてくれたりしました。でもここ半年ぐらい、彼の経営している事業が危あぶなくなってきたとかでずいぶんと人ひと柄がらが変わってきてしまわれたんです」

「なるほど。それで？」

「最近になって、毒島さんが私にちょっとお金を投とう資ししてくれないかって言い出したんです」

「ほう」

　なるほど、私にもちょっと話が見えてきた。

　つまり、その毒島といういかにも悪人っぽい人が、昔の恩にかこつけて未成年の女の子からお金を巻まき上げようとしている──そんなところなのだろう。

「お話を聞いている限かぎりですと本田さん、あなたとしては投資などしたくないというわけですか？」

「……はい。私には投資なんてものはよく分かりませんし、両親の大切な遺産を無む駄だにするつもりもありません。ただ、毒島さんにはいろいろとご恩もありますのでそう簡かん単たんに断ことわることもできなくて……」

「彼女はこう言ってるんですけど、やっぱり僕には毒島という男が何かよからぬことを考えているようにしか思えないんです」

　森原さんの決意に満ちた声が聞こえてきた。

「本当に投資をして欲ほしいのなら、銀行とかのちゃんとした金きん融ゆう機関から借りればいいじゃないですか。ところがあいつは昔の恩を笠かさに着て、両親が亡くなったばかりの彼女のところへこんな提てい案あんをしてきたんです。到とう底てい信用できませんよ」

「…………」

　本田という少女は、黙だまっているだけで毒島の弁べん護ごをしようとはしなかった。彼女もそれなりに不信感は抱いだいているらしい。

「なるほど、お話は大体分かりました。それで本田さん、あなたは一体私に何をお望みなんでしょうか？」

「はい。この話をうまく断れる方法はないかなと思いまして……」

「それはまた妙みようなご相談ですねぇ。お話を聞いている限り難むずかしいことは何もないじゃないですか、あなたに投資する意思がないのなら、そのことを明めい確かくに相手に伝えればいい。それだけで大たい抵ていの契けい約やくは拒きよ否ひできますよ」

　山鹿先生の返答はごく当たり前のものだと私も思う。というか、これぐらいのことならわざわざお金を払はらってまで弁護士に相談に来る必要もないと思う。

　しかし、なぜか二人のお客さんは黙り込こんでしまったようで、何も聞こえなくなってしまった。

「……ふーむ。頭ごなしに拒否するつもりというわけでもなさそうですな。確実に利り益えきが出るからとか、甘あまい誘ゆう惑わくの言葉でも聞かされてるんですか？」

「いえ、そういうわけじゃないんです」と本田さん。「毒島さんには本当にご恩がありますから、頭ごなしに拒否するわけにもいかないというか……」

「なるほど、断りづらいというわけですか。まあそういうこともあるでしょうな。

　では本田さん、一つ不ぶ躾しつけな質しつ問もんですがあなたは今おいくつですか？」

「え……？　じゅ、十七ですけど」

「なるほど、まあそんなところだろうと思ってましたよ。つまり、未成年ということですね。次に、先ほどから投とう資しという言葉が何度か出ていますが、具体的にはいくらぐらい出してくれと言われてるんですか？　安心してください、ここで聞いた話は決して他た言ごんするようなことはしませんから」

「……二千万円ぐらいです」

　に、二千万円……。まあそれがご両親の遺い産さんということを考えれば、多いか少ないかという議ぎ論ろんをするのは失礼だけど、やっぱり聞き慣なれない桁けたを聞くとちょっとびっくりする。私の実家の裏うら山やまが三つぐらい買えてしまうではないか。

「なるほど。確たしかに未成年者に対して二千万もの投資を要求するというのは明らかに異い常じようです。その毒島という男がどういう人物なのかは知りませんが、弁護士として意見を申し上げるのなら、到底信用はできませんな。

　元々、投資という名目で金をよこせというのは結けつ構こう便利な建前です。借金と違ちがって投資が失敗しましたといえばそれだけでお金を返さなくて済すむわけですから。

　もちろん、そういった悪質な投資を取とり締しまる法ほう律りつはいくらでもありますが、世の中のすべての投資を監かん視しできるほど司法機関も暇ひまじゃありませんからねぇ。仮かりに金を騙だまし取られたとしても、素人しろうとが取り返すことは難むずかしいですし。おかげでいつまで経っても投資がらみの詐さ欺ぎ事件もなくならんわけです。ま、世の中に甘あまい話なんてものはそうそう転がっちゃいないってことで、そんな話には乗らなきゃいいというだけのことなんですが。

　っと、少し話が逸それましたな、戻もどしましょう。正直なところ、どうすればうまく断れるかなんて抽ちゆう象しよう的てきなアドバイスを求められても少々困こまるんですが、今回の場合はあなた方に一つだけ有利な点があります」

「そ、それは？」

　森原さんが勢いきおい込んで尋たずねる。

「本田さん、あなたが未成年だということですよ。確か民法の第四条じようだったと思いますが、そこにこんなことが記されてるんです。〝未成年者が保ほ護ご者しやの同意を得ずに行った契けい約やくは、とりあえず破は棄きできる〟とね」

「と、とりあえず……ですか？」

「ええ。あなたが損そんをしないような契約の場合と、あらかじめあなたに使用が許ゆるされたお金──いわゆるお小こ遣づかいですな、この額がくの範はん囲い内で契約した場合など、例外はあるってことです。

　ところで、あなたは両親が亡なくなられたと言いましたね？　となると、親しん権けんを引ひき継ついだ人がいるはずですが」

「ええ。祖そ母ぼです、父方の」

「ではその祖母が保護者に当たるわけです。あなたはその祖母から、受け継いだ両親の遺産について何か言われませんでしたか？」

「ええ、確かに言われました。遺産は私が大人になるまで大切に管理しているから、もしどうしてもお金が必要になったら言いなさいって。必要な生活費や学費なんかは随ずい時じ送ってもらってますけど」

「まあそんなところでしょう。その上で、その毒島という男から二千万もの投資をしてくれないかと言われてるんですよね？」

「ええ」

「なら充じゆう分ぶんです。あなたのような学生が二千万もの投資をするというのは、社会の一いつ般ぱん常じよう識しきから明らかにかけ離はなれています。仮かりにあなたがその投資の契約をしたとしても、それが保護者に無む断だんで行われた契約であるならば、あなたが未成年であるという理由で簡かん単たんに契約を破棄することができます」

「つ、つまり、どうしても断ことわれなくなったら、とりあえず投資をしてしまっても問題はないということですか？」

「まあ建前はそうです。もっとも、何も問題がないというわけではありませんがね。ない袖そでは振ふれぬと言うでしょう？　二千万もの投資に同意して金を預あずけた後で、その毒島という男が破産やら夜よ逃にげなんてことにでもなれば、やはりお金を取り戻すのは難しくなります。

　あなたは断るに断れなくて悩なやんでると言ってましたね？　ならこうすればいい。未成年者の契約は、簡単に破棄できてしまうんですよと、毒島という人に善ぜん意いを込めて教えてやるんです。あくまであなたの善意としてね。そしてその証しよう明めいのために会話をテープにでも録音しておけば、相手も知らなかったじゃ済まされなくなります。

　そうすれば、毒島という人も、法ほう律りつに従したがってあなたが成人するまでの向こう三年は手が出せなくなるはずですし、もしそれでも強引に投資を迫ってきたら、そのテープがあれば簡単に警けい察さつへ駆かけ込むなり裁さい判ばん所しょへ訴うつたえるといったこともできますから」

「な、なるほど……」

　森原さんが感かん嘆たんの声を上げた。

　私もちょっと感心した。なるほど、さすが山鹿先生。一いち応おうは弁べん護ご士しだ。

「あの、でも会話の録音なんて簡単にさせてもらえるんでしょうか？　毒島さんに見られたら、絶ぜつ対たい咎とがめられそうな気がするんですけど」

　本田さんが尋ねる。

「録音については相手の同意を得る必要なんてありません。無む断だんでこっそりやってしまえばいい」

「む、無断でですか？　そんなことして大だい丈じよう夫ぶなんでしょうか？」

「もちろんです。これが、たとえば警察が容よう疑ぎ者しやの会話を無断で録音したとかになると、証しよう拠ことして採さい用ようしてくれなくなることもあります。が、民事──つまり民間人同士の話なら大丈夫です。無断で録音したテープであろうと必ず証拠になりますんで」

「なるほど……。大変よく分かりました」

　そういった本田さんの声は、いくぶん明るくなっていた。

　そしてこれが相談終しゆう了りようの合図となった。

　うーん、普ふ段だんの山鹿先生からはまったく想そう像ぞうがつかないくらいまっとうな答えだった。ちょっと意外。なにしろあの先生のことだ、「じゃあその毒島って男を殺やっちまえばいい。大丈夫だ、後で俺おれが弁護して無む罪ざいにしてやるから」ぐらいの提てい案あんはしかねないと思ってたけど。……ちょっと想像すると、これは恐おそろしいほど完かん璧ぺきな解かい決けつ方法だ。なにしろ法ほう廷ていに立てば多少黒っぽいものでも簡単に白にしてしまう山鹿先生なのだ。というかあの人ならいつかやりかねないような気さえする……。




　　　　◆




　こうして私が初めて耳にする山鹿先生の法律相談は幕まくを閉とじた。山鹿先生の答えに満足した二人は、三十分の法律相談料として五千円を支し払はらって帰っていった。

　私は「さすが先生ですね」ぐらい言ってあげたかったのだけど、そんなことをすれば盗み聞きしてましたと告白するようなものなので黙っていた。




　　　　◆




　それから二時間ぐらいしたときのこと。

　ルルルルル、という音がした。電話ではない。オートロックになっているこのビルの玄げん関かんに、誰だれか新しい訪ほう問もん者しやがやって来たという合図である。

「ほら一いつ尺しやく、また客だぞ」

　山鹿先生は私を見もせずに言った。

　私は一いつ尺しやくなんて名前じゃないし、この事務所のお手伝いでもありません──などと主しゆ張ちようしたってどうせ無む視しされるのだ。私は素す直なおに受話器を取った。

「はい、山鹿法ほう律りつ事務所ですが」

『突とつ然ぜんお訪たずねして申し訳わけありません。わたくし毒ぶす島じまと申しますが、是ぜ非ひ山鹿先生に相談に乗って頂いただきたいことがありまして』

「ちょ、ちょっとお待ち下さい」

　ぶ、ぶすじま……？　こんな特とく徴ちようのある名前を忘わすれてしまうわけがない。私は送話口を押おさえて振ふり返った。

「先生、ぶすじまという方が相談したいことがあるとおっしゃってますけど」

「ふぅん。通せ」

　山鹿先生はまったく躊ちゆう躇ちよせずに答えた。

「お、お入り下さい。お会いになるそうです」

　私はそう送話口に言うと、オートロックのドアを開ける操そう作さをした。




「どうぞ」

　二つの湯飲みをテーブルに置く。

　毒島という男は、本田さんたちから聞いた評ひよう判ばんと、そしてその名前から推すい測そくできる通り、とっても悪人っぽかった。スーツこそ着こなしているが、吊つりあがった目と口はどうみても悪人そのもの。我われながら偏へん見けんだけど。

「一いつ尺しやく、お前は下がってろ」

「はあ」

　またこのパターンである。逆さからうわけにもいかず、私はさっさと隣りん室しつへと戻もどった。

　だけど、やっぱり好奇心を抑えることはできず、再び恥はじも外聞もかなぐりすて、ドアにぺたっと耳を押し付ける。

　なにしろついさっきやってきたお客さんとはまったく別の、どう見ても敵てき対たいする立場にある訪問者である。どんな相談なのか、そしてそれに対し山鹿先生がどのような対たい応おうをするのか、好こう奇き心しんを抱いだくなという方が酷こくだ。

「ご用よう件けんを伺うかがいましょうか」

　相も変わらぬ山鹿先生の偉えらそうな声。

「アポもなしに突然押しかけてすいませんな、先生。私は実業家をやっております毒島厄男と申します。

　それで山鹿先生、いきなりつかぬことをお尋ねしますが、つい二時間ほど前に本田恵子という女がこの事じ務む所しよに相談に来たはずなんですが」

「さて、どうでしたかな。あなたが誰であれ、他の相談者のことについて申し上げることはできかねます」

「ああ、これは先生のお立場も考えず失礼いたしました。ですが、私の方では調べはついてるんですがね」

「ご用件を伺いましょうか」

　先生は静かに同じセリフを繰くり返した。なんか凄すごいことになりそうだというのが肌はだで感じられる。

「分かりました。では、率そつ直ちよくに申し上げます。先生に私の法的代理人になって欲ほしいのです」

「ほう。なれと頼たのまれればもちろん考こう慮りよはしますが、いったいどのような用件であなたの代理人を務つとめればいいのですか？　こう申し上げるのもなんですが、私はこと民事で代理人を務めるのは苦手な方なんですが」

「いえいえ、決して先生にご負ふ担たんをかけるようなものではありませんよ。もちろん詳くわしい理由についてはこれからご説明します。ただ、くれぐれも他た言ごん無む用ようにお願いしたいのですが」

「それはもちろんです。我々弁べん護ご士しや医者は、仕事の中で知り得た話を他言する権けん利りは持ち合わせておりませんので」

　守しゆ秘ひ義ぎ務むというやつだ。

「ええ、では結けつ構こうです。

　実は私、会社をいくつか経営しておるのですが昨さつ今こんの不景気のあおりを喰くらって最近は少し経けい営えいが圧あつ迫ぱくされた状じよう態たいにありましてね。

　もっとも、それも今だけです。もう少しばかり資し金きんがありさえすれば、事業を立て直すことが可か能のうなんです。

　ところが貸かし渋しぶりというやつですな、近ちか頃ごろの銀行ときたらたかが二千万程てい度どの融ゆう資しでさえ審しん査さが厳きびしく、担たん保ぽのない人間は門もん前ぜん払ばらいという有様でして」

　た、たかが二千万て……。それだけの額がくを融資するのなら、銀行が厳しくなるのは当然だと思うけど。

「それで、ちょっと前に私がいろいろと世話を焼いていたとある夫ふう婦ふがいたんですがね。最近その夫婦が事故で亡なくなり、ただ一人の実子である長女にその遺い産さんが受け継つがれたんです。それが本田恵子という十七歳さいの小こ娘むすめなんですがね」

　……どこかで聞いたような話だ。

「まず言っておきますが、私としても世話を焼いてやった夫婦の子です、その子に不自由をさせるようなつもりはまったくありません。もし今私にいくばくかのお金を貸してさえくれれば、何倍にでもして返してあげることができるわけなんです。それで二千万ばかり投資してみないかと持ちかけてみたわけですよ」

「ほう、なるほど」

「ところがその小娘ときたら、私が両親にしてやった恩おんも忘わすれて、まったくこの話に乗ろうとしないんです。私はあの子のためを思ってこんないい話を持ちかけてるんですよ。にもかかわらずです。

　おまけに、ついさっきもその小娘と会ってきたんですが、どこで調べたかは分かりませんが、未成年者が行った契けい約やくはすべて無効にできるなんて建たて前まえを聞きつけてきたんです。だから成人するまでの向こう三年はお互たがいこういった話はしない方がいい、なんて言うんですよ。

　私は何もお金を取り上げようとか言ってるわけじゃないんですよ、投資してくれれば何倍にもして返すと言ってるんですよ。まったく恩知らずな娘でしょう？」

「ええ、おっしゃる通りですな」

　せ、せんせぇ。そこで相あい槌づち打たなくてもいいんじゃないでしょうか。

「そこで先生に是ぜ非ひお力ちから添ぞえをお願いしたいわけなんですよ。その、なんといいますか、どうやったらその娘に投資させることができるかを、ですね」

　名は体を表すというのは、少なくともあの毒島という人に限かぎっては真実らしい。

　なんという自分本位な相談だろう。本田さんは自分の権利を主張しているだけだ。にもかかわらず、その権利を奪うばう方法を教えてくれだなんて。法ほう律りつを遵じゆん守しゆし、社会倫りん理りに従したがうべきまっとうな弁護士なら、こんな相談に乗るはずがない。

　しかし問題は──山鹿先生にはまっとうなんて言葉がまったくもって似に合あわないということだろう。

「なるほど、用向きは分かりました。ですがそういうことでしたら、ここで相談に乗れば済む話じゃないんですか？　何も私があなたの代理人になる必要はないでしょう。代理人になるとなれば、お金だって少し高くつきますよ。着手金だけで十万はもらうことになりますが」

　山鹿先生は説教をすることもなく、淡たん々たんとそう言ってのけた。

「ええ、お金をお支払いすることについては何も問題ありませんよ。

　実はですね、私が調べたところではその娘というのは二時間ほど前にこの事務所に相談に伺ってるはずなのです。もし彼女がまたこの事務所に相談にやってきたりしたら、あなたは弁護士としてその相談に乗らなければならないでしょう？　しかしあなたが私の代理人になってくれれば、私の利り益えきを第一に考えて行動していただけるはずです。つまりはそういうことですよ」

　な、なるほど。それでわざわざ代理人のお願いにきたんだ。思わず納なつ得とくしてしまった。言ってることは汚きたないけど、確たしかにその通りだ。もし山鹿先生がこの毒島さんの代理人を務つとめることになったとしたら、毒島さんのあらゆる利益・権けん利りを守るべく行動しなければならない。本田さんがまた相談にきたって、今度はロクなアドバイスをしないだろう。

「なるほど、お話はよく分かりました。私は民事で依い頼らいを引き受けることはしない方ほう針しんなのですが、そういうことでしたら確かに代理人を務めることも可か能のうでしょう。

　ですが、未成年者の契約が破は棄きできるというのは有名な法律ですし、それを知った上でなお投とう資しを強要するとなれば、詐さ欺ぎや脅きよう迫はく紛まがいのことになりかねません。私は弁べん護ご士しとして、そういった相談に乗るわけにはいかないんですがね」

　よかった、やっぱり山鹿先生だ。先生は普ふ段だんは悪人っぽい言動しかしてないけど、一いち応おうは無実の罪つみを着せられた弱者の権利を守る正せい義ぎの弁護人としてその名を轟とどろかせているのだ。こんな話に乗るわけがない。

　ところがである。

「それはこちらももちろん承しよう知ちしておりますよ。私だってブタ箱に放ほうり込こまれるようなことをしたくはありません。先生にご迷めい惑わくをおかけするつもりもありません。私はあくまで合法的な範はん囲いで事じ態たいを解かい決けつする手しゆ段だんを教えて頂いただきたいのです。法律に詳くわしい先生なら可か能のうだと思うのですが……」

「なるほど、あくまで合法的な範囲で、ですか」

「ええ、合法的な範囲で、です。繰くり返しますが、法に触ふれるようなことはいたしませんとも」

　この毒島の言葉に対し、山鹿先生はずいぶんと考え込こんだ後、こう答えたのだった。




「なるほど、お話は分かりました。ですがやはりあなたのご要望にお応こたえするわけにはいきませんなあ」




　この後、山鹿先生がどういう受け答えをしたのか。それについては冒ぼう頭とうの会話を思い出して欲ほしい……。




　　　　◆




　まるで越えち後ご屋やとお代官さまのような会話はその後も続いた。

「では、とりあえず代理人になるにあたっては着手金をお支し払はらいしてもらうことになっています」

「ええ、分かっておりますとも。それで、いかほどお支払いすれば……？」

「とりあえず二十万ほどで結けつ構こうです」

「分かりました、ではすぐに……」

　と、とりあえずって……。大して手間もかからない仕事なのに、二十万もの着手金を要求する先生も先生だ。

　お金がないと言ってたくせに、すぐにそれだけのお金を支払う毒島さんもどうかと思うけど。

「結構です。ではこれで私はあなたの代理人です。

　何度も言いますが、法ほう律りつに違い反はんするようなことについては何も助言できませんよ。そして万が一あなたが法に触れるような行こう為いをした場合、私はすぐに手を引きます。それだけはわきまえておいて下さい」

「ええ、分かっておりますとも。逆ぎやくをいえば法律に違反しない範囲ででしたらいくらでも助言してくれるというわけですね？」

「ええ、まあそういうことになりますかな」

　山鹿先生はどこか楽しそうな声で言った。きっと今いま頃ごろはニヤリと笑っているに違ちがいない。

　弁護士と依頼人との会話は、完全な秘ひ匿とく特権が認みとめられている。秘匿特権に基もとづく会話は、たとえ裁さい判ばん所しよであろうと聞き出すことはできない。神様仏様であっても無理だ。

　つまり建前で言えば、依頼人の方が黙だまってさえいれば、弁護士はたとえ詐欺なんかの相談に乗ろうと絶ぜつ対たいに犯はん罪ざい教きよう唆さの罪などには問われないことになる。















　もちろん弁護士には守るべき倫りん理り規き定ていというものがあり、そういった悪あく質しつな相談に乗ることは禁きんじられている。だが、弁護士と依頼人との会話が完全な秘匿下にある以上、どんな悪質な相談に乗ろうと誰もその罪を立りつ証しようすることはできない。依頼人が警けい察さつに逮たい捕ほされるような悪事でもやらかせば話は別だが、法に違反しない限かぎりは何をやらかそうと問題はない。

　つまり、罪にならない法律の抜ぬけ穴あなをちょこっと伝でん授じゆするぐらいなら、弁護士にとってなんら差さし障さわりはないということになる。その結果──法律を味方にできない人が泣き寝ね入りするハメになるのだ。そう、今回の本田さんのように。

　だけど、それをよりにもよって山鹿先生がやるなんて……。いや、けっこー予よ測そくはできてたけど……。

「それで、一体どうすればその女に投とう資ししてもらうことができるんでしょうか」

「ええ、いくつか方法はあります。

　確かに未成年者とそのような契けい約やくをするのは難むずかしい。その上今回は十七歳さいの少女に二千万もの投資を要求してるわけです。これは一いつ般ぱん常じよう識しきから見ても明らかに変ですから、たとえ保ほ護ご者しやの同意を得て契約にこぎつけたとしても、将しよう来らい裁判所に不ふ審しんがられる可か能のう性せいは充じゆう分ぶんにあります。

　ですが方法はあります。一つはあなたがその娘むすめと結けつ婚こんするということですが……ま、これはちょっと無理でしょうな」

「ええ、さすがにそれは世せ間けん体ていが悪いですな」

　毒島の苦く笑しようが聞こえた。

「となるともう一つ。あなたが彼女の後見人になるという方法があります。もっとも、彼女の現げん在ざいの後見人があなたにその権けん利りを譲ゆずってくれればの話なんですが」

「後見人……ですか。それはどういう……？」

「名前ぐらいは聞いたことがあるはずです。イメージもなんとなく浮かぶと思いますが？」

「ええ、まあ。ようするに後ろ盾だてとなって補ほ佐さをするとか、そういうことですよね？」

「そういうことです。後見人になると、後見される者──この場合はその娘さんですが、彼女に関する色々な権利と義ぎ務むを負うことになるんですが……ま、あなたに一番重要なのは財ざい産さん管理権でしょう。

　ようするに後見人は、まだ責せき任にん能のう力りよくが未発達な未成年が自分の財産を浪ろう費ひするようなことがないよう、その財産を管理し、保ほ存ぞん・利用・改良行為なんかを行えるわけです。

　もちろん、これは好き勝手に浪費していいなどという意味じゃありませんがね。資産の運用はあくまで後見される者のためになるものでなければなりません。もし資産が目め減べりするようなことがあれば、背はい任にんやら横おう領りようといった罪つみに問われることにもなります。

　まあもっとも、世の中すべての資産の運用について監かん視しできるほど裁判所も暇ひまじゃないでしょうがね」

「なるほどなるほど。つまり、逆に言えば……その財産管理権とやらを返すときに資産が減ってさえいなければ、何をやっても大だい丈じよう夫ぶということですね？」

「さて、それはいささか論ろん理りが飛ひ躍やくしすぎてると言うべきでしょうな。もちろん、後で返せばいいやと思って管理すべき資産を浪費するような行為は犯罪ですよ」

「なるほど。いえ、もちろん先生のご迷めい惑わくになるようなことはいたしませんとも。

　ですが、たとえば私があくまでその娘のためを思って、絶ぜつ対たい確かく実じつな投資を行うとなれば、それは違法行為でもなんでもないわけですよね？」

「ええ、まあそうです。ある程てい度どの投資というものは財産を運用していく上で必要な行為ですから。もちろん、下へ手たすりゃ一銭せんも返ってこなくなるような危き険けんな投資は違法ですが」

「つまり、財産管理権を持つ者が、悪意もなく絶対確実な投資だと思い込んでいれば問題はないわけですね？」

「さて、それは少し語ご弊へいがあるかもしれませんが。

　でもまあその結果、財産管理権を返すときに財産が目減りしてるようなことがなければ、なんの問題も出てこないでしょうがね」

「なるほどなるほど。いや、とても参考になりますなあ、はっはっは……」

　な、なんかとってもどす黒い会話だ……。

「しかし、血けつ縁えん関係にあるわけでもない私が後見人なんてなれるんでしょうか？」

「それについては少し厳きびしいハードルがあるでしょうな。あなたが後見人になるには、まず現在のその娘むすめさんの後見人──まあ親類の誰だれかでしょうが、その方に辞じ任にんしてもらい、あらためて家庭裁さい判ばん所しよにあなたを指名してもらう必要があります」

「さ、裁判所の指名を受けなければならないんですか？　それは……」

「裁判所の指名といっても、裁判所が何かを調ちよう査さするようなことはほとんどありません。親類からの推すい薦せんでもあれば簡かん単たんになれる程度のものですよ」

「ほほう」

　なぜか毒島さんの嬉うれしそうな声が聞こえた。

　ドア越ごしなので、毒島という人がどんな顔をしているかを私に知る術すべはない。だけどなぜだろう、そのとき私は毒島さんがニヤリと笑っているような気がしてならなかった。

「そういうことでしたら大分有利になりますな。実は私は彼女の両親をずいぶん世話してやったこともあって、親類には評ひよう判ばんがいい方でして……。それに、他にもまあ、いろいろネタがありましてね。

　ただ問題は、その小娘の方にはあまり好かれていないようなんですが」

「ほう、まあそれなら大して問題ありませんよ。なにしろ彼女は未成年ですし、後見される側という立場ですからね。裁判所も親類の意見の方を尊そん重ちようすることが多いんですよ」

「なるほどなるほど、さすが先生。いや、私の代理人になって頂いただいて本当によかった。うわっはっはっは」




　　　　◆




　この満足げな笑い声の後、毒島さんは帰っていった。

　私はすぐさま隣りん室しつに入って山鹿先生を問とい詰つめたい衝しよう動どうに駆かられた。

　──先生、ひどいじゃないですか。さっきは本田さんの味方だったのに、手のひらを返すように敵対する立場にある人の代理人になっちゃうなんて。

　でも、先生の返答は容よう易いに想像できる。

　確かに質問をされたから本田さんの相談には乗った。それで二人は満足して帰っていった。その時点であの二人との契けい約やくは完全に終了してるのだ。その後で山鹿先生が誰の代理人を務つとめようと勝手なのだ。それに誰にだって弁護士を依い頼らいする権利もある──そんなとこだろう。

　先生なら臆おく面めんもなく言ってのけるだろう、最初の二人が先に自分を雇やとっておけばこんなことにはならなかったんだと……。




　だけど、今回の話はまだこれで終わりではなかった。




　　　　◆




　さらに翌よく日じつのことである。滅めつ多たに客が来ないはずの我わが山鹿法ほう律りつ事じ務む所しよは、二日続けてお客さんの訪ほう問もんを受けることとなったのだ。

　しかもそのお客さんとは、昨日本田さんと一いつ緒しよにやってきた森原さんだったのだ。はて、本田さんの方はどうしたんだろう。

「一いつ尺しやく、お茶だ」

「はぁ」

　三度目ともなるともうパターン化してくる。私はとっととお茶を用意し、二つの湯飲みをテーブルに置くと、先生に追い出される前に隣りん室しつへと引きこもった。

　そしてまた外聞をかなぐり捨すて、ドアに耳を押おし付ける。

「ではまあ、ご用よう件けんを伺うかがいましょうか」

　今の先生は、森原さんとは敵対する立場にある毒島さんの代理人なのだ。そのこともあってか、先生の声は昨日本田さんと接せつしていたときよりもさらに尊そん大だいになっていた。

「はい。昨日一緒にこちらへやってきた恵子……いえ、本田さんのことなんですが……。

　実は昨日、この事務所を出てから、すぐに二人で毒島に会いに行ったんです。今度こそ投とう資しの話をしっかり断ことわろうと思いまして。

　先生から頂いた助言もありましたから、そのときはうまく断れたんです。ところが、昨日の夕方ごろ突とつ然ぜん祖そ母ぼから本田さんに電話があったらしいんです。あ、昨日も言いましたけど僕ぼくと本田さんはいとこ同士で、祖母は同じ人にあたるんですが」

「なるほど。それで？」

「祖母がこんなことを言ったらしいんです。後見人の立場を毒島に譲ゆずると。毒島にはいろいろと恩おんもあるし、遺い産さんの管理も毒島の方がうまくやってくれるだろうって……」

「なるほど。それで？」

「先生、それでじゃないですよ！　後見人になったら本田さんが両親から受け継ついだ遺産の管理ができるようになってしまうんでしょう？　教えて欲ほしいんです、どうやったらそんなことを回かい避ひできるのかを」

「なるほど、そういうことですか。ですが、そういう事じ情じようでしたらなにも私に相談に来ることでもないでしょうよ。あなたのお祖ば母あさんがどのような決けつ断だんをしようと、私がとやかく言う権けん利りはありませんよ。あなたがお祖母さんを説得すべきでしょうが」

　先生の言うことはいつももっともである。

　いくばくかの沈ちん黙もくがあった。そして、森原さんの決意に満ちた声が聞こえてきた。

「……分かりました、すべてをお話しします。















　実は……祖母が毒島の話を受け入れたのは、僕に原げん因いんがあるんです。

　僕は毒島の経けい営えいしていた店でアルバイトをしていたことがあるんです。そのときに、レジのお金がなくなってしまうという事件があったんです。それで、その事件が起きたときのレジの責せき任にん者しやが僕だったものですから……」

「あなたが盗ぬすんだと思われたわけですか？」

「はい……」

　森原さんが悔くやしげに言った。

「もちろん僕はそんなことやってませんし、証しよう拠こだって何もありません。

　そもそも、僕のしでかしたことで本田さんに迷めい惑わくをかけるつもりはさらさらありません。毒島に訴うつたえられるようなことがあっても、受けて立つつもりでした。

　でも、毒島はよりにもよって祖母にこのことを話してしまったらしいんです。後見人の立場を譲ってくれればこのことは公おおやけにしないと、半ば脅きよう迫はくするような形で……。それで、祖母も断れなくなったらしいんです。

　お願いです先生、僕はどうなってもいいんです。ですが彼女の迷惑になることだけは耐たえられません。教えて下さい、僕は……僕は、どうしたらいいんでしょうか」

　うわ、いきなりの急展てん開かいだ。

　そういえば毒島さんも昨日、何か説得の材料があるようなことを言ってたけど、それはこういうことだったのか。

「あいにくですが──」

　でもやっぱり、山鹿先生は山鹿先生であった。

「森原さん。私はあなたの相談に乗るわけにはいきません」

「えっ!?　な、なぜですか……!?」

「私は今ある人物の法的代理人を務つとめています。私はその人物の権利や利り益えきを守るべく行動せねばならんのです。今あなたの相談に乗ることは、その人物の利益に反することになりますので」

「え……。まっ、まさか先生、その人物って毒島のことじゃありませんよね……!?」

「私の依い頼らい人にんについてあなたに何かを教えて差し上げる義ぎ理りも義務もありません。申し訳わけありませんがお引き取り頂いただけますか。相談料は結けつ構こうですので」

「……くっ！」

　それですべてを悟ったのだろう。森原さんの悔しそうな声がして、続いてバンと事務所のドアを乱らん暴ぼうに閉しめる音が聞こえた。

　森原さんが怒おこるのも無理はない。うううう、話を聞いてる限かぎりじゃ私にだって山鹿先生が完全な悪人に思えてしまう。

　以前の私だったら、そんな人に自分が師し事じしたことすら恥ち辱じよくと思い、とっとと田舎いなかに帰っていたかもしれない。

　だけど、今の私にはこう思えてしまうのだ。

　これが法ほう曹そう界かいにその名を知られた山鹿先生だと。所しよ詮せん弁べん護ご士しなんてこんなものであると。人生、うまく立ち回れるものが勝ち組なのだと……。

　それでも──やっぱり弁護士は弱者の、立場の弱い人の味方であるべきだ。

　今回ばかりは相手が山鹿先生であろうと、私はちょっと怒った。

　隣となりの部屋に押しかけ、のんきに湯飲みを口に運んでいる山鹿先生を怒ど鳴なりつける。

「先生！　いくらなんでもあれはあんまりですよ！」

「なんのことだ？」

「なんのことだじゃないですよ、さっきの相談ですよ！　森原さんは明らかに脅きよう迫はくされてたじゃないですか！　脅迫は立りつ派ぱな犯罪ですよ！　それなのにあんな言い方をして追い出すなんて、先生は犯罪者の肩を持つんですか!?」

「ほう。そいつは変だな」

「……え？」

　山鹿先生はなぜか私をにらみつけ、瞬しゆん間かん的てきに私の気き勢せいはそがれてしまった。

「おい一いつ尺しやく。向こうの部屋にいたはずのお前が、なんで相談の内容を知ってるんだ？」

「え、えひ？　いえ、それはだってその、ちょっとあのお二人の声が聞こえてきちゃったりしたものですから」

「ほう、そうか。まさかとは思うが一いつ尺しやく。お前、隣の部屋で聞き耳を立てたりなんてしてないだろうな？」

「も、もちろんですよ、そんなことするわけないじゃないですか。ただ、ちょっとたまたま、なんというか、声が聞こえてきちゃったりしちゃったわけでして」

「ならいいがな。お前も知ってるだろうが、弁護士と依い頼らい人にんとの会話は裁判所だろうが神様であろうが立ち入れない領りよう域いきだ。お前、自分の立場はよくわきまえてるだろうな？　盗ぬすみ聞きで弁護士のタマゴを警けい察さつに突つき出すのはさすがに俺も気がひける」

「は、はい、よく分かってますって」

　私は蛇へびににらまれた蛙かえるのような状じよう態たいで声を絞しぼり出した。

　って違う！　ここで先生に吞のまれちゃだめだ。森原さんのためにも、言い返さないと。

「で、でも先生。これはその、偶ぐう然ぜんさっきの会話が聞こえちゃったから言うんですけど、明らかに脅迫された森原さんを、あんな風に追い返しちゃうのは、いくらなんでもちょっとあんまりじゃないでしょうか……？」

「ほう。じゃあ訊きくが、俺の依頼人が犯罪者だって証拠がどこにある？」

「え。だ、だって脅おどされたって森原さん言ってたじゃないですか」

　山鹿先生はやれやれと大げさなため息を吐ついた。

「お前は酔よっ払ぱらいの言葉を真に受ける無む能のうな検けん察さつ官かんか？

　いいか、よく考えろよ。確たしかに森原は脅迫されたとかほざいてたが、あいつは俺の依頼人と敵てき対たいする立場にある人間だぞ。証拠もないのに一方的にそれを信じて依頼を放ほう棄きしちまう方が弁護士としちゃ失しつ格かくだろうが」

「ううう、確かにそれはそうですけど……」

　これまた確かに先生の言ってることは正しい。敵対する立場にある人が中ちゆう傷しようするなんてよくあることだ。それを鵜う吞のみにしてしまうなんてことは、確かに弁護士にはあるまじき行こう為いだろう。

「で、でも先生。本当にあの毒島という人が森原さんのお祖ば母あさんを脅迫してるって可か能のう性せいもあるはずじゃないですか！」

「可能性だけで物事を決められるか。確かに脅迫したっつーのが間ま違ちがいなく事実だったら毒島から手を引くことも考えるが、それが判明するまでは俺は毒島の代理人だ、森原の相談にのってやることはできん。それが建前ってもんだろうが」

「……そ、それはそうですけど」

「分かったか。分かったのならもう口出しするな。それよりもお茶請うけのお菓か子しでも買ってこい」

　さすがにむかっときた。

「分かりました、ええ、先生のおっしゃることは正しいですとも。いいですよ、じゃあちょっと私は買い出しに行ってきますから」

　怒いかりを押し殺してなんとかそういう。

　私は森原さんを信じる。そして、森原さんは今、助言を必要としているのだ。

　私はすぐさま森原さんを追いかけるべく、事じ務む所しよを飛び出した。




　　　　◆




「せ、先生！　大変です！」

　毒島さんが事務所に飛び込こんできたのは、さらにその次の日だった。

「どうかしましたか、毒島さん」

「あああああの本田って小こ娘むすめが、いきなり結けつ婚こんするなんて言い出したらしいんです！　なんでも法ほう律りつというものは、結婚するとたとえ十七歳さいでも成人とみなすらしいじゃないですか！　それじゃあもう後見人になっても意味がありませんよ、なんとか助けて下さい！」

「ほう。それはまた厄やつ介かいなことになりましたな。

　ですがその前に、私も一つあなたにお尋たずねしたいことがあります」

「は？　な、なんですか？」

「実は昨日、森原という青年がうちの事務所に相談にやってきましてね」

「ええっ、あいつが!?　一体何の用で!?」

「そんなことはどうでもよろしい。今話してるのはあなたではなく私です、黙だまって聞いてください」

「は、はあ」

　毒島さんは気け圧おされたように黙り込んだ。

「その森原さんがこんなことをおっしゃるんですよ。一昨日の夜、あなたから彼の祖そ母ぼに電話があったと」

「ええ、しましたが、それが何か？」

「一体どのような用向きだったんですか？」

「いえね、大したことじゃありません。森原って男は昨日お話しした本田って女のいとこなんです。つまり、彼の祖母は本田の後見人でもあるわけですよ。実は私は森原って男の弱みを握にぎってましてね。まずその祖母に話を通したわけですよ。後見人の地位を譲ゆずってくれないかとね」

「ほう。で、その祖母は話に乗ってくれたわけですか？」

「ええ、それはもちろん！」

「ほう、それは大変興きよう味み深い。いったいどのような弱みを握ってらしたんですか？」

　毒島さんはニヤニヤと笑いながら、

「いえね、実は森原は私の経けい営えいしてる店でバイトをしてたことがあったんですが、彼がレジを担たん当とうしてるときにお金が紛ふん失しつするという事じ件けんがあったらしいんです。それで、ちょいとそのことで彼の祖母に刑けい事じ告こく訴そする準じゆん備びがあると言ってやったわけですよ。そしたら、もうあとは簡かん単たんでした」

　すると山鹿先生も毒島さんに合わせるように、ニヤニヤと顔をゆがめた。

「ほう、それはうまくやりましたな。

　ところで毒島さん。私は一つあなたにお伝えしなければならないことがあります」

「はあ、なんでしょうか？」

　突然、山鹿先生は鬼おにのような形相で毒島さんをにらみつけた。

「あんたとは手を切らせてもらうってことだ。いったはずだ、あんたが法に触ふれるようなことをしやがったら、すぐさま俺おれは手を引かせてもらうとな。

　刑事告訴をネタに後見人の地位を譲らせただと？　そういうのを脅きよう迫はくっつーんだよ」

　毒島さんは突とつ然ぜんの先生の豹ひよう変へんぶりにたじろぎながら、

「ちょ、ちょっと待って下さいよ。そりゃあ早とちりってもんです先生。た、確たしかに脅迫まがいのことをやったかもしれませんが、森原やあのばあさんがそのことを警けい察さつに持ち込むようなことはありませんよ。そんなことをすれば、あいつが自分から窃せつ盗とう容よう疑ぎで逮たい捕ほされることになるんですから」

「そんなことはどうでもいいんだよ。俺が問題にしてるのは、あんたが法に触れるようなことをやらかしたって事実だけだ。森原が警察に持ち込む持ち込まないは関係ない。

　弁べん護ご士しが犯はん罪ざいに加か担たんするようなマネはできん。これは前にもそう言ったはずだからな。悪いが、今すぐ俺の前から消えてもらおうか」

「なっ、なんだと……！」

　とうとう毒島さんもキレ始めた。

「いきなり弁護士が依い頼らい人にんを捨すてるようなマネをして許ゆるされると思ってるのか！　弁護士会に訴うつたえて貴き様さまの弁護士資し格かくを停止してやることもできるんだぞ！」

「ああ、訴えたければ訴えればいいさ。ただし、そうなったら俺があんたの代理人を降おりた理由を説明しなきゃならなくなる。つまり、あんたが人を脅迫したってことをな。俺にとっちゃ、森原の窃盗容疑が明るみになろうが、別にどうでもいいことだしな。

　ま、あんたが自分のことを犯罪者だと喧けん伝でんしたいのであればそうすればいいさ」

「う、うぐっ……」

「分かったのなら今すぐこの事務所から出て行け。二度と顔を出すな」

「お、覚えてろ！」

　毒島さんはとっても毒島さんらしいセリフを吐はき捨すてると、事務所を出て行った。




「おい、一尺」

　毒島さんが出て行って事務所に平穏が戻ると、唐突に先生は私の名を呼んだ。

「は、はい、なんでしょうか先生」

「お前、昨日買い物に行ったとき、何かしたな？」

「ええ、ちょっと。森原さんを追いかけて、民法七五三条じようのことを教えてあげました」

「ふん……」

　民法七五三条。未成年者が婚こん姻いんをしたときは、これによって成年に達したとみなすというものだ。これによって、後見人はその意味を失う。当然、財ざい産さん管かん理り権けんも消失する。

　未成年者の契けい約やくは破は棄きできるという権利もなくなってしまうけど、そんなこと、毒島さんに強く断ことわればいいだけの話だ。

　未成年者の婚姻には保ほ護ご者しやの了りよう承しようがいる。もし毒島さんが後見人になってしまっては手が出せなくなってしまうけど、後見人になるにはいろんな手続きが必要で、当分はお祖ば母あさんが親権者のままだから問題はない。

　森原さんの会話を聞いてると、どうみても本田さんとデキてるようにしか見えなかった。だから私は言ってやったのだ。本当に本田さんのことを思ってるのなら、自分にやましいところがないのなら、彼女と籍せきを入れてしまい、お互たがい支ささえあって脅おどしなんかに屈くつせず堂々と毒島さんと対決するべきだと。

　今日毒島さんが乗り込んできたところを見ると、どうやら森原さんは覚かく悟ごを決めたらしい。それでいいんだ、きっと。

「一つ聞いておきたいんだがな、一尺」

「はい、なんですか？」

「昨日の時点では、この事じ務む所しよは毒島の味方をする立場にあった。それなのに、お前が勝手に森原の味方をしたというのはどういう魂こん胆たんだ？　確かに結果として毒島の代理人の座ざは蹴けったがな、一いち応おう通しておくべき筋すじというものもある。答えによっちゃ、タダじゃ済すまさんぞ」

「だって、私はこの事務所の弁護士でも事務員でもなんでもないですもん。お給料だってもらったことはありませんし、先生もおっしゃったじゃないですか。私は単なるお茶くみだって。お茶くみが誰だれにどんな助言をしようと自由でしょう？」

「……ふん、詭き弁べんばっかりうまくなりやがって」

　山鹿先生はそれだけいうと、もはや何も言うことはないと言わんばかりに新聞を読む作業に没ぼつ頭とうしました。

　ええ、そりゃ詭弁もうまくなりますとも。

　だって私は、山鹿先生に師し事じしてるんですから。
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　関東に長ちよう期き間かんにわたって留とどまり続けた寒かん冷れい前ぜん線せんの影えい響きようでちらほらと雪が舞まっていたその日。

　場所は公立明あけ野の南みなみ中学校二年Ａ組、時じ刻こくは放ほう課か後ご、午後三時。

　今この教室の机つくえは、普ふ段だんとまったく違った形に並ならべ替かえられていた。

　黒板の前に教きよう卓たくがあるのはいつも通りだけど、今は先生の代わりにメガネをきらめかせたＣ組の委員長が座すわっている。普段教室に整せい然ぜんと並べられているはずの机は全て廊ろう下かに出されており、教卓の左側に七人、右側に八人、計十五人のＣ組やＤ組の男女がそれぞれ椅子に腰こし掛かけていた。陪ばい審しん員いんとして。

　教室の後ろ半分には椅子が雑ざつ然ぜんと並べられ、我わがＢ組はもちろん、これから始まるイベントに興きよう味みを抱いだいている他のクラスの生徒も押おしかけていた。

　陪審席のやや手前には二組の机と椅子が向かい合わせに置かれており、さらにその間にポツンと一つだけ机が置かれている。正面向かって右側の席に座るのが弁護側、左が検察側、そして中央の机は証しよう言げん台だい代わりだ。テレビドラマでよく見る法ほう廷ていを、ムリヤリ教室の椅子と机で再さい現げんした結果がこれである。

　そしてその弁護側の席に座るのがこのあたし、皐さ月つき伊い予よ様である。東の思し想そうに身を捧ささげた現役美少女女子中学生──十年後の人々ならまあそれぐらいの修しゆう飾しよく語ごはつけてくれるだろう。

　中学生には見えない中学生こと山やま戸と武たけるという男子が、裁さい判ばん長ちよう席代わりの教卓で、教室──もとい法廷を見回した。眼め鏡がねをかけたそれなりにハンサムな生徒で、背が高くて運動神経が抜ばつ群ぐんで腕うでっぷしも強くてその上成績も優秀というとんでもないやつである。ただし、性格は悪い意味で個性的過ぎる。

「さて。それでは……瓜うり畑ばたけ君、準じゆん備びはいいかね？」

「ええ、よろしくてよ」

　その女──瓜畑良よし子こは、これまた中学生には見えないたかびーな態たい度どで答えた。現役の検けん事じを兄に持つが、脳ミソの代わりに胸ばっかり育ってしまった可哀かわい想そうなヤツである。おまけに何かと人の上に立ちたがろうとする最さい悪あくな性格の持ち主であるため、この学校のアイドルであるあたしにことあるごとに張はり合おうとしてくるのだ。

　おかげであの女とあたしは、この学校の生徒で知らぬ者はいないほどの犬けん猿えんの仲である。もちろん猿さるが瓜畑だ。

「皐月君、よろしいか？」

「ええ、さっさと始めようじゃないの！」

　瓜畑に負けずにあたしも力強く答えた。

「結けつ構こう、ではこれより学級裁判を始めるとしようか」

　裁判長のメガネがキランと光った。




　　　　◆




　今回の事じ件けんの発ほつ端たんは、この学校伝でん統とうの、誰もが忌いみ嫌きらう年中行事にあった。

　ぶっちゃけて説明しよう。我わが公立明あけ野の南みなみ中学校の二年生は、雪の降ふり始めるこの時期になると、生徒やその家族、近きん隣りんに住んでいる人々を観客に演えん劇げきをすることになっているのだ。通つう称しよう演劇会。まったく、演劇部員あたりならともかく、反はん抗こう期き入りかけのあたしたちが、好んで劇なんてやりたがるわけがないとゆーのに。

　それも何を血ち迷まよったのか、よりによって我が二年Ｂ組と、不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵てき・瓜畑のいるＡ組とが合同で一つの劇をやることになってしまったのだ。

　これで問題が出てこないわけがない。

　まず、どんな劇をやるのかを決める段だん階かいからして混こん乱らんの極きわみとなった。あたしたちＢ組が主しゆ張ちようしたのは桃太郎で、一方、瓜畑率ひきいるＡ組の主張は赤ずきんちゃんだった。別に桃太郎でなければいけないという理由はなかったのだけど、そこはそれ派は閥ばつが二つしかなかった上に、お互たがいが嫌い合っているという状じよう況きようである。妥だ協きようを知らないあたしたちの議ぎ論ろんは、ケンケンゴーゴーといつ果てるともなく続いた。

　そんなときである。

　突とつ然ぜん教室の扉とびらが開き、あの男──山戸武が入ってきたのだ。

「もめごとかね！　もめごとかね！　それはいかん！　まず私に事じ情じようを話してみなさい！　感情に惑まどわされてはいかん！　推すい測そくで物事を判はん断だんしてはいかん！　紛ふん争そうの解かい決けつには、まず第三者に事情を説明し、冷静かつ客観的に判断することこそがうぬおおぁぁっ!?」

　そのときはまだＬロングＨホームＲルーム──すなわちまだ授じゆ業ぎよう中だった。

「はいはい委員長、授業中に教室出ちゃダメだよ」

　と、Ｃ組の副委員長の女子に手て慣なれた様子で襟えり首くびを引きずられていってしまったのだ。

　そんなどうでもいい出来事こそあったものの、残念ながらあたしたちＢ組とＡ組はお互いに妥協点を見み出いだすことはできず、話し合いは放課後になっても続いた。

　しかしである。山戸という男の辞書には諦あきらめとか傍ぼう観かんなどといった言葉は載のっていないらしく、あの男は放課後になるなりすぐさままたあたしたちの教室に入ってきて、ムリヤリ事の成り行きを聞きだしたのだ。

　そしてすべてを悟さとると、山戸は教卓に立ち、まるでスターリングラードへ赴おもむく兵士に語りかける政せい治じ士し官かんのような口ぶりで演説を始めたのだ。

「きみたち！　このような不毛な論争をただ続けても得るものは何もない！　どうか私の話を受け入れたまえ！

　そもそも桃太郎とは、主人公が三匹びきのお供ともを連れて鬼おに退たい治じをする話であるっ！　他た方ほう、赤ずきんちゃんといえば、女の子がオオカミに食べられそうになるが最後には逆ぎやくにオオカミを倒たおしてしまう話であるっ！　そこで私は、この桃太郎と赤ずきんちゃんを足して二で割わったような物語を和解案として提てい案あんしたい！　三匹、退治、オオカミ！　すなわちっ！」

　山戸はそこでヒトラーの演説のごとくグッと握にぎりこぶしを作り、そして叫さけんだ。

「三匹の子こ豚ぶたであるっ！」

　どうかしてる。

　初めは誰もがそう思ったに違ちがいない。なぜ桃太郎と赤ずきんちゃんを足して二で割ると三匹の子豚が出てくるのだろうかと。

　しかしである。一時間にもわたって激げき論ろんを交かわしていたあたしたちには、少なからぬ精せい神しん的てき疲ひ労ろうがあった。〝三匹〟や〝オオカミ退治〟という単語を組み合わせた結果、三匹の子豚という物語が連想されてもおかしくないのではないか──と、ちょっとばかし思ってしまったのだ。

　実のところ、桃太郎や赤ずきんちゃんじゃないとダメという理由があるわけでもないのだ。議論が長引いたのは、ようするに敵対する相手側の提案をすんなり受け入れるのに抵てい抗こうがあったからに過すぎないのだから。

　こうして結局、あたしたちは三匹の子豚をやることになったのである。

　三匹の子豚。多分この物語を知らない中学生はいないだろう。三匹の兄弟豚がそれぞれ家を建てたものの、わらで家を造った長ちよう兄けいの豚と、木で家を造った次じ兄けいの豚は、オオカミに家を吹ふき飛ばされ食べられてしまう。唯ゆい一いつ、末っ子豚のみがレンガで家を建てていたためにオオカミの魔ま手しゆから逃のがれ、その後もオオカミからリンゴを取りに行こうだの祭りに行こうだのといった誘さそいを受けるものの、これらをのらりくらりとかわし、最後には業ごうを煮にやしてエントツから侵しん入にゆうしてきたオオカミを煮立ったナベの中に落とし、食べてしまうというお話だ。

　なにはともあれ題目が決まってからは、ある程てい度ど会議は順調だった。

　当然だが、まず初めに配役を決めることになった。なんといってもまずは三匹の子豚、それにオオカミの役を決めなければならない。

　しかし、なにしろブタの役である。あたしたちうら若わかき女子はもちろん、男子だってそんなものをやりたがるはずもなかった。だけど幸いなことに、男子の演えん劇げき部員がＡ組とＢ組に計三人いたため──半ば押おし付ける形で──あっさりと決まった。

　ついでに、豚の名前も考え出された。なにしろ三匹も豚が出てくるわけだし、区別するのにいちいち〝一番上の豚〟とか〝二番目の豚〟とか呼よぶのは面めん倒どうくさい。そこで、あたしたちは三匹の子豚を、役者の名前を取って上から順番にこう名付けることにした。

　ポーク吉よし田だ、ピッグ斎さい藤とう、トントロ石いし井いである。

　つくづく思うのだが、あたしの周りにはネーミングセンスがイっちゃってる人が多すぎる。

　次に、オオカミ役を誰にするかという話になった。

　最初に名が挙がったのはＡ組の高たか瀬せという男子である。彼の名が真っ先に挙がったのには理由があった。彼は女ったらしで有名らしいのだ。将しよう来らいは文字通りのオオカミになることは間違いないとされている。

　しかし本人の意思により、この配役が実じつ現げんすることはなかった。

「子豚を演じるのが可愛かわいい女子じゃないかぎりゴメンだね」

　などという、中学生にははなはだ不ふ釣つり合あいな理由で。

　さっきも言ったが、あたしたちうら若き乙おと女めが豚の役なんてやりたがるはずもない。結局、やる気のまったくない高瀬をオオカミにするのはどうかということで却きやつ下かされ、次に名が挙がったのが宮みや輝てるという男子だった。

　宮輝がオオカミ役に推すい薦せんされたことにも、やはり理由がある。見かけが結けつ構こう大おお柄がらで、肉にく食しよく獣じゆうのような顔をしてなくもないということ。そして、彼にはもう一つ特異な性せい癖へきがあったためだ。

　男子が体育の授じゆ業ぎようでサッカーなどをやっていると、汗あせを流している男子を見ては、彼はこう呟つぶやくのだという。

「う、美しい……」

　どうかしてる。

　だけどまあ、男子が演じる子豚を襲おそうオオカミの役としては、これほどの適任者もないだろう。本人の方も結構その気になっていたのはちょっと怖こわかったけど。

　むろんというか、子豚役にされた男子たちは反対したが、すでに女ったらしの高瀬くんの登用失敗で時間がなかったためあえなく却下され、かくしてウルフ宮輝の誕たん生じようとなったのである。

　これで主要なキャストは決まった。子豚に家を作る材料を提てい供きようする通りすがりの人間Ａや、舞ぶ台たいを作るスタッフなんかも順調に決まっていった。

　ちなみに、あたしは台本製せい作さくチームの一員になった。まああたしほど弁べん舌ぜつに長たけた人はいないから当然だろう。

　だけど、ここに思わぬ問題が生じてしまったのだ。六人ほどで構成される台本製作チームの中に、あのウリバタケが混まじっていたのだ。

　いつものあたしたちなら、たちまち角を突つき合わせて舌戦を展てん開かいしていたところだろう。しかしまあ、なにしろ三匹びきの子こ豚ぶたという単たん純じゆんなお話が題材である。台本を作るにしたって、あたしと瓜畑の言い争いになるほどの材料はなかった。

　だけど、その紛ふん争そうの火種は、本当に些さ細さいなことから生じたのだ。




　数日後。台本製作も終わりに近づいたときのことである。Ａ組の男子が、こんなことを呟いた。

「しっかしのー、よく考えたらこの末っ子豚のトントロ石井、なかなかの悪わるだべ。もっとずる賢がしこく描びよう写しやした方がええんでねえか？」

　ちょっと東北弁っぽいが、彼はれっきとした関東人である。ナンチャッテ東北弁というヤツだ。

「どういうこっちゃ？　末っ子豚のどこが悪わる賢がしこいんや？」

　それを聞きとがめたＢ組の男子が尋ねた。同じく彼のもナンチャッテ関西弁である。なんでこう、この年ごろの中学生は変なのが多いんだろうか。

「だってそうだべ？　いかに命を狙ねらわれとったとはいえ、家に入ってきたオオカミを生きたまま茹ゆで殺した挙あげ句く、食ってもうたんじゃろ？　そりゃあいくらなんでもやりすぎだべ」

「何をいうとるんやおのれは。子豚は自分が殺されそうになっとったんやで？　身を守るために、それぐらいするんは当然やろが」

「そらー正当防ぼう衛えいっちゅーのも分かるんじゃけんどもな。でも最後には食ってもうたんだべ？　正当防衛なら別に食ってしまわんでもええやないか。こりゃ何かこう、殺意めいたもんを感じるやないけ」

「そ、そらお前、オオカミは末っ子の兄を二人も食い殺してんねんど？　多少殺意があったって仕方あらへん」

「ほらみてみい。殺意があった上に食い殺したんじゃ、正当防衛なんぞ成立せえへんど？」

　本当に些細な言い争いだった。

　しかしそこはそれ、犬けん猿えんの仲のＡ組とＢ組である。たちまち周囲のクラスメイトたちを巻まき込こんで、争いは次し第だいに大きくなっていった。

　そしてあたしは演劇なんてものより議ぎ論ろんの方が好きなのだ。つい参加してしまった。

「末っ子豚であるトントロ石井にとって、ウルフ宮輝は自分を食い殺そうとしている恐おそるべきオオカミであった。すでに二人の兄が食い殺されており、自分の命が危あぶないことも明白。

　しかし、豚が素す手でで正面からオオカミと戦って勝てるわけがない。手しゆ段だんはどうあれ、オオカミを煮に殺ころしたのは、誰だれが見てもやむをえないことである」

　これがあたしたちＢ組の主しゆ張ちようである。

　だけど、光あるところには必ず影かげがあるらしい。

「ほーっほっほ！　皐さ月つきさん、何かしらその穴あなだらけの主張は！」

　あたしの発言が、もう一人の魔ま性しようの女にも火をつけてしまったのだ。

「確たしかにオオカミには子豚を食べてしまおうという明白な殺意があったかもしれない。子豚にはできる限かぎりの防衛をする権けん利りがあった。

　しかしながら、殺害するという以外の方法を見出そうともせず、不意を突ついてオオカミを生きたまま煮殺した上、その死体を食べてしまったとなれば正当防衛の範はん囲いを逸いつ脱だつしていることは誰が見ても明白である」

　それがＡ組の主張であった。

　こうしてまたケンケンゴーゴーの言い争いが始まったのである。今度という今度は、燃もえ上がった火はなかなか消えなかった。

　しかし、そのときである。突とつ然ぜん教室の扉とびらが開き、あいつが入ってきたのだ。

「もめごとかね！」以下略りやく。




　話は唐とう突とつに変わるが、あたしたちの学校では学級裁判というものが度たび々たび開かれている。

　学級裁判。文字通りあたしたち生徒だけで行う裁判のことである。ようするに学校内で何か問題があった場合に、生徒たちで裁判を開いて白黒付けようというものだ。ちなみに、発はつ案あん者しやは「もめごとかね！」の山戸。

　生徒だけで裁判を開くなんて不ふ公こう平へいになりがちだと思えるけど、この山戸という男、人のもめごとを仲ちゆう裁さいするのが趣しゆ味みだと公言するだけあって、やることは公正である。ルールを定めて弁護士と検察官を選せん任にんし、みずから裁判長を務つとめて公平な審しん理りを行い、そして最終的な判はん断だんを無む作さく為いに選せん出しゆつした陪ばい審しん員いんたちに委ゆだねる。趣しゆ味みもここまでやれば立りつ派ぱなものだ。

　そして、この学級裁判という場で、度たび々たびあたしと瓜畑は衝しよう突とつしてきた。

　あたしは将しよう来らい弁護士になることを目め指ざしている。そのために、刑事裁判の腕うでだけはいいどこぞのヘタレ弁護士の元に足あし繁しげく通い、日々様さま々ざまな知識を得えている。

　そしてあたしの天てん敵てきである瓜畑は、運命のイタズラかなぜか現役の検察官を兄に持ち、日々その教えを受けているとかいないとか。

　元々仲が悪かったあたしたちである。こんな状況で、今回のようなもめごとが起こった日にはもう、裁判の開かい廷ていは決まったようなものだった。

　かくして、末っ子ブタことトントロ石井がウルフ宮みや輝てるを殺したのは、瓜畑率ひきいるＡ組が主しゆ張ちようするように過か剰じよう防ぼう衛えいだったのか、それともあたしたちＢ組が主張する正当防衛だったのかということについて、学級裁判が行われることになったのである。

　裁判長はもちろん山戸。過剰防衛を主張するＡ組の代表として、瓜畑が検察官となり、あたしは当然正当防衛を主張するＢ組の代表として、末っ子ブタの弁護人だ。

　別に珍めずらしいことでもなんでもない。あたしの学校では日にち常じよう的てきに行われていることなのだから。




　　　　◆




「ではまず──」

　と、裁判長が口火を切った。

「審しん理りを始めるにあたって、陪ばい審しん員いん、及び傍ぼう聴ちよう人にん諸しよ君くんに申し上げたい。

　今回の裁判は、被ひ告こく人にんであるトントロ石井が、被害者・ウルフ宮輝を殺害したのか否いなかを審議するものではない。我われ々われの目的は、被告人が被害者を殺害したのは正当防衛だったのか、それとも過剰防衛だったのかを審議することにある。そのため、いつもの裁判とは若じやつ干かん手続きに変へん更こうが加わるが、陪審員諸君に課せられた任にん務むに変化はない。一いつ切さいの偏へん見けんや先入観を持つことなく弁護側検察側双そう方ほうの主張に耳を傾かたむけ、公正な結論を下されんことを期待する。

　では瓜畑くん、起き訴そ状じようの朗ろう読どくをお願いする」

「了りよう解かいしましたわ裁判長」

　瓜畑は脳ミソの代わりに大きくなった胸むねを張はり、えらそうに演えん説ぜつを始めた。

「被告人・トントロ石井は、被害者であるウルフ宮輝に、ポーク吉田、ピッグ斎藤ら二人の兄豚を殺害されたことから、強い復ふく讐しゆう心しんを抱いだきました。そして去る一月十五日、トントロ石井の家へやってきた被害者を意図的に逆ぎやく上じようさせ、彼がエントツから家の中へ入ってくるように仕向けたのです。エントツの下にはあらかじめ被告人が用意していた熱湯の入った巨きよ大だいなナベがあり、被害者はその中へと転落、生きたまま煮に込こまれるという極きわめて残ざん虐ぎやくな手しゆ段だんで殺害されてしまったのです。さらに被告人はそれだけでは飽あきたらず、煮込んだ被害者の遺い体たいを食べてしまったのです。

　罪ざい名めいおよび罰ばつ条じよう。刑けい法ほう第一九九条殺人罪、及および刑法第一九〇条死体損そん壊かい罪。以上ですわ」

　起訴状の朗読といっておきながら、紙切れ一枚まい見ずにここまで言えるのは正直大したものだと思う。

　どうでもいいけど、殺人罪だけじゃなかったのか。死体損壊罪なんてものまで持ちだしてくるとは思わなかった。

「では瓜畑くん、最初の証しよう人にんを喚かん問もんしたまえ」

「分かりましたわ。では最初の証人として、ウルフ宮輝の友人であるコヨーテ宮みや本もとくんを喚問いたします」




　今回の裁判では、一つだけ特別ルールがある。

　裁判とゆーやつは証しよう拠こと証言によってのみ判決が下される。あたしと瓜畑がどれだけ演説をしようが終わるものではないのだ。どうしても証人喚問とゆーやつが必要になってくる。

　しかし今回の事じ件けんの場合、登場する人物のほとんどがすでに死んでいることになっている。ポーク吉田やピッグ斎藤、それに被害者のウルフ宮輝もだ。さすがに死んだことになっている人物を証人にするわけにはいかない。

　そこで、物語の筋すじ……というか、事件の概がい要ように沿そったことを証言する証人なら、適てき当とうにでっち上げてもいいということになったのだ。本来なら三匹びきの子こ豚ぶたという物語には登場しないコヨーテ宮本も、その作り出された証人の一人というわけである。

　さて、瓜畑がどういう手順を踏ふんでくるか、まずはお手て並なみ拝はい見けんといこう。

　証言台に立ったのは、宮本というＡ組の男子だ。ウルフ宮輝と同じぐらい体が大きい。よそのクラスなので詳くわしいことは知らないけど。

「ではコヨーテ宮本くん。まず、あなたとウルフ宮輝との関係について証言してちょうだい」

「はい。彼と僕ぼくは同じサッカー部でして、休み時間などはよく一いつ緒しよに会話したりもしてました」

　をいをい。

「あなたは今回の事件の被害者・ウルフ宮輝が殺害された前日、つまり十四日にも彼と会ってるわね？」

「ええ、会いました」

　Ａ組では人気があるらしい瓜畑の問いかけに、コヨーテ宮本は鼻の下を伸のばし気味に答えた。

「あなたは被害者とどんな会話をしたのかしら？」

「彼は『トントロ石井くんという子豚と友達になろうとしているけど、どうも嫌きらわれているらしくいつもひどい目に遭あわされてばかりいる』と、僕に愚ぐ痴ちをこぼしたのです」

「ひどい目というのは、具体的にどんなことだったのかしら？」

「はい。まずウルフ宮輝くんはトントロ石井くんに会って話をしたかったのだそうですが、彼はレンガ造づくりの家にとじこもってばかりでまったく外に出てきてくれなかったのだそうです。そこでウルフ宮輝くんは、おいしいカブが植えられている畑を知っているから一緒に行かないかと彼を誘さそったのだそうです。彼は同意して、ウルフ宮輝くんが一月十二日の午後三時に迎むかえに行くことになっていたのだそうです。

　ところが約束の日の午後三時に迎えにいくと、トントロ石井くんは約束を破やぶって、すでに一人だけカブを採とってきていたのです」

「なるほど。つまり被告人トントロ石井は、一方的に約束を破ったわけね？」

「そうです。しかもそれだけじゃありません。彼と友達になりたい一心で、ウルフ宮輝くんは新たな提てい案あんをしたのです。おいしいリンゴがなっている木の場所を教えるから一緒に行かないかと。

　ところが、またもやトントロ石井くんは約束の時間よりも早くに、一人でリンゴを取りに行ってしまったのです。しかし今回はウルフ宮輝くんも時間より早く出発していたため、とうとうリンゴの木がある場所でトントロ石井くんと会うことができたのです。

　ところがここでトントロ石井くんは、またもやウルフ宮輝くんとの友情を裏切るようなとんでもないことをしたのです。木に登った彼は、ウルフ宮輝くんにリンゴをあげるフリをして、おもいっきり遠くへ投げたのです。そしてウルフ宮輝くんがそのリンゴを追いかけている内に、彼は一人でさっさと帰ってしまったというのです」

「まあ、なんてひどい子豚なのでしょう。それから？」

「それでもウルフ宮輝くんはまだ彼と友達になることを諦あきらめませんでした。そこで今度は、十五日、つまり事件のあった日に、シャンクリンの町で開かれるお祭りに一緒に行かないかと誘ったらしいのです」

「それからどうなったのですか？」

「いえ、それが僕が彼を見た最後でした。十五日に何があったのかは知りません」

「ありがとう。質しつ問もんは以上ですわ」

「結けつ構こう。では弁べん護ご人にん、反対尋じん問もんしたまえ」

「りょーかい」

　あたしはすっと立ち上がった。

　さすがウリバタケ、腐くさっても鯛たいである。こういう立証の手順で来るとは思わなかった。

　さて。それはともかくとして、今の証言には一つ矛む盾じゆんがある。まずはそれを突ついてやるとしよう。原作どおりに証しよう言げんしたつもりだろうけど、それが命取りなのだ。

「ではコヨーテ宮本くん、質問するわ。聞いてたんだけど、あなたの証言には一つだけ矛盾があるのよね」

　コヨーテ宮本くんはぎくりと身をすくませた。

「ねえ、カブの収しゆう穫かく時期がいつだか知ってる？」

「……いいえ」

「教えてあげるわ。十一月よ。それから、リンゴの収穫時期っていつだか知ってる？」

「……知らないです」

「じゃあ教えてあげる。リンゴの収穫時期は九月なの。つまり、カブを取りに誘った次の日にリンゴ狩がりへ誘うなんて無理な話なのよ！」

　おお、そりゃそうじゃあと、傍ぼう聴ちよう席せきがどよめいた。

「うっ。そ、それは確たしかにそうかもしれないですけど」

　コヨーテ宮本も思わず顔をしかめた。しかし次の瞬しゆん間かん。

「ほーっほっほ！　何を言っているのかしら皐月さん？」

　ウリバタケの高笑いが教室に響ひびいた。

「忘わすれたのかしら、そもそも事件があったのは一月ということになっているのよ！　リンゴにしろカブにしろ、収穫時期からは外れてるわ！」

「……ますますだめじゃん」

「…………」

　教室ほうていは一いつ瞬しゆん呆あつ気けに取られたように静まり返った。

　その沈ちん黙もくを、裁さい判ばん長ちようがわざとらしい咳せきで破る。

「んんっ。とりあえず、三匹びきの子こ豚ぶたというフィクションのストーリーに現げん実じつの問題を持ち込こむことは二人とも遠えん慮りよしてはもらえないだろうか」

　ミもフタもない。

「わ、分かったわ」

　あたしは渋しぶ々しぶ同意した。というか、同意する以外にないだろう、ここは。

　むぅ、どこぞのヘタレ弁護士が「反対尋問するときはなんでもいいから揚あげ足を取れ」なんて言ったもんだからこのザマだわ。今度事じ務む所しよに行ったとき、何か復ふく讐しゆうしてやろうかしら。

「じゃ、じゃあ次の質問よ。コヨーテ宮本くん、あなたはこう思ってるわけよね？　ウルフ宮輝は、被ひ告こく人にんと友達になりたいだけだった。だけどウルフ宮輝は何度も裏うら切ぎられ、ひどい目に遭わされた。被告人は悪わる知ぢ恵えの働くとんでもない人……もとい子豚ですよ、と」

「まあ、そうです」

「ところで、あなたはこんな事実を知ってるかしら？

　あなたの友人であるウルフ宮輝は、被告人の兄弟を二人も食い殺していた上に、初めて彼の家を訪ほう問もんしたときも、『中に入れてくれないとフーのプーのブーで家を吹ふき飛ばしちゃうぞ』と被告人を脅きよう迫はくしていたことを」

「……ウワサには聞いていました。けど、あくまでもウワサに過ぎません」

「そう。じゃあその話が事実だったとしても、あなたの友人のウルフ宮輝は純じゆん粋すいに被告人と友達になることだけが目的だったと思う？」

「異い議ぎありですわ！」

　と、瓜畑が手を挙げた。

「弁べん護ご人にんは仮か定ていの話をして証人の憶おく測そくを求めようとしていますわ！」

「異議を認みとめる。弁護人は質しつ問もんを変えるように」

「仕方ないわね」

　この程てい度どの異議ぐらい、なんでもない。

「コヨーテ宮本くん。ウルフ宮輝は、オオカミなのよね？」

「え、ええ、オオカミです。ウルフ宮輝というぐらいですから」

「そんな彼なら、男子を──もとい、子豚を襲おそうようなことがあってもまったくおかしくないわよね？」

「え、ええ、まあ」

「質問は以上よ」

　これでいい。目下のところ、とにかくトントロ石井が生命の危き機きという状じよう況きようにあったことを印象付けることができれば、あたしにとって有利になる。




「次の証人は、ジョン山やま本もとくんですわ」

　証言台に立ったのは、ちょっと印象が薄うすそうな、ごく標ひよう準じゆん的てきなＡ組の男子だった。

「まず、あなたと被告人であるトントロ石井との関係について証言していただけますこと？」

「ぼくは彼の近所に住んでいるのです。トントロ石井くんは最近引ひっ越こしてきたばかりなのですが、彼が家を作りたいというので、レンガを提てい供きようしてあげたこともありました」

　余よ談だんだが、彼は演えん劇げき中でもレンガをあげる役になっている。

「なるほど。ところで今月の十五日、彼の家で何があったかご存ぞん知じかしら？」

「ええ、まあいくらかは」

「詳くわしく説明していただけるかしら？」

「十五日の午後五時ごろなんですが、彼の家から何か怒ど鳴なるような声が聞こえたんです」

「具体的にどんな内ない容ようだったのかしら？」

「はあ。祭りに来なかったのはなぜだとか、そんなことについて言い争っていたようです」

「なるほど。それでどうしたの？」

「それからしばらくして、また誰だれかの悲鳴が聞こえてきたのですが、その悲鳴を最後に言い争いの声も止やみました。これは何か尋じん常じようではないことが起きているのではないかと思い、ぼくは彼の家に様子を見に行ったんです」

「あなたはそこで何を見たのかしら？」

「はい。窓まどから中を見たのですが、トントロ石井くんが暖だん炉ろにかけてあるナベのところで、何かを料理しているのが見えたんです」

「それが何の料理だったか分かりますか？」

「はい。ぼくは一度だけナベの中身を見ることができました。なんと、ナベの中ではウルフ宮輝くんが味み噌そ煮に込こみにされていたのです！」

　傍ぼう聴ちよう人にんの何割わりかがヒイと悲鳴をあげた。

　まあ確たしかに、あのウルフ宮輝が味噌煮込みにされている情じよう景けいを頭に浮うかべたら……ちょっと怖こわいかもしれない。

　傍聴席に座すわってるウルフ宮輝本人が複ふく雑ざつそうな顔をしているのはちょっと笑えるけど。

「それからどうなったのかしら？」

「丁度いい具合にウルフ宮輝くんが茹ゆで上がると、トントロ石井くんはそれをおいしそうに食べ始めたのです。あまりの恐おそろしい光景に、ぼくは思わず逃にげ戻もどりました」

「おいしそうに食べていたのですね？」

「ええ、そうです」

「以上ですわ。皐月さん、反対尋じん問もんをしなさい」

　言われなくてもやってやるわよ。あたしは心の中で毒づきながら質しつ問もんを繰くり出した。

「ジョン山本くん。あなたは一月十五日の午後五時ごろに叫さけび声が聞こえたと証しよう言げんしたわね？」

「ええ」

「それから、彼の家へ様子を見に行ったのね？」

「そうです」

「で、出で歯ば亀がめみたいに中の様子を覗のぞいたら、味噌煮込みを作ってる被告人の姿すがたが見えたのね？」

「異議ありですわ！　弁護人はお下品な単語を使うことで意図的に証人を辱はずかしめようとしています！」

　お、お下品って……。まあその通りなんだけど。

「じゃあ質問を変えるわ。ジョン山本くん、人の家を覗き込むのは、あまりいい趣しゆ味みとは言えないわよね？」

「同じく異議ありですわ！　ジョン山本くんは被告人の家で起こっている異い常じような事じ態たいを調べるために、やむを得ず窓から部屋の中を覗いたのです！　弁護人は話をすり替かえようとしているだけですわ！」

「この場合、異議は認めるべきだろう」

　と裁さい判ばん長ちよう。

「分かったわ。じゃあ次の質問。あなたが家の中を覗いたのは、午後五時ごろだって言ったわね？」

「ええ」

「一月の午後五時といえば、外は真っ暗よ。そんなレンガ造づくりの家に電灯が点ついてるわけもないだろうし、家の中も暗かったはずよ。違ちがう？」

「い、いえ、暖炉の明かりでそれなりに明るかったんです」

「暖炉の明かりなんてたかがしれてるわ。部屋の隅すみ々ずみまで見えるとは思えないんだけど」

「ま、まあ確かにそうですが」

「そんな状じよう況きようで、よくナベの中でウルフ宮輝が味噌煮込みにされてるなんてことが分かったわね？」

「い、いえ、それはその……そうだ、匂においで分かったんですよ。大きなナベでしたから、味噌の匂いがぷんぷんしたんです」

「なるほど、匂いでね。でも、それで味噌煮込みを作っていることが分かったのだとしても、ナベの中で煮込まれていたのがウルフ宮輝だったことまで分かるものかしら？」

「……確かにそうですけど」

「じゃあなんでそれがウルフ宮輝だと分かったのかしら？」

「じ、事じ件けんが発覚した後で犬のおまわりさんから聞いたんです」

「そ、そうなの？」

　なんで犬のおまわりさんが出てくるのよ。

「どっちにしろ、あなたのこれまでの証言ではっきりしたことがあるわ。少なくとも、部屋の中は薄うす暗ぐらくてはっきりとは見えなかったというわけよね？」

「はあ、まあ」

「だとすると変ね。そんな状況で、被告人が被害者をおいしそうに食べていたなんてどうして分かるのかしら？」

　傍聴席がどよめいた。

「……そ、その、暖炉の火に照らされたトントロ石井くんの表情がとても嬉しそうに見えたものですから」

「つまり、おいしそうに食べていたなんて証言にはなんの根こん拠きよもないってわけね？」

　ジョン山本は申し訳わけなさそうにウリバタケの方を何度か見てから、

「ぼ、ぼくが今言ったような印象を受けたのは確かです」

「反対尋問は以上よ！」

　ふ。今回はうまくいった。瓜畑もちょっと悔くやしそうだ。




「では瓜畑くん。次の証人を喚かん問もんしたまえ」

「いえ裁判長。その必要はありませんわ。わたくしがすべき証人喚問はすべて完かん了りようしました」

　傍ぼう聴ちよう人にんたちが不思議そうに首をかしげた。それはそうだろう。これまでに出てきた証しよう言げんだけで過か剰じよう防ぼう衛えいだったと主しゆ張ちようするには、いくらなんでも材料が少なすぎる。

　だけど、あたしには分かった。瓜畑の狙ねらいが。

「よろしい。では次は弁べん護ご人にんの番だ。皐月くん、最初の証人を呼よびたまえ」

　そう。検けん察さつが終われば次はあたしの番。

「じゃあ、弁護側証人として──」

　そしてあたしは正当防衛説を主張するため、ある人物を証人として呼ばざるを得ない状況にある。

「被ひ告こく人にんのトントロ石井くんを喚問するわ！」




　知り合いのペテン弁護士がよく言っていた。刑けい事じ裁さい判ばんにおいては、被告人本人を喚問しなければならないような事じ態たいはできる限かぎり避さけるべきだと。

　理由は簡かん単たん。あたしが証人を喚問するということは、瓜畑に反対尋じん問もんの権けん利りを与あたえるということに他ほかならないからだ。直ちよく接せつ尋問では誘ゆう導どう尋問は許ゆるされていないが、反対尋問なら許されている。つまり、証人が思いも寄よらぬ墓ぼ穴けつを掘ほらされることになるかもしれないのだ。先ほどはどう見ても時期尚早のまま立証を終えた瓜畑は被告人を反対尋問することで最後の仕上げとするつもりなのだろう。

　しかし、こればっかりは回かい避ひするわけにはいかない。あえて瓜畑の狙いにはまってやろうじゃないの。

　トントロ石井が証言台に立つと、あたしは質しつ問もんを繰くり出した。

「さーて、トントロ石井くん。あなたは一月十五日、ウルフ宮輝に祭りに誘さそわれていたわね？」

「はい」

「でも、一いつ緒しよには行かなかったのよね？」

「その通りです」

「それはなぜ？」

「彼が到とう底てい信用できないオオカミだったからです」

「なぜあなたはそこまで彼を信用していなかったの？」

「初めてウルフ宮輝くんがぼくのうちへ来たとき、彼はこんなことを言ったんです。

『トントロ石井くん、ここを開けて僕と友達になっておくれ』と。ぼくが『とんでもないよ、やなこった』と言って断ことわると、『なんだと。それじゃこんな家、フーのプーのブーで吹ふき飛ばしちゃうぞ』と言って、本当に家を吹き飛ばそうとしたのです。

　でも、幸いぼくの家はレンガ造りでしたから、吹き飛ばされることはありませんでした。

　それからもう一つぼくには二人の兄がいました。ですが彼らはウルフ宮輝くんに家を吹き飛ばされ、食い殺されてしまったんです。そのことを考えても一目瞭りよう然ぜんですよ、彼はぼくを食べようとしていたんです。信用できるわけがありません」

「そうよね、そんなことがあったら警けい戒かいするのは当然よね。

　じゃあ次に、十五日に起こった出来事について、順番に詳くわしく証言して欲ほしいんだけど」

「はい。その日、僕は一人でシャンクリンの町に行きました。祭りを楽しむのはもちろんですが、バターを作るための樽たるが欲しかったんです。

　ところが帰り道の途と中ちゆうで、ウルフ宮輝くんが向こうからやってくるのが見えたのです。ぼくはつい慌あわててしまって、とっさに買ってきた樽に隠かくれたのです。そうしたら道が斜しや面めんだったものですから、樽が転がりだしてしまいました。まあそのおかげでなんとか彼に見つからずに家に帰れたのですが。

　その日の夕方のことです。ウルフ宮輝くんがうちへやってきました。そしてぼくに言うのです。

『ああびっくりした。さっき祭りへ行こうとしたら、でっかいまるい物が丘の上から転がってきたんだ。おいら、もう少しで潰つぶされるところだったよ』と。

　そこでぼくは言ってやりました。

『ははあ。それはぼくだよ。ぼくが樽の中へ入って、丘を転がり降おりたのさ』」

「なるほど。それを聞いてウルフ宮輝くんはどうしたの？」

「突とつ然ぜん怒おこり出してこう叫さけんだのです。

『ちくしょう！　こうなったら何がなんでもお前を食べてやる！　ようし、それじゃあエントツから入ってやるぞ！』と」

「それからどうなったの？」

「そうしたら本当に屋根に登ってきたものですから、ぼくはもう生きた心ここ地ちがしませんでした」

「続けて」

「それでどうしようと思って暖だん炉ろを見ると、ちょうど夕食に味み噌そ汁しるを食べようとお湯をわかしていたことに気付いたんです。ぼくはとっさにナベのフタをとりました。

　考えてもみてください、ぼくはもう少しで襲おそわれてしまうところだったのです。貞てい操そうの──いえ、生命の危き機きでした。もう必死だったんです。彼をこの中に落としてやろうなどと思ったことは一度もありません。ナベのフタを開ければ、その熱気でエントツから入ってこようとしている彼を止められると思ったんです。

　でも、気付いたときには、ウルフ宮輝くんがナベの中に落ちて暴あばれてたんです。

　そのときに僕が認にん識しきしていたことといえば、もしこのナベからウルフ宮輝くんが出てきたら、ぼくは食べられてしまうだろうということだけでした。もう何も考えている余よ裕ゆうもありませんでした。ぼくは無む我が夢む中ちゆうでナベにフタをして、上から必死に押おさえつけたんです」

　さすが演えん劇げき部である。これだけの長いセリフをよくもまあスラスラ言えるものだ。

「いいわ、続けて。それからどうなったの？」

「はい。それから何分かして、ようやくぼくは平静さを取り戻もどしました。気付いたときには、すでにナベの中のウルフ宮輝くんは動かなくなっていたんです」

「彼を殺してしまったというわけね？」

「ええ、そうです」

「それからどうしたの？」

「恐おそる恐るナベのフタを開けてみました。するとナベの中には味噌煮に込こみにされたウルフ宮輝くんの姿すがたが、そのまま残っていたのです。それを見てぼくは凄すさまじい恐きよう怖ふに襲われました。

　真っ赤になったウルフ宮輝くんが、怒いかりにまみれているように見えたんです。今にも襲い掛かってくるんじゃないかとさえ思いました。ぼくは怖こわかったんです。こうなったら食べてしまわないと安心できないという気持ちになって、無理やりに口の中につめこんだんです」

「おいしかった？」

「とんでもありません。考えてもみて下さい、味噌煮込みにされてるのは肉にく食しよく獣じゆうのウルフ宮輝くんの肉ですよ。普ふ通つうなら食べてみたいなんて絶ぜつ対たいに思わなかったでしょう。今思い出しても、肉は固いし臭くさみはあるしで、本当にまずかったです」

　彼の動作があまりにも芝しば居いがかっていたものだから、本当にウルフ宮輝くんの味噌煮込みを想そう像ぞうしてしまったのか、傍ぼう聴ちよう人にんの何人かが顔をしかめていた。

　上出来である。

「質しつ問もんは以上よ！」

「よろしい。瓜畑くん、反対尋じん問もんを」

「分かりましたわ」

　瓜畑はどこか得意げな顔をして立ち上がった。

「トントロ石井さん。同どう情じようを誘さそう見事な証しよう言げんでしたが、残念ながらあなたの証言にはいくつか矛む盾じゆんがあるわ。

　質問させていただくわ。まず、ウルフ宮輝くんがやってきたのは何時ごろでしたか？」

「午後五時前だったと思います」

「あなたはウルフ宮輝くんが入るぐらいの大きなナベで、味噌汁を作っていたと証言したわね？」

「ええ」

「だとすると、それぐらい大きなナベを煮立たせるとなれば、十分やそこらでは無理よね？」

「それはまあ、そうですが」

「つまり、あなたは遅おそくても午後四時半ぐらいから味噌汁を作っていたことになるわね？」

「……はあ」

「午後四時半。夕食にもまだまだ早い時間だわ。あなたはそんなに早い時間から味噌汁を作っていたというの？」

「いつ夕食を作ろうと、ぼくの勝手だと思いますけど」

「そう。じゃ、質問を変えるわ。あなたは一人暮ぐらしよね？」

「ええ。設せつ定てい上は」

　また傍聴人が吹ふいた。もう、余よ計けいなことをしゃべらなくていいのに。

「一人暮らしなのに、なんでそんなに大きなナベで味み噌そ汁しるを作っていたのかしら？」

　ウリバタケの意図を悟さとり、思わずあたしはギクリとした。

「……ぼくは豚ぶたなんです。たくさん食べるんですよ。それに、一度に全部食べるつもりではありませんでしたし」

「あなたは味噌煮込みにされたウルフ宮輝くんを食べてしまったと証言したわね？」

「ええ」

「それは残さず全部食べたのかしら？」

「ええ、まあ」

「それはおかしいわね。見ての通り、ウルフ宮輝くんは大おお柄がらよ。何十キロとあるでしょう。小柄なあなたに、その肉すべてを食べられるとは思えないわ」

　ざわざわと傍聴席がざわめいた。まあそりゃそうだ。

「す、数回に分けて食べたんですよ」

「そう。だとするとやっぱり変ね。仮かりにあなたがウルフ宮輝くんを殺したことで一時的に錯さく乱らん状じよう態たいになっていたとしましょう。でも、一ひと晩ばんも経たてば平静さを取り戻もどしているはずでしょう？　にもかかわらず、あなたは食べるのが嫌いやで嫌でしょうがないはずのウルフ宮輝くんの味噌煮込みを最後まで食べ続けた。私にはそんなこと、とてもできないわ。

　でもそうね。たとえばウルフ宮輝くんに対して、あなたが強い恨うらみでも抱いだいていたなら別でしょうけど」

　どよどよと傍聴席がどよめいた。

「異い議ぎあり！　検けん察さつ側は質問じゃなくて主しゆ張ちようをしてるようにしか見えないわ！」

「異議を認みとめる」

「じゃあ質問を変えましょう。

　トントロ石井さん。あなたはウルフ宮輝に二人の兄を食べられてしまったことを知っていましたね？」

「え、ええ」

「じゃあ当然、彼に対する恨みを持っていましたよね？」

「そ、その、否ひ定ていはできませんが」

「それが聞きたかったのよ。質問は以上ですわ」

　くそー、瓜畑め。敵てきながらうまいものである。




「以上で、必要な証人の喚かん問もんは終しゆう了りようかな？」

　裁さい判ばん長ちようが言った。

　あたしと瓜畑が同意するのを確かく認にんすると、頷うなずいて続ける。

「よろしい。ではこれですべての証しよう言げんが出で揃そろったことになる。ルールにのっとり、これより最終弁べん論ろんへと移うつるとしよう。

　ここで諸しよ君くんに一度説明しておきたい。最終弁論とは、弁べん護ご人にん・検けん察さつ官かんの両名が法ほう律りつの適てき用ようや、提てい出しゆつされた証しよう拠こについて己おのれの意見を述のべることができるものである。陪ばい審しん員いん諸君らはなんら予よ断だんを持たずにこれを聞き、今回の裁判に対する公正な判断を下す材料としてもらいたい。

　さて、最終弁論はまず弁護側から行うことになっている。皐月くん、準じゆん備びはいいかね？」

「ええ、いつでもいいわ」

「よろしい。では始めたまえ」

　あたしはすっくと立ち上がると、法ほう廷ていの中央へと歩いて行った。

　最終弁論なんてものは初めてだけど、弁護士を目指して日々精しよう進じんしているあたしにとって、これぐらいのことはお茶の子さいさいである。なにしろどこぞのグータラヘタレ弁護士にだってこれぐらいできるのだ。あたしにできないわけがない。

　あたしはゆっくりと陪審員に語りかけた。

「陪審員のみんな。まず初めに、正当防ぼう衛えいという言葉の意味をよく考えてみて。なぜ、人を殺すという大たい罪ざいを犯おかしても、正当防衛なら無罪になるんだと思う？　なぜなら、人は誰だれでも自分で自分の身を守る権けん利りがあるからよ。

　これからあたしはみんなにとても簡かん単たんな仮か定ていの話をします。いい？　もしも今回の事じ件けんで、被ひ告こく人にんがウルフ宮輝くんを殺してなかったらどうなっていたと思う？

　その答えを明かすのは後にして、まずみんなにも思い出して欲ほしいことがあります。まず、ウルフ宮輝くんはオオカミで、被告人は子こ豚ぶただということ。そして、ウルフ宮輝くんはすでに被告人の二人の兄を襲おそって食べてしまっていたわ。

　また、ウルフ宮輝くんは何日も前に被告人の家を訪おとずれていました。そしてこう言ったのよ、今すぐ会ってくれないと家を吹ふき飛ばしてしまうぞ、ってね。その試みが頓とん挫ざすると、今度は様々な誘ゆう惑わくの言葉を使っては被告人を家の外に誘さそい出そうとしたわ。でも、そのすべては失敗しました。

　そして十五日の夕方、事件が起こったんです。ウルフ宮輝くんは、屋根に上ってエントツから入ろうとしてきました。

　そのことに気付いた被告人は、自分の命を守るために何をすべきだったと思いますか？　すぐに家から逃にげ出すべきだった？　そんなことをしても相手はオオカミ、すぐに追いつかれるのがオチよ。

　じゃあ、どこかに隠かくれる？　それも意味はないわ、オオカミなら嗅きゆう覚かくも鋭するどいし、すぐに見つかるのが関の山じゃない。

　でもトントロ石井くんにとって、たった一つだけ幸運だったことがありました。ちょうどそのとき、彼はエントツの下で大きなナベを使って味み噌そ汁しるを作っていたんです。

　被告人にできることは二つしかありませんでした。一つ、このまま抵てい抗こうもせずにオオカミに食べられるのを待つか。二つ、自分にできるあらゆる手しゆ段だんを講こうじて、自分の身を守るかです。そして被告人は考え出したのです。

　ナベのフタを取れば、熱い水すい蒸じよう気きがエントツを昇のぼっていくことになる。そうすればエントツからの侵しん入にゆうを防ふせげるかもしれない。

　これは自分の身を守り、かつウルフ宮輝くんを追い払はらうことができる最さい善ぜんの方法でした。そして被告人はそれを実行したのです。

　ところが次の瞬しゆん間かん、ウルフ宮輝くんはそのナベの中へと落ちてしまったのです。それは被告人のせいじゃないわ。勝手にエントツから入ってこようとしたウルフ宮輝くんが、勝手に落ちてしまったに過すぎないのよ。

　そして、被告人はパニックに陥おちいりました。ナベの中へと落ちたウルフ宮輝くんをどうすれば良かったのでしょう？　もし助け出そうものなら、次は自分が食べられてしまうのは誰が見ても明白です。やむなく被告人は、自分の身を守ることができる最善の手段を講じたのです。そんな被告人をいかなる法で罰ばつすることができるというのでしょうか？

　みんな、聞いて。瓜畑検事は、被告人がウルフ宮輝を殺害するために、前もってお湯を沸わかして待ち受けていたのだと主しゆ張ちようしました。

　言わせてもらうわ、そんなことはどうでもいいのよ。なぜなら、ウルフ宮輝くんがエントツから侵入してくることなんて、被告人に予想できるわけがなかったんだから。

　仮かりに、もしも被告人がエントツからウルフ宮輝くんが侵入してくることを想定してナベを火にかけていたのだとしても、やっぱり正当防衛は成立するわ。防衛のための手段を講じる権利は誰にでもあるんだし、そもそも自分の家の暖だん炉ろで、ナベを火にかけることにはなんら違い法ほう性せいもないんだからね。

　そしてもう一つ。被告人がウルフ宮輝くんを食べてしまったことについてだけど、このことだっていかなる罪つみにもならないわ。

　よく考えて。二人の兄を食い殺し、そして何日にもわたって自分の命をつけ狙ねらってきたオオカミがナベの中で味噌煮に込こみになっている。今にも襲ってきそうな顔をしてね。

　そんな死体の傍そばにいた被告人が、平静を保たもっていられたと思う？　被告人が平へい穏おんを取り戻もどすには、味噌煮込みになったウルフ宮輝くんをすべて食べつくすしかなかったのよ。法律にもちゃんとあるわ、心しん神しん喪そう失しつ状じよう態たい──平静じゃないときに犯おかしてしまった罪は、罰せられないってね。

　みんな。最後に、さっきあたしが問いかけたことを思い出して。

　もしも今回の事件で、被告人がウルフ宮輝くんを殺してなかったらどうなっていたと思う？　答えは簡かん単たん、食べられていたのは被告人の方だった。間ま違ちがいないわ。

　あたしの言いたいことは、それだけよ」

　教室はしんと静まり返った。ま、ざっとこんなものよ。見たか、ウリバタケめ。















　……と思ったけど、当のウリバタケはあのむかつく薄うすら笑いを浮うかべてあたしのことを見ていた。

「では次で最後となる。瓜畑検けん事じ、論ろん告こくを」

「はい裁さい判ばん長ちよう」

　瓜畑は、一部の男子には人気があるらしいヘタな笑え顔がおを浮かべた。

「陪ばい審しん員いんの皆みなさん。まず、私がこれから言うことを認にん識しきして下さい。

　被ひ告こく人にんはウルフ宮輝くんを煮殺し、そして食べてしまいました。これは被告人が自ら認みとめた事実です。しかし、殺してしまったのは自分の命が危き険けんにさらされていたためであり、食べてしまったのは錯さく乱らんしていたからだとも言いました。そして殺害した方法も、決して計画的なものではなく、不ふ慮りよの事じ故こだった──被告人はそう主張しています。

　でも、本当にそうだったのかしら？

　思い出して下さい。

　被告人は、二人の兄をウルフ宮輝くんに食い殺されていました。そしてこのことを強く恨うらんでいたのです。思い出して下さい、これは被告人の口から出た言葉なのです。もちろん、その境きよう遇ぐうには同どう情じようの余よ地ちがありますが、だからといって彼にウルフ宮輝くんを殺す権けん利りなどないのです。

　被告人はウルフ宮輝くんと接せつ触しよくを重ねる中で、とうとうある恐おそろしい陰いん謀ぼうを考えつきました。ウルフ宮輝くんがエントツから家に入ってくるように仕向け、そのエントツの下で味噌汁を沸かしていれば、不慮の事故をよそおって彼を煮殺すことができる。しかも、二人の兄がされたように、今度は味噌煮に込こみにしたウルフ宮輝くんを食べることだってできるのです。二人の兄の復ふく讐しゆうとして、これほどすばらしい方法はないでしょう。

　被告人は言いました。ウルフ宮輝くんがやってきたのは十五日の午後五時ごろであると。そして、味噌汁は午後四時半ごろから作っていたと。

　考えてもみて下さい。午後四時半に、人が一人入れそうな大きなナベで味噌汁を作っていたというのです。弁べん護ご人にんがどれだけ妄もう想そうを語ろうと、こんな不自然なことはありませんわ。

　考えられることは一つしかありません。被告人は、ウルフ宮輝くんを殺害するために、前もって味噌汁を作っていたのです。すなわちこれは正当防ぼう衛えいでもなんでもありません、計画的な殺人だったのですわ。

　もちろんエントツから侵入しようとしたウルフ宮輝くんの非ひは問われるべきでしょう。ですが、そうなるように仕向けたのもまた被告人なのです。被告人は数日前からウルフ宮輝くんを怒おこらせるような言動ばかりしていました。それすらも、すべてはウルフ宮輝くんを殺すための布ふ石せきだったのですわ。

　これでは正当防衛どころか、過か剰じよう防衛さえも成立しません。

　もちろん、ウルフ宮輝くんが被告人の兄を食い殺し、そしてまた被告人の命をも狙ねらっていたことは否ひ定ていできません。その点において、確たしかに正当防衛が成立する余よ地ちはあったと言えるでしょう。ですが、このような計画的な殺人は、正当防衛にはまったく該がい当とうしません。ましてや、味み噌そ煮込みにしたウルフ宮輝くんを食べてしまったことについては、まったく弁べん解かいの余地すらありませんわ。

　ウルフ宮輝くんが今にも動き出しそうで恐ろしくなった、などと被告人は言っていましたが、そんな理由に正せい当とう性せいはまったくありません。本当に恐ろしいのなら、家の外に穴あなでも掘ほって捨すててしまえばいいだけの話なんですから。

　また、ウルフ宮輝くんの味噌煮込みは何十キロもありました。被告人は一人でそれをすべてたいらげてしまったのです。しかもその肉はまずくて仕方がなかったなどと言っていましたが、これもまたわたくしにはウソにしか見えません。

　思い出して下さい皆さん。被告人は豚ぶたなのです。豚は元来雑ざつ食しよく性せいで、肉でもなんでも食べるのです。味噌煮込みにされたオオカミの肉も、さぞかしおいしく感じられたに違ちがいありません。でなければ、数十キロもある肉を一人で食べきれるわけがありません。

　皆さん。被告人の過剰防衛と死体損そん壊かいの罪つみは誰が見ても明らかですわ。確かに被告人には同情すべき余地はありますが、計画的な殺人と、死体損壊の罪については問われなければなりません。どうか弁護人の妄想などに迷まよわされず、正しい裁さばきを下してください。

　以上ですわ」

　教室ほうていはしんと静まり返った。

　これが呆あきれ返っているための静けさならいいのだが、残念ながらそうではないようだった。

　むう、やってくれる。

　こんな演えん説ぜつを聞かされれば、さすがに何人か影えい響きようされる陪審員も出てくるだろう。これはちょっと結果を待つのが怖こわくなってくる。

「以上で、行うべき裁判の過か程ていはすべて完かん了りようした。

　これより私と陪審員は別室へと移うつり、評ひよう決けつを行いたいと思う。諸しよ君くんらは、しばしこの場で待機していてもらいたい」

　裁判長がそう締しめくくった。




　　　　◆




　……五分やそこらで終わると思った評決だが、不思議なことに十分経たっても、二十分経っても結果は出なかった。あたしや瓜畑がどれだけイライラしていたかは、筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい。

　再ふたたび裁判長と陪審員が戻もどってきたときには、すでに三十分が経けい過かしていた。

「諸君、遅おくれてしまい大変申し訳わけない。

　陪ばい審しん員いんの間でも意見が分かれてしまい、少々時間がかかってしまった。

　さて、では陪審員長、立ちたまえ」

　陪審員の一人であるらしい女子が立ち上がった。よそのクラスなので、名前は知らない。

「陪審員長、君たちは評決に達したな？」

「はい」

「では発表したまえ」

「分かりました」

　ここで陪審員長はもったいぶるように咳せき払ばらいをしてから、四百字詰づめの原げん稿こう用紙を取り出して読み上げた。

　さすがのあたしもこのときばかりは手が震ふるえた。生まれて初めての最終弁べん論ろんを思いっきりやってやったのだ。ここで負けたらクラスのみんなに顔向けができないし、負け犬などという言葉は、瓜畑にのみ向けられるべきなのだ。

「我われ々われ陪審員は次のような結論に達しました。

　弁べん護ご側、検けん察さつ側の主しゆ張ちようは双そう方ほうともに説得力がありました。私たちは迷まよいに迷いました。

　そして迷いに迷った結果……だんだんどっちでもいいような気がしてきたのです」

『……は？』

　あたしと瓜畑の声がハモった。

「というわけで、これは裁さい判ばん長ちようの提てい案あんを取り入れた結論なのですが、三匹びきの子こ豚ぶたなんて古ふる臭くさい演えん劇げきをやるよりも、いっそこの裁判を劇として演じた方がよっぽどウケが取れるのではないか。以上が私たちの結論です」















『…………は？』

　あたしと瓜畑の呆あつ気けに取られた顔をよそに──

　傍ぼう聴ちよう席せきから拍はく手しゆ喝かつ采さいが生まれ、陪審員たちの出した結論は、歓かん呼この声と共に受け入れられ、決定事じ項こうとなったのであった。




　　　　◆




　後日談。

　今年の演劇会は、近年にない盛もり上がりを見せたとか見せなかったとか。




　あたしと瓜畑との対戦成せい績せき。一勝〇敗一分──。




　参考資し料りよう：

　えほん世界のおはなしシリーズ第一巻かん「３びきの子ぶた」（絵・いもとようこ　文・末吉暁子　出しゆつ版ぱん・講談社）より
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「おらの育てた麦をなんばしよっとー!?」

　時は十六世紀、所はフランス・オートン地方。

　農業を営いとなむジョゼフ氏（仮か名めい）は、ある盗人ぬすつとたちにひどく憤ふん慨がいしていた。

　彼が怒おこるのは無理もない。その盗人は徒と党とうを組んでやってきてはジョゼフ氏が大切に育てた麦を盗ぬすみ、貪むさぼり食ってきたのだ。

　しかも被ひ害がいは一度や二度だけではなく、被害者もまたジョゼフ氏だけにとどまらなかった。被害者数は算定することすらできない膨ぼう大だいな数にのぼった。

　ただでさえ食料の供きよう給きゆうが安定していなかった時代である。わずかでも麦を盗まれることは人々にとって死活問題であり、人々の怒いかりはまさに頂ちよう点てんに達していた。

　事じ態たいを重く見た知事は、その犯はん人にんを公式に起き訴そするという挙に出る。その結果、ついに教会の法ほう廷ていで裁さい判ばんが始まることとなった。

　裁判を取り仕切ることになった司教は、犯人の一人を捕とらえ、法廷に出廷するよう命令。また裁判となれば、被告人がどんな悪人であろうとその権けん利りを守る弁べん護ご人にんを選せん任にんしなければならない。司教は一人の弁護人を選任した。

　その男の名は、バーソロミュー・シャスネといった。巧たくみな弁護と法廷戦せん術じゆつによって人々の注目を集め、法廷弁護人としての名声を得た法学者である。

　やがて舞ぶ台たいは整ととのった。被告人が法廷へと連れ出され、ついに裁判が始まることとなる。




　しかし、一つだけ問題があった。

　被告人は人々の貴き重ちような食料をいくども不法に盗んできた大悪人であり、その犯行を目もく撃げきした証しよう人にんも大おお勢ぜいいる。これほどに罪つみの立証がたやすい裁判なら、本来なら裁判も形だけのものとなり、被告人には早々に刑けいが下されていただろう。

　けれど、この裁判ではそうはいかなかった。

　被告人は──いや、そもそもこの表ひよう現げんからしておかしい。




　なぜなら、被告はネズミだったからだ。




　　　　◆




　裁判長を務つとめることになっていた司教は、朝から憂ゆう鬱うつな気分を払ふつ拭しよくすることができずにいた。

　目の前にあるドアが開けられれば、そこは法廷である。弁護人や検けん察さつ官かん、たくさんの傍ぼう聴ちよう人にん、そして──被告人がいる。そう、被告人という名のネズミが。

　いかに仕事とはいえ、何が悲しくてネズミを被告人とした裁判など開かねばならないのか。ネズミを相手に罪ざい状じよう認にん否ぴでもやれというのか？　そんなバカげた話はない。到とう底ていまじめにやることなど不ふ可か能のうだった。

　しかし、すまじきものは宮仕え、これも仕事なのだ。おまけに、農民の大部分はこの裁判でネズミに罰ばつが科せられることを望んでいる。それだけではない。ここのところ政まつりごとがあまりうまくいっておらず、農民たちの不満を逸そらすためにも、この裁判は必要とされていたのだ。

　そもそも、ネズミに損そん害がい賠ばい償しようを請せい求きゆうするというわけでもなく、刑事罰を科すというわけでもない。仮かりにネズミ側の敗北となっても、罰ばつ則そくは破は門もんするというだけなのだ。

　神に見み捨すてられる──人間ならこれほど恐おそろしいことはないだろう。しかし、果たしてネズミが破門の宣せん告こくを受けて罪を悔くい改めることがあるだろうか。

　どうかしてるという思いは尽つきない。しかし、手を抜ぬくわけにもいかなかった。

「裁判長の入廷です！　全員起立！」

　廷てい吏りの声と同時に、目の前のドアが開かれる。

　もはやうじうじと考えている時間は終わった。毅き然ぜんとした態たい度どで法廷内に入り、裁判長のために用意された高い場所にある椅い子すへと向かう。

　席に着くと、以後裁判長と呼よばれることになった彼は厳おごそかに宣言した。

「ではこれより、ネズミに対する裁判を始めようと思います」

「そ、その前に、ちょっといいですか裁判長」

　やたらと背せの低い中年の検察官が、狼ろう狽ばい気味の声で言った。

「なんですか、ホリウーチ検事」

「裁判長。確たしかこの裁判で弁護人を務めるのはバーソロミュー・シャスネ氏のはずではありませんでしたか？」

「ええ、そうですね」

「それでは一体──」

　と、ホリウーチ検事は怪け訝げんそうな視し線せんを正面へと向けた。

「なぜあのような人物があそこに座すわっているのですか？」

　法廷中の視線がその男へと集まる。本来ならシャスネ氏が座っているはずの席へと。

　その男は、見るからに異い様ような風ふう貌ぼうをしていた。

　まず肌はだの色だ。イエローというかベージュというか、とにかく普ふ通つうのフランス人の肌ではない。

　まあ東洋の方には黒人でも白人でもない変わった肌の色を持つ人々がいるという。恐おそらくは彼もそんな遠い東洋の人間なのだろうと、誰だれもが想そう像ぞうした。

　しかし、何よりその男が人々の目を引いたのは、彼の持つ目の鋭するどさのためだった。

　人々に甘かん言げんをささやき、地じ獄ごくへと導みちびく悪あく魔まが実じつ在ざいするとすれば、間ま違ちがいなくこの男のような目をしていることだろう。誰もがそう思うほどに鋭く、なんとも品のない悪そうな目つきの持ち主だった。

「……ちょっとそこの方、いいですか？」

　恐る恐る尋たずねる。

「は、なんでしょうか」

　集まる視線をものともせず、その男は胸むねを張はって平然と答えた。

「単刀直入に伺うかがいますが……。あなた、誰ですか？」

「は。私は被ひ告こくの弁べん護ご人にんですが」

「確か弁護人はシャスネ氏のはずですが」

「残念ながら彼は少々腹はらを壊こわしてしまいまして。現げん在ざいは家で療りよう養よう中のため、私が彼から直じき々じきに弁護の代理を頼たのまれたのです」

「ほう。シャスネ氏がそんなことに」

「ええ。私もいきなり頼まれて面めん食くらったのですが、彼の頼みとあっては断ことわれませんでしたので」

「まあそういうことなら仕方ありませんが……。

　それにしても、弁護人が突とつ然ぜん代わるというのであれば、せめて本官にだけでも前もって通知していただきたかったものですな」

「申し訳わけありません、なにしろ突然だったものですから」

　その男は深々と頭を下げた。しかしその顔には後ろめたそうな様子などまったくなく、見るからにふてぶてしい笑えみさえ浮うかんでいた。もちろん裁さい判ばん長ちようはそのことに気付いていたが、形だけといえど謝しや罪ざいされている以上、邪じや険けんに扱あつかうわけにもいかなかった。

「しかし妙みようですな。シャスネ氏が代理を任まかせられるほどの弁護士なら、これまでにどこかで一度ぐらいお会いしていてもおかしくないと思うのですが、あなたにはどうも見覚えがありません。失礼ですが、とりあえずお名前をお聞かせ願えますかな？」

「おっと、自じ己こ紹しよう介かいが遅おくれましたな。私の名はゼンコー・ヤマシーカと申します。遠い東洋からやってきました」

「ほほう、変わった名ですな。やはり東洋の方でしたか。

　おや、そういえば検けん事じどののお名前と発音が似にておりますな。ホリウーチ検事、ひょっとしてお知り合いですか？」

「ええ。不本意ながら」

　ホリウーチ検事は口いっぱいの苦虫をかみ締しめたような顔で答えた。

「そうですか。ホリウーチ検事の知り合いで、かつシャスネ氏が直々に代理を頼んだ方ならば、弁護人としての資し格かくは問題なさそうですな。

　ではまあよろしい、あらためて裁判を始めるとしましょう。検察官は起き訴そ状じようを朗ろう読どくして下さい」

「分かりました」

　と、ホリウーチ検事は羊皮紙を手に立ち上がった。

「えー、被告人であるネズミは──」

　その次の瞬しゆん間かんだった。

「異い議ぎあり！」

　弁護人がいきなり机つくえを殴なぐりつけた。それも机が壊こわれるのではないかと思うほどに。

　法ほう廷ていを震ふるわせるような轟ごう音おんに、誰もが身をすくめる。

　そして弁護人は人々の注目を一身に集め、さらに続けて叫さけんだ。

「被告人という表ひよう現げんは明らかに正せい確かくなものではありません！　被告が人でないことは誰がどう見ても明白です！」

　そりゃそうだ、と裁判長は頭の中でげんなりした。

　やっぱりきた、と検察官は心の中でうんざりした。

　二人とも、この展てん開かい自体は予よ測そくできていた。シャスネ氏であっても同じ主しゆ張ちようを展開しただろう。被告のあらゆる権けん利りを守る義ぎ務むがある弁護士ならば、当然すべき主張だ。

　しかしである。現げん実じつ問題として、別にネズミの被告を被告人と呼よんだところで誰が迷めい惑わくをこうむるというのか。ネズミが嫌いやがるとでも思っているのか？

　とはいえ、裁判長にしても、その異議自体は認みとめざるを得なかった。ネズミは被告として法廷に連れ出されている以上、充じゆう分ぶんな権利を与あたえねばならない。

「……確たしかに被告人という表現は正しくないでしょう。しかし〝被告ネズミ〟と呼こ称しようするのもなんです、ここはただ単に〝被告〟と表現するということでどうでしょうか」

　幸いなことに、弁護人はそれ以上の異議を申し立てることはなかった。

　裁判長は鈍にぶい頭ず痛つうを感じた。まだ起訴状の朗読の、それも冒ぼう頭とうである。初しよっ端ぱなからこれでは、この後いったいどうなってしまうのかと。

「双そう方ほう、問題はなさそうですね。では検事、以後そのように」

　裁判長の発言には今ひとつやる気が欠けつ如じよしているように感じられたが、そのことで裁判長の責せき任にんを問おうとした者はいなかった。

「わ、分かりました、では言い直します。えー、被告であるネズミは──」

「異議あり！」

　ズガンと雷かみなりが落ちるような音。

　またか──と、もし人目がなければ裁判長は頭を抱かかえていただろう。

　そんな裁判長の内心など知らず、弁護人は大声で怒ど鳴なりつけた。

「裁判長！　検察側が述のべたネズミという名前は、被告の名前としては不ふ適てき切せつです！　これはたとえて言うなら『被告人である人間は』と言っているようなものです！　個こ々こに識しき別べつができる名前がない限かぎり、公平な裁判の進行など望めません！」

「ちょ、ちょっと待って下さい」と、今度はホリウーチ検けん事じが反はん論ろんした。「裁さい判ばん長ちよう、そもそもネズミなんて生物が名前などという概がい念ねんを持ってるとは思え──あ、いや、ええと、なんでもありません。失礼しました」

　概念などという観念を持ち出せばこの裁判は成り立たない──そう気付いたのだった。

　裁判長はまたため息を吐ついてから、弁べん護ご人にんに向き直った。人間の被ひ告こくを「被告人である人間は──」などと言えば、確かに誰だって異議を申し立てるだろう。弁護人の異議は認めざるを得なかった。

「ヤマシーカ弁護人。ようするにこのネズミを、他ほかのネズミと区別するための名前があればいいわけですね？」

「ええ、まあそんな感じですが」

「ではとりあえずこの裁判が終わるまでの間、被告に暫ざん定てい的てきに名前を付けるということでどうでしょうか？」

「まあ仕方ありませんな。そうでもしない限り、話が進まないようですし」

　なら最初から余よ計けいな異議など挟はさむな──裁判長とホリウーチ検事は同じ感想を抱いだいたが、口には出さなかった。

「ではそういうことにして、とっとと先に進みましょう。弁護人、何かいい名前の案でもありませんか？」

　半分は皮肉で訊きいたつもりだった。しかし弁護人は、堂々と答えた。

「裁判長。そういうことでしたら提てい案あんがあります。〝とっとこネズタロー〟というのはどうでしょうか？」

「…………」

　裁判長はしばし黙だまりこくったのち、必要以上に生き真ま面じ目めな態たい度どで問い返した。

「……ヤマシーカ弁護人」

「なんでしょう？」

「〝とっとこ〟というのは文字通りとっとこ歩くネズミの生態を端たん的てきに表現しているのだというのは分かりますが、その〝タロー〟というのは一体なんですか？」

「私の故こ郷きようでよく付けられる名前です。英語でいうところの〝ジョージ〟みたいなもんですよ」

「はあ、なるほど。ここはフランスなんですが、まあそれはいいでしょう。

　しかし……なんと言いましょうか、そのネーミングにはどうも危き険けんな響ひびきが感じられるのですが」

「危険な響き……と、言いますと？」

「これはその、裁判官としてのカンなのですが、その名前を使用することによってどこかから訴うつたえられるようなことはないのでしょうね？」

「問題ないでしょう」

　きっぱりと答える。

「……やけに自信たっぷりに言い切られますな。何か根こん拠きよでもあるのですか？」

「まあなんとなくです」

　やはりきっぱりと答える。

　裁判長はまた頭を抱かかえたくなる衝しよう動どうに駆かられた。

「……まあよろしい。このままでは話も進みませんから、ではそのトットコネズタローとやらで始めましょう。ホリウーチ検事、とっとこ始めて下さい」

「さ、裁判長。僭せん越えつながら申し上げたいのですが、その、ちょっとヤケかなにか入ってませんか？」

「とっとと始めて下さい！」

「は、はい、分かりました」

　ホリウーチ検事は一度咳せき払ばらいをして気分を変えてから、

「えー、で、では。被告・トットコネズタローとその仲間たちは、農民たちが精せい魂こん込こめて作ってきた農作物を食い荒あらし、人々に甚じん大だいな被害をもたらしてきました。

　被告たちは、人々が寝ね静しずまったころを狙ねらい、徒と党とうを組んで食料の保ほ管かん庫こや畑へと侵しん入にゆう、手当たりしだいに貴き重ちような食料を食い荒らすという悪あく質しつな犯はん行こうを繰くり返してきました。

　さらにそれらの犯行は一度や二度にとどまらず、被告たちは過か去こ何十年、いや何百年にもわたって悪意の下もとに同様の犯行を繰り返し、人々を苦しめてきました。

　罪ざい名めいおよび罰ばつ条じよう。刑けい法ほう第二三五条窃せつ盗とう罪、以上です」

　裁判長はふと首をかしげた。この国に刑法第二三五条などというものがあっただろうかと。

　しかし、何も自分でこれ以上裁判を混こん乱らんさせたいとは思わなかったし、弁護人も特に異い議ぎを申し立てる様子がなかったので、このままそっとしておくことにした。

「よろしい。では続いて──」

　次に何をやるかを思い出し、裁判長は思わず顔を硬こう直ちよくさせた。

「──ざ、罪ざい状じよう認にん否ぴと参りましょう。被告は前に出なさい」

　とうとう来てしまったのだ。ネズミに対し、あなたは罪つみを犯おかしましたか、などと問うことになる一番バカらしい時間が。

　やがて係員に運ばれて、カゴに入れられたネズミが証しよう言げん台だいの上に立った。もとい、置かれた。

　今気付いたが、やけに大きく、それにあまり見み慣なれないネズミだった。大きさはネコほどもあり、色も灰色ではなく、全体的に黄色っぽい。

　まあネズミにしたって色々と種類があるのだし、なにしろ代表として連れてこられたネズミである。誰かが気を利きかせてこんな大きなネズミを連れてきたのだろう──そう納なつ得とくして、裁判長は告知を始めた。

「ではトットコネズタローさん。まず、あなたには黙もく秘ひ権けんがあります。あなたは質問されたことに対し、答えてもいいし答えなくても構かまいません。しかし、あなたが発言したことはあなたに不利な証しよう拠ことして使われることがあります。いいですね？」

　その妙みように大きなネズミは、当然というか何も答えなかった。

「……ではお尋たずねします。あなたは現げん在ざい自分にかけられている容よう疑ぎを認みとめますか？」

　どうかしてる。少なくとも裁さい判ばん長ちようはそう思った。ネズミがこんなことに答えるわけがない。

　しかし。なんの偶ぐう然ぜんか、そのネズミは台の上で答えた──もとい、鳴いた。

「ぴっかっちゅー？」

「け、警けい備び員いん！」裁判長は顔色を変えて叫さけんだ。「このネズミは確たしかにネズミのようですがちょっと毛色が違ちがいますし、その、色々と問題があるように思えます！　すぐに連れ出して他ほかのと交こう換かんしてきなさい！」

　法ほう廷ていは騒そう然ぜんとなった。

　慌あわてて連れ出される黄色いネズミを見て、裁判長は思った。

　なぜ今まで誰だれも気がつかなかったのかと。




　やがて新たな被ひ告こくが連れて来られ、法廷も静せい寂じやくを取り戻もどし、罪状認否が再開された。

　なにしろ被告がいきなり取り替かえられたのである。裁判長の経けい歴れきの中でも、こんなことは前代未み聞もんだった。本来なら弁べん護ご側から異議の一つや二つどころか審しん理りの延えん期きないし中止を求められて然しかるべきだったが、こういうときに限かぎってあの弁護人はなぜかニヤニヤと笑いながら傍ぼう観かんしている。裁判長は思わず木き槌づちをぶん投げてやりたくなる衝動に駆られたが、奇き跡せき的にこらえた。

「で、ではあらためて被告にお尋ねします。あなたは検けん察さつ側の主しゆ張ちようを認めますか？」

　今度の被告は大きさもてのひらぐらいだったし、ぴかぴかと鳴くこともなく、ほっぺたに赤丸もなかった。チューチューと鳴くことすらなく、ただ怯おびえたようにカゴの中でじっとしてる。

「裁判長。被告は黙秘権を行使しているのです」

　弁護人が口を挟はさむ。

　お前にはネズミの言葉が分かるのか！　と問とい質ただしたい欲よつ求きゆうに駆られたが、なんとか理り性せいで抑おさえ込こむ。

「……よろしい。ではまあそういうことにしておきましょう。では続いて弁護側の冒ぼう頭とう陳ちん述じゆつと参りましょうか。弁護人、よろしいですか」

「はい」と、弁護人は立ち上がった。そして悠ゆう然ぜんと話し始める。

「まず申し上げておきたいのですが、検察側の主張は甚はなはだ同意できないものばかりです。

　確かにとっとこネズタローとその仲間たちは、人々の貴重な食料を幾いく度どとなく盗ぬすんできました。それは事実であり、またたくさんの人々に害をなす行こう為いであったことも認めましょう。

　しかしそれは彼らが生きるために必要なことだったのであり、また彼らは古来、そうすることによって生き延のびてきたのです。

　ホリウーチ検事は悪意の下にそういった行為が行われてきたと主張してきました。しかし彼らネズミにそのような悪意などなかったのです。我われ々われが日にち常じようで当たり前に呼こ吸きゆうしてるように、ネズミたちもまたごく自然に目の前にある食料を口にすることで生き延びてきたのです。繰くり返しますが、彼らは生きるためにそうしてきたのであり、それは必要な行為だったのです。

　しかし、結果的にその行動は我々人間に害を与あたえるものでした。それゆえ、我々もまた何百年にもわたって、何千、何万ものネズミを迫はく害がいし、駆く除じよしてきたのです」

　弁護人は肩をすくめ、

「これはもう、どっちもどっちと言うべきでしょう。我々はそうやって彼らと関かかわってきました。これまでも、そしてこれからも同じでしょう。ただ一つはっきりと申し上げたいことは、そうしたネズミを我々人間の法によって裁さばこうなど論ろん外がいという他ほかないということ、それだけです。

　終わります」

　思ったより大人しい。それが裁判長の抱いだいた感想だった。さっきはあれだけ強きよう硬こうに異い議ぎを唱えていたのに、一体どうしたのか。あるいは──これが嵐あらしの前の静けさというやつなのか。

「で、ではこれより検察側の証しよう人にん喚かん問もんに移うつりたいと思います。ホリウーチ検事、お願いできますか」

「分かりました。では検察側最初の証人として、ジョゼフ氏を喚問いたします」

　証言台に立ったのは、ごく普ふ通つうの素そ朴ぼくにして地味な中年の農民であった。

「ではまず、あなたのお名前とご職しよく業ぎようをお教え願えますか」

　裁判長が尋ねる。

「農家をやっとりますジョゼフと申しますだ」

「あなたは噓うそ偽いつわりを述のべず、良心に従したがって真実のみを証言することを誓ちかいますか？」

「へぇ、誓います」

「よろしい、では尋じん問もんを始めて下さい」

　ホリウーチ検事は立ち上がると、証言台へと近づきながら質しつ問もんを始めた。

「ではジョゼフさん。まず、あなたが昨年の秋にご経験なされたことについて証言して下さい」

「分かりましただ。あれは昨年の秋、大麦の収しゆう穫かくが終わったときのことですだ。おらは収穫が終わったばかりの麦を大切に倉庫に保ほ存ぞんしときましただ。

　ところが何日か経たってから倉庫を開けると、えらいことになっとったんだす」

「どうなってたんですか？」

「大事な麦が何割わりも目め減べりしとったんだす」

「誰の仕し業わざであるか分かりましたか？」

「もちろんだす。倉庫のドアを開けた途と端たん、ネズミどもが何十匹ぴきも逃にげ回ったんだす。おまけに、残ってた麦にもネズミのフンが混まじってやした。誰の仕業かなんて明白だぁ」

　ジョゼフは被ひ告こく席せきのネズミを指差して声を荒あららげた。

「そいつに決まってるだよ！　そのネズ公がおらの大切な麦を食い荒あらしたんだぁ！」

「そうだそうだ、おらとこの麦もそいつにやられただ！」

「全部そいつらが悪いだよ！」

　ジョゼフの気き概がいに感化されたのか、傍ぼう聴ちよう人にんたちも騒さわぎ出す。

「静せい粛しゆくに、はいはい、静粛に」

　裁さい判ばん長ちようがコンコンコンと小さく槌つちを鳴らしながら、興こう奮ふんしてきた傍聴人たちを諭さとすようになだめる。

「裁判長、以上で質問を終わります」

「よろしい。では弁べん護ご人にん、反対尋問を」

「了りよう解かいしました」

　ヤマシーカ弁護人は立ち上がると、ホリウーチ検けん事じと同じように証言台へと近づきながら反対尋問を開始した。

「ジョゼフさん。あなたの証言によりますと、あなたが保存していた大事な麦を被告とその仲間たちが食べてしまった──そう主しゆ張ちようなさりたいわけですよね？」

「ええ、そうだす」

「でも、そうだとするとどうもあなたの主張にはおかしいところがあるんですが」

「ど、どこがだす？」

「あなたが見たのは本当に被告のとっとこネズタロー氏だったのですか？」

「……ど、どういうことだすか」

「よろしい、言い換かえましょう。あなたにはネズミとネズミの区別がつきますか？　たとえば被告と同じ種類のネズミを何なん匹びきか連れてきたとして、あなたにはその中からトットコネズタロー氏のみを選別することができますか？」

「そ、それはちょっと分かんねえだす。で、でもそいつの仲間がやったことには違ちがいねえはずだべ？」

「おや、それもおかしい。ネズミとネズミの区別がつかないあなたに、どうやってネズタロー氏の仲間が判はん別べつできるというのですか？　それとも、同じネズミというだけですべてのネズミが仲間であるとでも思っているのですか？」

「ちょっと待って下さい、異議を申し立てます」

　と、ホリウーチ検事が口を挟はさんだ。

「この裁判はあくまですべてのネズミに対して行われているものです。被告は代表としてこの場にいるに過すぎません。弁護人の言ってることは筋すじ違ちがいです。

　そもそも弁護人に尋たずねたいが、君こそ証しよう明めいできるというのかね。ジョゼフ氏の麦を食ったのが被告や被告の仲間ではないということを」

　弁護人はあっさりと肩かたをすくめ、降こう伏ふくしたかのように両手を挙げた。

「それはごもっとも。なるほど、確たしかに私にもネズミの区別なんてつきませんからね。しかしまあ、これはつまり被告がジョゼフ氏の麦を食べたことは誰にも立証できないということですね。食べたかもしれないし、食べてなかったのかもしれない。しかし、疑うたがわしきは被告人の利り益えきに、というのが裁判の鉄てつ則そくである以上──」

「もうその辺でよろしいでしょう」

　と、裁判長がやや強ごう引いんに締しめくくった。

「ネズミが本当に罪つみを犯おかしたのか、犯さなかったのか、それを判はん断だんするのは裁判長たる私です。検察と弁護側、双そう方ほうの主張を聞いた後、被告がやはり麦を盗ぬすんだと思えば罰ばつを科しますし、そうでなければ無む罪ざいとする。裁判とはそれだけのものです。弁護人、次の質しつ問もんを行いなさい」

　弁護人はいささか不満顔だった。

　しかし疑わしきは被告人の利益に、などという原則を持ち出されては、確かく実じつにネズミは無罪となってしまう。そうなれば傍聴席から暴ぼう動どうが起こりかねない。少なくともこの議ぎ論ろんだけは裁判長権けん限げんで押おし切る必要があった。

　弁護人は証言台に向き直り、次の質問を飛ばした。

「ジョゼフさん。被告が本当にあなたの大切にしていた麦を食べたのか、その点についてはもう質問しません。しかし、もう一点あなたに問い質たださねばならないことがあります」

「な、なんだすか」

「あなたの証言からすると、あなたはネズミが麦を食べているところを実じつ際さいに見たわけじゃありませんよね？」

「そ、そりゃあまあ、ネズミどもは保ほ存ぞん庫この戸を開けると途と端たんに逃げ出すもんだすから」

「ネズミというのは雑ざつ食しよく性せいですよね？」

「ええ、そうだす」

「必ずしも麦を食べて生きているというわけではありませんよね？」

「そ、そりゃそうだすが」

「すなわち、あなたの大事な麦を盗んだのは、ネズミ以外の誰かということも考えられるのではありませんか？」

「……で、でも、残った麦にはネズミどものフンが混じってたんだす！　あいつら以外に考えられねえだす！」

「でも、あなたはネズミが麦を食べているところを見たわけではないと証言しましたよね？」

「……あう、まあ」

　弁護人の話に納なつ得とくする点を見み出いだしてしまったのか、傍聴席は静まり返った。

「あるいは、誰かあなたに恨うらみを持つ人物が麦を盗み、あたかもネズミがやったかのように見せかけるためにネズミのフンをまいていったとも考えられるんじゃないですか？」

「そ、そんなことはねえだ！　おら人ひと様さまから恨みを買うような生き方した覚えはねえだす！」

「恨みなんてものは、自分の知らない内に買うものだと思いませんか？」

「異い議ぎあり！」と、ホリウーチ検けん事じが立ち上がった。「ただいまの質しつ問もんはこの裁さい判ばんと関連性があるとは思えません！」

　すると弁べん護ご人にんは一言も抗こう弁べんせず、肩をすくめて席に戻もどった。

「これで終わります」

「……よろしい。ジョゼフさん、お戻り下さい。検察側は次の証人の喚かん問もんを」




「次の証人は、同じく農民であるマリーさんです」

　証言台に立ったのは、中年の女性だった。先ほどのジョゼフと同じく身なりはあまり良くはない。ただ、その目は赤くなっており、今にも泣き出しそうだった。

「あなたの家は、農家ですね？」

「はい」

「あなたには子こ供どもがいますか？」

「その質問だと答えはノンです。私には子供がいました」

「つまり、亡なくなったということですか？」

「そうです。この間の冬に」

　声が震ふるえていた。

「死し因いんはなんだったのですか？」

「餓が死しです。ネズミが貴き重ちような食料を食い荒あらしていったために、私の子は餓死しました。食料さえあれば、私の子はもっと長生きできたのです」

「以上で終わります」

　ホリウーチ検事は必要以上に神しん妙みような顔をして、静かにそう言い終えた。

「弁護人、反対尋じん問もんを」

「はい」

　と、ヤマシーカ弁護人は立ち上がったものの、先ほどのようにすぐ質問を飛ばすことはしなかった。

　相手は子供を餓死させてしまった不幸な母親である。先ほどの証人のように、「本当にネズミが麦を食い荒らしているところを見たのか」などと問い質ただすのは、あまりにも周囲の目が怖こわすぎる。

　わずかな考こう慮りよの後、ヤマシーカ弁護人は次のような質問をした。

「マリーさん。まずあなたのお子さんに哀あい悼とうの意をささげたいと思います」

「それはどうも」

「しかし、裁判は裁判です。私は被ひ告こくの権けん利りを守る弁護人として、あなたに質問しなければなりません。

　とりあえず、あなたのお子さんが餓死した原因が、本当にネズミが食料を食い荒らしたことにあるのか、はたまた食料を食い荒らしたのは本当にネズミだったのか、それについて問い質すことはやめておきます」

　やけにトゲを含んだ言い方だったが、そのことを指し摘てきする者はいなかった。

「率そつ直ちよくに伺うかがいます。あなたのお子さんはもちろん、あらゆる生物には生きる権利はあると思いますよね？」

「当然です」

「ではもう一つ。あなたはネズミを殺したことはありますか？」

「……ないとは言いません。で、でも、それは食料を守るためです。私だって生きるためにネズミを殺したのです」

「なるほど、食料を守るために、生きるためにネズミを殺した。そしてそれはやむをえない行こう為いだった。そう主しゆ張ちようするわけですね？」

「……そうです」

「あなたの論ろん理りから言えば、生きるためにネズミが麦を食ったこともまた正しい行為ということになりませんか？　しかも、ネズミは麦を食っただけだというのに、あなたはネズミを殺した。罪つみの比ひ率りつでいえば、あなたの方が重いことになりませんか？」

　傍ぼう聴ちよう席せきがざわめいた。

　片かたや子供を飢うえでなくした母親。片や天下の悪人であるネズミと人間の子供を同列に扱あつかおうとする弁護人である。傍聴席から罵ば声せいが飛び交かい、うんざりしながら裁判長がそれを鎮しずめる。

「反対尋問は以上です」

「結けつ構こうです。では検察側は次の証しよう人にんを──」

　と、言いかけたそのときだった。

「すいませんが裁判長、ちょっと待っていただけますか」

　また弁護人だった。

「今度はなんですか？」

「裁判長、一つ提てい案あんしたいことがあります」

　絶ぜつ対たい、ロクでもないことだ──裁判長は直感した。

「……伺いましょうか」

　邪じや険けんにすることもできぬ自分の立場がうらめしい。

「これまでの審しん理りから、被告の権利を守る義ぎ務むがある弁護人として、こう主張せざるを得ません。やはりこのような裁判に意味はありません。

　先ほどから検けん察さつ側の証人喚かん問もんが行われておりますが、その主張はネズミ全体について罪つみを着せようとするものです。

　被告となるべきネズミはどこにでもおります。その中のほんの一匹ぴきだけをこの場へと喚問し、他ほかのすべてのネズミと同どう一いつ視しして裁さい判ばんにかけることは不ふ適てき切せつであると考えます」

「まさか弁べん護ご人にん」と、ホリウーチ検事が鼻で笑った。「この辺り一帯のすべてのネズミを法廷へ連れ出せとでも言うつもりではあるまいな」

「そんなことをしろとは申しません。ですが、このままでは公正な裁判を続行することは不ふ可か能のうです。

　たとえ話をすることをお許ゆるしください。たとえば、二つの村があり、片方の村がもう片方の村を水の不正利用で訴うつたえたとしましょう。その場合、どのような手順が踏ふまれるでしょうか。少なくとも訴えられた側、すなわち被告となる村の方には、どのような内ない容ようで訴えられたのかということについての通知がなされ、さらにその後法ほう廷ていへ出廷して抗こう弁べんするようにと通告を受けることになるでしょう。

　ひるがえって今回の裁判を見てみましょう。この裁判はすべてのネズミを対象としたものであることは、これまでの審しん理りをみても明らかです。

　もう私が何を主張したいかはご理り解かいいただけると思います。公正な裁判を行うのであれば、少なくともすべての教区のネズミに対し、訴えられている旨むねを伝え、法廷へ来て抗弁するようにと通告するべきです」

　裁判長は思わずうぐっとのけぞった。

　正せい論ろん。まさしく正論だ。裁判を行う以上は公正でなくてはならない。そして公正を建前とする以上は、弁護側の主張はすべて行われて然しかるべき事じ項こうだ。

　しかし、ネズミに布ふ告こくなどしたところで効こう果かがあるわけがないし、すべての教区に布告するなどということになれば、それだけで何か月かかるか分かったものではない。

「ホ、ホリウーチ検事。何か反論は？」

　弁護人の主張が建前として正せい当とう性せいを持つ以上、このままでは弁護人の主張を認みとめなくてはならない。しかしもしその主張を認めてしまったら、ネズミに対して召しよう喚かん令れい状じようを出すなどというバカらしいことを真ま面じ目めにやらなければならない。それも何か月もかけて。

　もはやこの裁判の趨すう勢せいは、ホリウーチ検事の反論にかかっていると言っても過か言ごんではなかった。しかし肝かん心じんの検察官は、考える素そ振ぶりすら見せず、あっさりと肩かたをすくめた。

「残念ながら裁判長、弁護人の主張はまったく正しいという他ありません」

（お前までそんなことを言い出してどうする！）

　だが幸いなことに、ホリウーチ検事にもまた、追い詰つめられたという態たい度どはまったくなかった。

「ただし、一つだけ私も思い起こして欲ほしいことがあります。私もヤマシーカ弁護人のたとえを引用するとしましょう。

　二つの村があり、片かた方ほうの村がもう片方を訴えたとします。弁護人がおっしゃったように、訴えられた方、すなわち被ひ告こく側には裁判所から抗弁に来るようにと通知がいきます。では、このとき被告側が誰だれ一人として出席しなかった場合、裁判はどうなるでしょうか？　簡かん単たんなことです、被告側は訴えられた事こと柄がらすべてを認めたとされ、自動的に原告側の勝しよう訴そとなるのです」

　裁判長は思わず拍はく手しゆしたくなった。

　そうだ、弁護人に気け圧おされて肝心なことを忘わすれていた。すばらしい、さすがホリウーチ検事だ。自主的な法廷への出席を促うながしたところで、応おうじるネズミがいるわけがない。そうなれば、被告側は弁明せずということで自動的に敗訴となる。これ以上馬ば鹿か馬鹿しい審しん理りを続行する必要は自動的になくなるというわけだ。

　裁判長は内心の嬉うれしさを顔に出さないようこらえながら、弁護人に向き直った。

「ヤマシーカ弁護人、ホリウーチ検事はあのようにおっしゃっていますが、なにしろこれはあなたが提てい案あんしたことです。今いま更さら取りやめるなどとは言いませんよね？」

　これまでのうっぷんを晴らすつもりで、いささか皮肉を込こめて言ってやる。

　だが弁護人もさる者らしく、相変わらず動どう揺ようした様子は見られなかった。

「もちろんです裁判長。自分で出した提案を引っ込めるようなことはいたしません。

　私が望むことは一つだけ、召喚の布告文がネズミにも分かる言語で書かれることだけです」

「うぐっ」

　裁判長はまた青くなったが、すぐにホリウーチ検事がその不安を払ふつ拭しよくした。

「それならご心配には及およびませんよ。そもそも、ネズミが我われ々われの使う言語を理解することができないとは誰にも証しよう明めいできないわけですからね。我々の公用語で布告すれば充じゆう分ぶんでしょう」

　それがとどめとなったらしい。今度ばかりは弁護人もそれ以上抗弁しようとはしなかった。

　まあ元々この弁護人はシャスネ氏の代理人として来ているのだ。時間を稼かせぐことができれば、それで面子メンツも守れるのだろう。とにかく、これでこの茶番を終わらすことができるのだ──裁判長は喜びいさんで木き槌づちを手に取った。

「結論は出ましたな。では、裁判を公平に行うため、すべての教区のネズミに対し、この法廷に抗弁をしにくるよう布告します。その布告がなされるまでの間、審理は無む期き限げんの延えん期きとしましょう。検察側、弁護側ともに異い論ろんはありませんね？」

　二人とも何も言わなかった。

「よろしい。では本日の審理はこれまでとする」







　だが不幸なことに──

　裁判長の期待した形で、裁判が終結を迎むかえることはついになかった。

　長い期間を経へてようやく再さい開かいされた裁判で、すべてのネズミに対し召しよう喚かんの布ふ告こくが出されていたにもかかわらず、自主的に出席したネズミは一匹ぴきたりともいなかった。ここまではホリウーチ検事の目もく論ろ見みどおりだった。

　もちろん、あらためて彼は主しゆ張ちようした。ネズミたちが抗こう弁べんの機会を棒ぼうに振ふったのは、自分たちの罪つみを認みとめているからである。これ以上審理の必ひつ要よう性せいはない。すぐさま判はん決けつを下すべきだ──と。

　しかし、また風か邪ぜで寝ね込こんでしまったシャスネに代わってやってきたヤマシーカ弁べん護ご人にんが、次のように主張したのだ。

「ネズミたちがこの場へ来ていないのは、自分たちの罪を認めていたからではない。この法ほう廷ていへ来ることができなかったためである。

　なぜなら、地上にはありとあらゆるところにネコという天てん敵てきがいる。

　たとえネズミでなく人であっても、裁さい判ばん所しよへ行くことが危き険けんであるならば、あらゆる召喚に応おうじる義ぎ務むはない。

　よって、すべてのネズミが安全に法廷へと来ることができる保ほ証しようがなされるまで、審理は延期されるべきである！」

　ホリウーチ検けん事じにこの主張を覆くつがえすことは、とうとうできなかった。




　かくしてこの後、裁判はうやむやのうちに歴史から消え去ることになり、その結果がどうなったのかはまったく記録されていない……。




　　　　◆




「──って夢ゆめを見たのよ！」

「……お前、変な本の読みすぎだ」





皐さ月つきが読んだ本：「殺人罪ざいで死し刑けいになった豚ぶた」




（エドワード・ペイソン・エヴァンズ著ちよ　遠藤徹訳やく　青弓社）









　あとがき







　読者の皆様におかれましては、お元気でいらっしゃいますでしょうか。

　諸もろ々もろの事じ情じようにより、前巻のタクティカル六巻から半年も間が空いてしまいました。大変申もうし訳わけございません。その代わり、タクティカルの次回作は来月発売という非ひ常じように稀け有うな予定になっておりますので、どうかもうしばらく見み捨すてないで頂いただければ幸いにございます。




　えー。さて……。なにしろ半年も空いてしまったものですから、あとがきの書き方ってどんなんやったじゃろかと必ひつ死しで思い出そうとしておるのですがさっぱり思い出せません。まああとがきに書き方もクソもないとは思うのですが、それはそれとしてもやっぱりどうにも書き辛づらくて仕し方かたありません。

　おまけに今回のあとがきは色々な都つ合ごう上じようページ数にあまり余よ裕ゆうがない上、なにしろタクティカルの七巻が来月発売予定で、実はその締しめ切りをすでに四日も過すぎていたりするという有あり様さまだったりするような状じよう況きようですので、もーかなり色々と大変なことになっております。本当に来月に出せるんでしょうか、自分の事ながら心配で仕方ありません。




　えー、こんなことばっかり書いてもなんですので、とりあえずあとがきらしく近きん況きよう報ほう告こくの一つも書いてみます。

　ネタと健けん康こうのために、脳のうドックを受けてみました。

　ＣＲＴで脳の断だん面めん写真を撮とってもらったところ、頭になんか白いのが見つかりました。

　お医者さまいわく、

「うーん、寄き生せい虫ちゆうの可か能のう性せいもあるなあ」

　びっくりです。

　実は師走しわすトオルの本体はその虫の方なのではないか、などと担たん当とうＳ様や周まわりの作家さんに散さん々ざん言われました。朝起きたら知らない文章が勝かつ手てに入力されていたりということがしばしばありましたので、自分でもあんまり否ひ定ていできません。

　一いち応おう、検査の三週間後に、「絶ぜつ対たい問題があるようなものじゃないから大だい丈じよう夫ぶ」という診しん断だん結けつ果かが出たのですが、本当に大丈夫なんでしょうか。

　そんなわけでもし将しよう来らい、なんか追おい詰つめられた感じの男が刃は物ものを持って富○見編集部へと乗り込んでくるような事件があっても、その人はきっと脳についた虫に操あやつられているのであって、本人にはまったく責せき任にんを問えないはずなので安心です。




　こんなところでしょうか。とにかく家に引きこもって執しつ筆ぴつしてるとこの手のネタが不ふ足そくしてしょうがありません。

　それではまた近いうちにお会いできると……いいなあとか思っております。





師走トオル






　追伸：




　本書に掲けい載さいされております短編「新説・さんびきのこぶた」編の執しつ筆ぴつにあたりましては、茨いばら城き法教育研究会様のホームページにて配はい布ふされている教材を参さん考こうにさせていただきました。快こころよく同教材を参考にすることを許きよ可かしてくださった製せい作さく者しやのＧ弁べん護ご士し、および同弁護士を紹しよう介かいしてくださった弁護士会様に、この場を借かりて御おん礼れい申し上げます。
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